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１. 事業の概要 
 

（１）目的 

単身や夫婦のみの高齢者世帯、認知症の高齢者が増加する中、高齢者が地域での生活

を継続するためには、多様な生活支援ニーズに対応した多様なサービスを地域で整備し

ていくことが必要である。このような地域における環境整備においては、市町村が中心

となって、地域のニーズと地域資源のマッチングなどを行うコーディネーターの配置や

協議体の設置等を通じて、生活支援等サービスを担う事業主体の支援体制の充実・強化

を図ることが求められている。また、市町村における生活支援等サービスのコーディネ

ーターの配置にあたっては、研修カリキュラムやテキストの整備を通じて、全国で一定

の人材の水準を確保することが重要と考えられる。 

これらの現状を踏まえ、本調査研究委員会及びワーキンググループにおいては、都道

府県で行う養成研修の講師となる人材の研修を行う為に研修テキストを検討・作成し、

平成 27 年度からの生活支援コーディネーター及び協議体設置に備え、コーディネーター

の備えるべき要件を研修カリキュラムとして提供することを目的としている。 

また、研修を実施し、研修カリキュラム及びテキストに対する理解度を測ると共に具

体的な改善要望を把握し、カリキュラムやテキスト修正に関する検討材料を得る。 

 

（２）事業内容 

①生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）に係る中央研修のカリキュラム・

テキスト作成 

②生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）に係る中央研修の実施 

 

（３）調査研究委員会の構成 

  池田 昌弘  NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター代表 

  石山 典代  NPO 法人全国移動サービスネットワーク理事 

今井 準幸  ＪＡ全中全国農業協同組合中央会くらしの活動推進部次長兼高齢者対

策課課長 

小野 喜彦  公益財団法人全国老人クラブ連合会 事務局長 

木村 知広  平塚市福祉部福祉総務課 課長代理 

近藤 辰比古 公益社団法人全国老人福祉施設協議会特別養護老人ホーム部会 幹事 

坂田 早苗  東京都福祉保険局高齢社会対策部 在宅支援 課長 

佐甲 学   社会福祉法人全国社会福祉協議会地域福祉部 部長 

  清水 肇子  公益財団法人さわやか福祉財団 常務理事兼事務局長 

菅原 弘子  特定非営利活動法人地域ケア政策ネットワーク 事務局長 

  田中 尚輝  認定 NPO 法人市民福祉団体全国協議会 専務理事 

  中村 美安子 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部社会福祉学科 准教授 

  中村 順子  認定 NPO 法人コミュニティサポートセンター神戸 理事長 

平野 覚治  一般社団法人全国老人給食協力会 専務理事 
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㧞. ⎇ⓥᆔຬળ߮ࡊ࡞ࠣࠣࡦࠠࡢの㐿  
 

研究委員は、本Ṷ⠌事業において実施される研修のカリキュラムやテキストౝኈ等を

検討するᓎഀを担っている。ߘのため、国の考えᣇを理解し、ߟ生活支援等サービ

スを推進する関連団体やవ進的なข組みを行っている⥄治体の推進者をめ᭴成して

いる。 

研修ฃ講者が、中央研修で学ߛࠎ理ᔨを地域にᚯࠅ実務に活かしていたߛくことを⁓

いとして、ᤓ年度に実施した研究フࠜーラムのアンケート⚿ᨐを踏まえ、研修のテキ

ストをၫ╩したワーキングࡔンࡃーが⥄ら講師となることで、ฦプࡠグラムにおいて

⠌得すべきౝኈや講⟵ᤨの重ⷞポイント等にߟいて共通したౝኈを提供できるように

した。 

 

（１）ోの䉴䉬䉳䊠䊷䊦 

 
ワーキンググループにて、カリキュラム及びテキストを検討し、 
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（２）委員会䊶䊪䊷䉨䊮䉫䉫䊦䊷䊒のᬌ⸛内容 

 
① ╙㧝࿁ワーキンググループ検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧝࿁㨃㧳 

ᣣᤨ 2��� 年 �  2 ᣣ（） ႐ᚲ 
ෘ生ഭ⋭ ૐጀ�㓏専↪2�

会議ቶ 

Ꮸ者 

ワーキングࡔンࡃー㧦 

田教授、⺪⸰教授、中村准教授、⪉ᴧ准教授（ᚲዻ組❱⇛） 

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 

平成 2� 年度ޟ生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究ޠのㆇ営ᣇ㊎

ㆇ営ᣇ㊎にߟいて 
スケࠫュールにߟいて 
委員会ࡔンࡃーにߟいて 

ౝኈ 

㧝㧚ㆇ営ᣇ㊎にߟいて（ෘഭ⋭） 
ᤓ年度にᒁき続きの事業となるが、本年度は中央研修を実施してฦ⥄治体がコーディネ

ーターを⢒成するための具体的な材料を提供できるようにする。 
ࡔのため、㨃㧳によるテキストの作成及び中央研修の実施を推進していくことが㨃㧳ߘ

ンࡃーによੌࠅᛚされた。 
 

① 中央研修の実施（㧞࿁㧛東京㐿） 
② 中央研修で↪するテキストの作成（研修ᓟの修正を⚻てቢ成 ） 
 

㧞㧚スケࠫュールにߟいて 
①年㑆のスケࠫュールとしては、એਅのようなᣣ⒟をᗐ定することとなった。 
・㧢㧦研修とテキストౝኈの定 
・㧣㧤ᣣ㧦テキスト（᩺）のቢ成 
・㧤中ᣨ㧦╙㧝࿁委員会の㐿 
・㧥ᣨ㧦中央研修の実施 
・10 㨪㧦テキストの修正 
2015 年 
・㧞㨪㧟㧦╙㧞࿁委員会の㐿 
②中央研修のᣣ⒟にߟいて 

㨃㧳ࡔンࡃーにᣣ⒟を確認し、╙㧝࿁㧦㧥㧠ᣣ㨪㧡ᣣ、╙㧞࿁㧦㧥㧢ᣣ㨪㧣ᣣを

連続東京㐿とするᣇ㊎が確認された。 
 
㧟㧚⡜する委員会ࡔンࡃーにߟいて 

ᤓ年のࡔンࡃーに加えて、ᣂࡔンࡃーを加えることとした。 
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P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧝࿁㨃㧳 

㧨25 年度からの継続ࡔンࡃー㧪 
田委員長、中村教授、㧯㧸㧯、全国移動ネット、全国老人給食協力会、ＪＡ、生協、

全社協、さわやか福祉財団、市民協 
㧨26 年度ㅊ加のᣂⷙࡔンࡃー㧪 
全国老人クラブ連合会、全国老人福祉施設協議会、全国老人保健施設協会、⥄治体 

 
㧠㧚今ᓟの作業にߟいて 

ฦ委員が、中央研修のカリキュラム᩺（講⟵㧛Ṷ⠌）を検討してくる߽のとし、ߘれを

రに次࿁の㨃㧳においてᦨ⚳定をする。 
 

 

② ╙㧞࿁ワーキンググループ検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧞࿁㨃㧳 

ᣣᤨ 2��� 年㧢㧢ᣣ（㊄） ႐ᚲ ᣣ本⢻₸協会ビル㧣㓏 

Ꮸ者 

ワーキングࡔンࡃー㧦 

田教授、⺪⸰教授、中村准教授、⪉ᴧ准教授（ᚲዻ組❱⇛） 

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 
中央研修カリキュラムとテキストౝኈ 
中央研修カリキュラム（᩺） 

ౝኈ 

㧝㧚中央研修カリキュラム（᩺） 
ฦ㨃㧳ࡔンࡃーから中央研修カリキュラムにߟいてߏ提᩺いたߛき、検討が行われた。 
 。グラム᩺にᗧが᧤されたࡠーࠫのプࡍ次ڎ
 。テーマᲤに講Ṷ者（テキストၫ╩者）を定したڎ
 。Ṷ⠌で活↪する事を㧯㧸㧯代表の池田様にお㗿いすることとしたڎ
 。治体のవ進事として、平塚市、દ⾐市、┻田市とᷤすることとなった⥄ڎ
 
㧞㧚╙㧝࿁委員会での議事進行にߟいて 
╙㧝࿁委員会において、中央研修のカリキュラム及びᒰᣣ活↪されるテキストにߟいて、

᩺を提␜して、ᗧをいたߛくこととした。 
 
㧟㧚今ᓟの੍定 

㧣中ᣨを目ㅜにテキスト原Ⓜのサマリー をቢ成さߖて、╙㧟࿁㨃㧳でチࠚックをし

て╙㧝࿁委員会に備えることとした。 
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P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧞࿁㨃㧳 

 

　１⽇⽬：平成26年9⽉4⽇（⽊）10:30〜17:50（受付開始：9:30）
時間 項⽬ 内容 講師・説明者

10:30-10:35 開会挨拶
厚⽣労働省
⽼健局振興課
　○○　××　××

10:35-11:20
（45分）

⾏政説明

Ⅰ　介護保険制度の改正について
1.介護保険制度改正のポイント
2.介護保険制度における⽣活⽀援の状況と指摘されている課題
3.⽣活⽀援コーディネーター（地域⽀え合い推進員）の定義

厚⽣労働省
⽼健局振興課
　○○　××　××

11:20-11:30 休憩

11:30-12:30
（60分） 講義

Ⅱ　⾼齢者の⽣活⽀援ニーズと⽣活⽀援サービスについて
1.⾼齢者の⽣活⽀援ニーズ
　(1)⽇常⽣活における⾼齢者の不⾃由さ
　(2)⽣活⽀援ニーズの内容〜「５つのこと」と「ちょっとしたこと」、安⼼確保の重要性
　(3)親族や⾏政、専⾨職のニーズ
　(4)⽣活⽀援ニーズへの対応⽅法〜包括的な⽅法と単品サービスで対応する⽅法
　　①包括的な⽅法
　　②単品サービスで対応する⽅法
　(5)⾼齢者の⽣活における⾃⽴の姿
2.発達する道具（⽣活⽀援⽤具）と⽣活⽀援サービス
　(1)⾼齢者と道具（⽣活⽀援⽤具）の活⽤
　(2)⾼齢者と⽣活⽀援サービスの活⽤
　(3)地域の⽣活⽀援サービスと市場分野の⽣活⽀援サービスの特徴
　　①地域の⽣活⽀援サービス
　　②市場分野の⽣活⽀援サービス
3.⾼齢者の⽣活⽀援サービス活⽤上の課題と⽀援の⽅法
　(1)⽣活⽀援サービスの地域差と情報の散在
　(2)活⽤⼒の差
　(3)資源アセスメントの重要性〜幅広い把握、開発すべきものを明らかにする
　(4)⽣活⽀援⽤具と⽣活⽀援サービスの活⽤環境の整備
　　①⾼齢者に配慮された活⽤⽀援
　　②条件整備としてのあたらしい活⽤、サービス開発
4.まとめ〜⽣活⽀援ニーズに応えるために

神奈川県⽴保健福祉⼤学
保健福祉学部社会福祉学科
　　　准教授　中村　美安⼦

12:30-13:30 休憩

13:30-14:30
（60分） 講義

Ⅲ　⽣活⽀援の⽬指すべき姿について①（⽣活⽀援コーディネーター
（地域⽀え合い推進員）に期待される機能と役割）
1.地域包括ケアシステムにおけるコーディネーター、協議体の位置づけ
　(1)ガイドラインにおけるコーディネーター、協議体について位置づけ
  (2)コーディネーターの配置と基本的な役割
　　①3層のコーディネーターの役割・活動の違い
　　②第1層のコーディネーター（広域開発型）の役割
　　③第2層のコーディネーター（圏域調整型）の役割
　　④第3層のコーディネーター（サービス提供型）の役割
　　⑤コーディネーターの配置の考え⽅
　(2)協議体の役割
　　①第1層の協議体
　　②第2層の協議体
2.⽣活⽀援サービス整備における市町村の役割
3.都道府県の役割

⽇本⼤学⽂理学部
　社会福祉学科
　　教授　諏訪　徹

14:30-14:40 休憩

時間 項⽬ 内容 講師・説明者

14:40-16:10
（90分） 講義

Ⅲ　⽣活⽀援の⽬指すべき姿について②（⽣活⽀援コーディネーター
の活動について）
1.コーディネーターの活動理念
2.コーディネーターの活動
　(1)第1層（広域開発型）のコーディネーターの活動
　　①市町村全域でのサービス開発
　　②住⺠による組織への活動⽀援
　　③⾏政との連携の促進
　(2)第2層（圏域調整型）のコーディネーターの活動
　　①⽣活⽀援サービスについてのニーズ把握
　　②圏域の活動団体・社会資源の把握
　　③圏域に必要なサービスや活動（社会参加・活動の場・居場所等）の開発
　　④地域への情報提供と利⽤者のサービスへの結び付け
　　⑤サービス提供団体、地域の諸団体、居宅介護⽀援・介護サービス事業所間の⽇常的な
連携・協働の促進
　(3)第3層（サービス提供型）のコーディネーターの活動
　　①⽀援を必要とする⼈のアセスメントと⽣活プランづくりのお⼿伝い
　　②サービスの担い⼿への⽀援
　　③サービス提供時の関係機関との調整

⽇本⼤学⽂理学部
　　社会福祉学科
　　　教授　諏訪　徹

16:10-16:20 休憩

16:20-17:50
（90分）

ワーク
ショップ

Ⅳ　多様な主体による多様な⽣活⽀援サービス事例について
1.１⽇⽬の研修の総括
2.神奈川県平塚市の事例
3.三重県伊賀市の事例
4.意⾒交換シンポジウム
5.質疑応答

各⾃治体等からの説明者
※コーディネーター（和⽥先⽣
を想定）を貼り付ける
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Ԛ ╙㧟࿁ワーキンググループ検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧟࿁㨃㧳 

ᣣᤨ 2��� 年㧤 �2 ᣣ（Ἣ） ႐ᚲ ᣣ本⢻₸協会ビル㧣㓏 

Ꮸ者 

ワーキングࡔンࡃー㧦 

田教授、⺪⸰教授、中村准教授（ᚲዻ組❱⇛） 

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 ╙㧝࿁委員会の議事進行にߟいて㧛中央研修の進めᣇにߟいて 

ౝኈ 

㧝㧚╙㧝࿁委員会の議事進行にߟいて 
①中央研修カリキュラムをෘഭ⋭から⺑ 
②テキストをฦၫ╩担ᒰ者から⺑ 
Ԛ⾰⇼応╵ 
 田委員長の進行で実施 

 ฦၫ╩者からฦ㧝㧡ಽで⺑ （合⸘ 45 ಽ⒟度） 
 ᣢにいたߛいているએᄖのᗧや⾰をฃける 

̪ၮ本ᆫとしては、今のテキストのᣇะᕈにߟいてはᄌᦝしないᣇ㊎が確認された。

㧞㧚中央研修の進めᣇ  
①テキストએᄖに研修ᒰᣣは⺑↪の PPT を準備する。 

 テキストを踏まえて作成すること 
 8  25 ᣣを提ᦼ㒢とする 

②1 ᣣ目のカリキュラムにߟいて 
 行政⺑（55 ಽ） 
 ᤤᙑ 
 中村వ生（90 ಽ） 
 ⺪⸰వ生（90 ಽ） 
 田వ生（120 ಽ） 

・組みの⚫を 15 ಽ 
・事研究を 90 ಽ（1 ࿁ 45 ಽ）ڎ平塚市㧛દ⾐市 
・事の⚫ᓟ、田వ生からインタビューᒻᑼをขる 
・2 市とはおᤤのભᙑᤨにᛂ合ߖを実施する 

 田వ生の 2 ᣣ目のṶ⠌にߟいて 
     ・Ṷ⠌をどうするのかをᒰᣣまでに検討 

 ⺪⸰వ生、中村వ生の講⟵にߟいて（田వ生よࠅ） 
 ・講⟵中にෳ加者がᒰ事者ᗧ⼂をᜬって߽らうようにする 

（⾰をᛩߍかけるなどのᎿ夫） 
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ԛ ╙㧝࿁委員会検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧝࿁委員会 

ᣣᤨ 2��� 年㧤 �2 ᣣ（Ἣ） ႐ᚲ ᣣ本⢻₸協会ビル㧣㓏 

Ꮸ者 

委員㧦池田委員、石山委員、小野委員、山᳁（木村委員代理）、近藤委員、原

田᳁（坂田委員代理）、佐甲委員、ਤ᳁（清水委員代理）、菅原委員、田

中委員、中村（順）委員、中村（美）委員�、平野委員、藤田委員、本㑆

委員、田委員長� 

ワーキングࡔンࡃー㧦⺪⸰教授 �中村委員、田委員長は兼છ （ᚲዻ組❱⇛）

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 カリキュラム・テキスト߳の討議 

ౝኈ 

 ޤいてのᗧߟ全体にޣ
 学的ၮ本を整理したテキストとなっているが、૬ߖて、╙㧝ጀ・╙㧞ጀの生活支援

コーディネーター（地域支え合い推進員）の本ಽは資源㐿⊒やネットワーク᭴▽等の

実〣であることから、多様な主体による生活支援サービスの主な特ᓽを具体的に⺑

する㗄がㅊ加（あるいは関連㗁߳⿷）されるのがよい。 
 生活支援コーディネーターは、営利サービス߽めた多様なサービスをⷞ野にれる

必要はᒰὼにあるが、ߘの一⇟は、地✼組❱や㧺㧼 㧻等民主体によるサービス活動

のഃと推進であることを、よࠅわかࠅやすく、確にᛂߜすのがよい（原ᢥでは

まߛ㗄によって߫らߟきがあるように⺒めるため）。 
 ෘ生ഭ⋭が今࿁␜したࠟイ࠼ラインで߽、市町村が生活支援・護੍㒐サービスの

体制整備をすすめるにおいては民主体の地域ߠくࠅを推進すべきことが➅ࠅしㅀ

べられておߘ、ࠅれを踏まえて生活支援コーディネーターはࡏランティア等の生活支

援の担いᚻの養成・⊒ជ等の地域資源の㐿⊒やネットワーク化などを行う、と␜され

ている（ࠟイ࠼ライン㧼15、㧼16、㧼 28 ઁ）。このことは財源的にᜬ続น⢻な組み

とするために߽、߰れあい・ഥけ合いというⷰὐから対等に提供されるサービスで利

↪者の生きがい・⥄立ᗧ᰼にߟなߍやすいというὐから߽生活支援コーディネーター

が確にᗧ⼂しておくべきⷞὐと考える。 
 ᣂ地域支援᭴ᗐ会議及び同会議が提⸒したޟᣂ地域支援᭴ᗐޠにߟいて⚫する㗄を

要で߽よいので設けるのがよい。㧣 28 ᣣ㐿の全国護保険担ᒰ課長会議資料及

びࠟイ࠼ラインの中で߽、ޟ市町村において具体的制度設⸘・事業ㆇ営を行っていく

でචಽにෳ考にしていくことが益であるઁޠ ⚫されておࠅ（同資料㧼 㧠 、㧼 81、
及び同᭴ᗐ・要別⚕資料㧠として P199㨪）、⸥Ԛのὐから߽同会議のሽ在を知

し理解しておいて߽らうことは益であるため。 
 
 ޤΤ㧚高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスޣ
 高齢者の多様な生活サービスが求められる⢛᥊としては、いわࠁる地域社会のᄌ化や

単身世帯の増加などによる社会的ቅ立の㗴߽あるのではないかとᕁい、ߘのあたࠅ
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のこと߽ዋし⸅れていたߛけれ߫とᕁいます。 
 安心生活ഃㅧ事業が全㕙にるとᣢに実施ᷣみのᓥ᧪施策や事業とのᓎഀやᗧ⟵がᷙ

同されるᕟれがある 
 ޟ㧡ߟのことޠとࠂߜޟっとしたことޠに対応するサポート（生活支援サービス）は

実㓙に施策にዉされ、ᚻく行っているのか㧫Ј民による地域福祉活動と市႐サ

ービスの連៤、⡯員による一定㗫度のࠅは実現しているのか㧫 
 高齢者宅をᎼ࿁することが生活支援サービスのコーディネーター（1 ጀ㨪3 ጀ）の事

と⺋解されることがෂᗋされる。インフࠜーマルとフࠜーマルを組み合わߖ、市民ෳ

加による生活支援サービスを作ることが主な事ではないか㧫 
 高齢者のニーズをជࠅこすことの必要ᕈを⺑くよࠅ、市民ෳ加によるഥけ合いの供

給サイ࠼を⢒成、NPO 等市民ෳ加による活動をଦすためのネットワークを推進するこ

とが重要と考える 
 
いて①（生活支援コーディネーター（地域支え合い推ߟΥ㧚生活支援の目ᜰすべきᆫにޣ

進員）にᦼᓙされるᯏ⢻とᓎഀ）ޤ 
 ޡ中㑆的支援組❱ޢの␜として、ޟ市民活動センターޠやޟ民ෳ加ဳのサービス団

体のネットワーク組❱ޠなど߽れたらどうか㧫また、ࡏޟランティアセンターޠは、

 として߶しいޠランティア活動センターࡏޟ
 生活支援コーディネーターが資源㐿⊒や担いᚻ養成等のため具体的に地域に講ᐳやീ

強会等をડ↹していく㓙には、講師は地✼活動者、㧺㧼㧻活動者をめて広くઁ都道

府県から߽⼂やᚻ⣨のある人‛本でくことがലであࠅ、特に都道府県がߘの

ためのᖱႎ支援を行うᓎഀがᦼᓙされることを⸥タするのがよい。 
 ╙㧟ጀのコーディネーターとして、ޟ民活動やࡏランティア活動を行う団体のリー࠳

ーጀޠなど߽広く生活支援サービスの調整ᯏ⢻のᓎഀをᨐたす者として置ߠけ、

生活支援サービスのすߘ野を広ߍてはどうか。 
 1 ጀ、2 ጀと߽に、一ߟの域（協議体）に対してⶄᢙのコーディネーターを配置する

イࡔーࠫがあるのか㧫ࠟイ࠼ラインには具体的な⸥タがないがどうか㧫 
 ޟ⥄治体の担ᒰ者にߟいて߽、サービス利↪を調整する႐㕙において、民による活

動のᗧ⟵や特ᕈをよく理解するようなᯏ会を߽ߟよう配ᘦするޠことを⸒及したらど

うか㧫 
 ╙ 2 ጀあるいは╙ 3 ጀのコーディネーターのᓎഀとしてޟ地域൮ケアࠪステムにお

けるコーディネーター、協議体の置ߠけࡕニタリング、ᄌ化߳の᳇ߠき・⊒と対

応ޠを置ߠけるべきではないか。とくに、ೋ࿁のみ地域൮がかかわるケースにߟ

いては、ߘのᓟの利↪者の状ᘒのᄌ化を早ᦼ⊒し専㐷⡯にߟなߍる組みが重要

であߘ、ࠅの部ಽにߟいてコーディネーターの関わࠅが重要ではないか。 
 
 ޤントと支援ࡔ㨂㧚生活支援コーディネーターが⁛⥄のⷞὐで行うべきアセスޣ
 ⁛⥄のⷞὐが᥉ㆉ的ではないか㧫総⺰的な႐ᚲ߳移したᣇがよいか߽しれない 
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 別アセスࡔントやサービス提供を全㕙に加えてしまうと、生活支援プランの作成や

サービス提供߽コーディネーターとの事ߛという⺋解が生じるのではないのか。ま

た、൮支援センターの੍㒐プランとの関係߽わかߠࠅらい。 
 
 ޤいてߟントのᚻ法にࡔΨ㧚高齢者に係る地域アセスޣ
 ޟ中㑆支援組❱ޠを␜に加え、解⺑をߟけたらどうか㧫 
 地✼組❱として、地✼ဳとテーマဳがあるという整理߽あるのではないか。多くの地

✼ဳの活動は、⥄治会町ౝ会をၮ⋚にしてはいるが、これをၮ⋚に地社協などの

民活動団体を組❱化し、ࠅやჿដけ、サࡠン活動などをおこなっている。これら

 けの要⚛߽あるߠランティア活動という置ࡏ߽
 地域の生活ニーズの把握のᣇ法として、具体的な活動の中での地域民の⋧⺣や支援

の中で⊒したࠅ、きߠいたࠅすること߽多くあߘ、ࠅうした᳇ߠきや⊒をニーズ

把握の߭とߟとして置ߠけてはどうか㧫 
 
 ޤΩ㧚サービス㐿⊒のᣇ法ޣ
 コーディネーターのᓎഀとして大きな࠙ࠛイトをභめることになるとᕁいますが、福

祉ಽ野のみならߕ、Ꮏ会議ᚲ等の⚻ᷣ↥業ಽ野、農ᨋ水↥ಽ野などと߽連៤を図る

こととと߽に、具体的なサービス（活動）を具体的に㐿⊒するᣇ法や、ᣢሽの市႐サ

ービスに福祉的要⚛をめ、ᣂたなサービスをഃ設するなどの提᩺をするなどの表⸥

と、いߕれߘうした事を⚫するとと߽に、᧪年度એ㒠の都道府県研修において、

 。うがいいとᕁいます߶ߛࠎうした研修の実施߽求められることをᦠきㄟߘ
 
 ޤいてߟカリキュラムにޣ
 ೨ㅀ㧝㧚のテキストの⿰ᣦをવえるための講⟵ᤨ㑆を੍定カリキュラムの中で調整し

て組みㄟࠎでいたߛきたい。 
 カリキュラムの順⇟੍߽定がน⢻であれ߫テキストにឥえるのがよい。 
 
 ޤのઁߘޣ
 生活支援コーディネーターが具体的に地域で業務を進める㓙には、これらの研修テキ

スト・カリキュラムに加えて、さらに実務的なౝኈのഥテキスト（あるいは実〣研

修）が必要であࠅ、地域の特ᕈや対⽎者によࠅ、ലなഥテキスト・講⟵をᨵエに

ઃけ加えた研修とするのがよいというὐを⋓ࠅㄟのがよい。 
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㽶 ╙㧠࿁ワーキンググループ検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧠࿁㨃㧳 

ᣣᤨ 2��� 年 ��  �� ᣣ（水） ႐ᚲ ᣣ本⢻₸協会ビル㧣㓏 

Ꮸ者 

ワーキングࡔンࡃー㧦田教授、⺪⸰教授、中村准教授、⪉ᴧ准教授（ᚲዻ組

❱⇛） 

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 
アンケート⚿ᨐのಽᨆ（研修カリキュラム、テキスト߳の要望） 
テキスト修正㗄目の検討 

ౝኈ 

① テキストにߟいては、主に⸒⪲の⛔一ߘして、ࠟイ࠼ラインと合⥌するようにする。

ၮ本、大にᄌえない。 
 講⟵ᣣ⒟などの⸘な߽のをᄖして、テキストとして✬㓸すること 
 テキストは委員会ฬです。（委員会ࡔンࡃーと㨃㧳ࡔンࡃーをれる） 

② 地域ケア会議と協議体にߟいては、ෘഭ⋭でߘの㆑いなどを確にすることが必要 
 これを߽とにઁ事業との関連がಽかるᔨ図ができるようにする 

Ԛ 㨃㧳で、ᮨᡆ事を作成し、テキストએᄖの資料✬（ᓟࠈにߟけるか別ౠ）を作成する

 ᡆૃ事を議⺰しながら作成する 
¾ 年ౝに一度、ᮨᡆ事作成の為の WG を㐿する（ඨᣣ⒟度） 
¾ ෘഭ⋭にて、ෳ考事を準備して⥃ 

 ⪉ᴧవ生のΨとΩではえる࠷ール㘃をれる 
ෳ考になる研修↪ࠪート㧛実㓙に↪できる実〣↪ワークࠪートを作成 

 
ҋၫ╩者のߏᗧҌ 
ポイント㧦講師になって研修を行う㓙にᚻくવえる・実施できるようなテキストを作成

y 1・2 ጀと 3 ጀはಽけてᦠいたᣇがよい（3 ጀはጀではないので、3 ጀは 1㨯2 ጀと㆑う

ことの⺑をれた߶うがよい）（田వ生） 
y 1㨯2 ጀはⷙᮨによࠅ⇣なることをはっきࠅᦠいたᣇがよい（中村వ生） 
y 協議体はフࠜーマルにやる߽のはઁと連៤するが、߽うዋしᣣ常的に必要な組❱と連

៤しあって実現して߽らうとᯏ⢻を⊒ើして߽らえるのでは。実㓙的なことを考えて

イࡔーࠫがḝくようにしてあߍたᣇがよい（田వ生） 
y アセスࡔント部ಽ㧦生活支援サービスコーディネートをᮡ㗴にして、ߘれにὶὐをᒰ

てたౝኈにした߶うがよい（田వ生、中村వ生） 
y カリキュラムΧをカリキュラムΤの೨にあった߶うがよい（⺪⸰వ生、中村వ生） 

ᵹれとしてはカリキュラムΥのᓟが一⇟よさߘう。カリキュラムΣ、カリキュラムΥ、

カリキュラムΧで߽よいのでは。（田వ生） 
y ෳ加者のᗧを⺒と、具体的に地域アセスࡔントでをしたらいいのかをવえなけ

れ߫ならなかった（⪉ᴧవ生） 
y 実㓙の႐で利↪するワークࠪートとは別で、研修講師↪のワークࠪートと解⺑を
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れて、⥄↱に活↪㗂けるようにして߽よい（⪉ᴧవ生） 
y PPT をᦝに᧪年は⦟い߽のを作ってあߍて提供してあߍた߶うがよいか （߽田వ生）

y ᮨᡆ事ౝኈ㧦護੍㒐実⸽事業で行う߽のとಽけ等のᔨ図等を作る。（⺪⸰వ生）
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㽷 ╙㧡࿁ワーキンググループ検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧡࿁㨃㧳 

ᣣᤨ 2��� 年 �2 㧤ᣣ（） ႐ᚲ ᣣ本⢻₸協会ビル㧣㓏 

Ꮸ者 

ワーキングࡔンࡃー㧦田教授、⺪⸰教授、中村准教授、⪉ᴧ准教授（ᚲዻ組

❱⇛） 

アࡃ࠼イࠩー㧦池田委員 

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 
ᮨᡆ事作成 
テキスト作成のᣇะᕈ 

ౝኈ 

議㗴① ᮨᡆ事作成（事は別⚕ ppt ෳᾖ） 
議㗴② テキスト作成のᣇะᕈ 
 ฦ団体がしているテキストの置ߠけ 

㧖ណᛯᮭは GW での検討⚿ᨐにあࠅ 
・さわやか福祉財団㧦╙ 1・2 ጀが対⽎。 

さわやか福祉財団のテキストを全て老健事業のテキストにれて᰼しいとのᏗ望

あࠅ（ഥけ合い活動に必要な࠷ールを単రಽけしているテキスト）地✼活動で活

ᕈ化さߖた/ᣂဳ組❱を作った事 
・全社協㧦╙ 3 ጀが対⽎のテキスト 
㧖テキストにれㄟことはしない 
㧖中央研修ᤨに別ౠとし、全国で⦡ޘな団体が力をれているというᗧ合いで

のෳ考資料とする⒟度 
㧖ᣂ地域支援᭴ᗐ会議にて作成の߽のはෘഭ⋭として߽㇎険と᧪ないが、さわ

やか福祉財団ߛと別の組❱となるので、あまࠅよࠈしくない（ᣂ地域支援᭴

ᗐ会議で作成するテキストがさわやかのテキストをෳ考にしていれ߫᭴ᗐ会議

の者ߛけでᷣが） 
 

 テキスト原Ⓜのᓟࠈにをߟけるか 
¾ テキスト+中央研修⊒表の事（ᦨ大 9 事）+࠷ール+ǩ（ฦ団体のテキスト

⚫） 
・ฦ団体の資料はෳ考資料として、資料のฬ೨ߛけ⸥するのはどうか 
㧖⦡ࠎな全国的組❱がこのข組みのために作った資料というクࠫットをれる

（さわやか、全社協、CLC、移ㅍサービスの団体・・・等全ていれて、ࠎ߾ߜと

ขࠅߍて⚫しました、ということにすれ߫よいのでは） 
¾ ⊒表の事にߟいて 
・事を㐿⊒、ネットワーク等を⊒表して߽らったので、事としてれておい

た߶うが⦟いということ 
・9 事߽っているからということで団体テキストはいらないということとした
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P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧡࿁㨃㧳 

い 
・人のⷞὐや活動の⚻✲を⚦に⋓ࠅㄟ 
・テキストにタߖるのであれ߫、テキストのᩇとなるテーマ別にれㄟめるかど

うかをౣ度検討する 
  
 テキストのౝኈの修正ὐ 

¾ ⺪⸰వ生ၫ╩部ಽ 
・ᦨᣂのࠟイ࠼ラインに૬ߖて、ᒁ↪部ಽを修正する 
¾ ⪉ᴧవ生ၫ╩部ಽ 
・資源の把握を中心としたౝኈとする 
・一般的な地域福祉の地域アセスࡔントではなく、生活支援のアセスࡔントにᵈ

力した߶うがよい。 
Ј カリキュラムΨ1ޡ.地域アセスࡔントのᗧ⟵ޢ㨪2ޡ.地域アセスࡔントのᣇ法

（㧝）①㨪Ԛޢまでを㒰（P113㨪115(2)のまで） 
 㧖理↱㧦生活支援コーディネーターとしては、地域福祉ߘの߽ので߽ない為、

必ߕし߽地域特ᕈの把握からᆎまるとはᕁえない。地域の生活支援サービスの

社会資源の把握でよいとᕁう。資源の把握に㓸中してၫ╩㗂いた߶うがಽࠅᤃ

い。 
 

Ј (3)ޡ地域全体の生活ニーズの把握ޢを(3)ޡ生活支援サービスに対するニーズ

の把握ޢとし、別のᵞいしからるのが⦟いという議⺰があった。 
Ј (3)の①として、別事からのニーズのᵞいし or ជࠅこしがࠅ、②行

政資料の活↪は地域全体の生活ニーズになるので、今ある実㓙のケースのᵞい

しからる߶うがよいという議⺰があった。 
・①の要⚛として、具体的事からの把握があった߶うがよい。（コミュニティ࠰

ーࠪࡖルワーカー、別事からのជࠅこし等、また、事業者のニーズやᣢ

ሽのサービスᯏ関߽一✜にᵞいしを行え߫よい（㗄目としては①、②⒟度で

ಽけて⸥タで߽⦟い） 
・②アンケート調査~Ԝ民ᐳ⺣会はあってよい。②アンケート調査とԚࡅアリン

グ調査は合体さߖる⒟度でよい。（アンケート調査߽やること߽あれ߫ࡅアリン

グ調査߽やるということで⸥タすれ߫よい） 
 
Ј（P120）3ޡ.地域アセスࡔントの⇐ᗧὐޢでは、(2)ޡ地域支援に生かす地域アセ

スࡔントޢのタイトルや本ᢥに߽ޡ地域支援ޢという⸒⪲がᕆにてくるため、

વわらないน⢻ᕈ߽ある。地域支援と生活支援との関係߽めてޡ地域支援ޢ

をう႐合は、⸒⪲の⿷が必要。 
㧖別支援をࠎ߾ߜとやࠈうとすると、地域との関係やෳ加が᧪る႐を作る等

ということが大事になってくるということ等を⸥タしておいてはどうか。 
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Ј P124(2)ޡ地域ケア会議の活↪ޢには、協議体のがて᧪ないのは地域ケア

会議さえやれ߫よいとᕁわれないか㧫 
地域ケア会議と一体的に行って、別ニーズを把ޡ、としޢ↪協議体の႐を活ޡ・

握することはよいޢというౝኈにした߶うが⦟い 
 
Ј 3.サービス㐿⊒のプࡠセスとᣇ法では、හ応ᕈのⷞὐ߽必要（プࡠセス全部が

必要というわけではないということ߽⿷で⸥タ） 
 
 議㗴Ԛアセスࡔントࠪートの確認 

・生活支援に関連する為に必要な㗄目ߛけを⡬ขするࠪートでよい（⚦かい人

ᖱႎはਇ要） 
・⡬ขする事がᾲ心となるようなࠪートでなくてよい（ା㗬関係を▽く為のࠪー

ト） 
・地域からるよ߽ࠅからるようなࠪート 
¾ 活かすࠪート㧦 
・ワークࠪート 2（地域の資源をす） 

（表㗡）活↪している Ј 地域の社会資源がある 
あるが活↪していない Ј 地域の社会資源がない 
確認・㐿⊒したい Ј 社会資源が地域ᄖにある 

・社会資源活↪Ṷ⠌ࠪート 
 
 議㗴ԛ委員会ᣣ⒟の検討㧦3  3 ᣣ（Ἣ）13:30㨪16:30 

・12 中にテキスト原Ⓜの修正 
・事務局にて確認㧛必要に応じてవ生ᣇと調整 1/20 まで 
・団体委員߳ᗧし 1/21㨪2/4 
・ᗧの整理、テキスト߳のᤋの必要ήの検討 2 ᧃまで 
㧖⊒表㗂いた事資料にߟいては、21 ᣣの委員߳のᗧしᤨにᥳ定 として

提を੍定（㑆に合え߫、ቢ成 を提）、1/20 までの㑆に、㓸した事にߟ

いてテキスト߳全てれるか、一部はれないとするか等のߏ検討を㗂くことを

੍定。 
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Ԟ ╙㧞࿁委員会検討ౝኈ 

P,6 ฬ 生活支援コーディネーター⢒成に関する調査研究事業 ╙㧞࿁委員会 

ᣣᤨ 2��� 年㧟㧟ᣣ（Ἣ） ႐ᚲ 田中重ᵮビル 2# 会議ቶ 

Ꮸ者 

委員㧦池田委員、石山委員、小野委員、山᳁（木村委員代理）、坂田委員代理、

佐甲委員、清水委員、田中委員、中村（順）委員、中村（美）委員�、平

野委員、藤田委員、本㑆委員、田委員長� 

ワーキングࡔンࡃー㧦⺪⸰教授 �中村委員、田委員長は兼છ （ᚲዻ組❱⇛）

ෘ生ഭ⋭㧦老健局ᝄ⥝課 

事務局㧦ࢃᣣ本⢻₸協会総合研究ᚲ 

議㗴 
中央研修アンケート⚿ᨐ 
研修テキスト߳の討議 

ౝኈ 

 修正テキストの順⇟ 
 ᣂテキスト順 備考 
Σ.コーディネーターと協議体にᦼᓙされるᯏ⢻とᓎഀ  
Τ.高齢者に係る地域アセスࡔントのᚻ法にߟいて アセスࡔントࠪート

をテキストౝにᝌΥ.サービス㐿⊒のᣇ法にߟいて 
Φ.生活支援コーディネーターの⁛⥄のⷞὐで行うべき生活

支援ニーズの把握と支援 
ᮨᡆ事をテキスト

ౝにᝌ 
Χ.高齢者の生活支援ニーズと生活支援サービスにߟいて  
ෳ考資料.   
護保険制度の改正にߟいて（行政⺑資料）  
多様な主体による多様な生活支援サービス事にߟいて ⥄治体 3 事 
中央研修ᒰᣣᤋ౮ PPT （カリキュラムΣ）  
    ̢      （カリキュラムΤ）   
    ̢      （カリキュラムΥ）  
    ̢      （カリキュラムΦ）  
    ̢      （カリキュラムΧ）  
団体テキスト⚫  
全国のขࠅ組み事⚫ 7㨪9 事 

 
 ޤΣ.コーディネーターと協議体にᦼᓙされるᯏ⢻とᓎഀޣ
 コーディネーターとはこういう߽のということをしっかࠅᦠいておくべき 
 利↪者߳の支援やサービスの⾰に関する理ᔨでは、高齢者の生きがいとか、あるいは

支えᚻになれるというようなニュアンスが㧝⇟ᦨೋにここにあるのが⦟い。え߫ߘ

れをᢥ⸒でれるのか、え߫㧝⇟ᦨೋにޟ高齢者のዅ෩を保ᜬしޠとか、なࠎらか

のまとめた߽のをれるのか、ฃけᚻߛけではないというࡔッセーࠫがまߕᦨೋに

していたߛけたら⦟い 
 ޟ民㑆市႐のサービス߽うまくいながらޠということߛけでは、ߜߘらがవに進ࠎ
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でいきかߨないという ᔨがある。え߫ߘの೨に、ޟ民主体のサービス提供を目ᜰ

しޠߟߟとか、ࠟイ࠼ラインにᣇะが確にているとᕁうので、重ߨて⸒っていた

 。くと⦟いߛ
 ޟ（㧞）地域でのᓎഀߠくࠅや社会ෳ加と地域の福祉力のᒻ成ޠでは、資源㐿⊒・サー

ビス㐿⊒にዋし重きが行きㆊ߉ている᳇がして、ዋしᣢሽの߽の߽චಽに活↪してと

か、ߘうしたこと߽ዋしれていたߛくと⦟い 
 また、ޟ（㧞）地域でのᓎഀߠくࠅや社会ෳ加と地域の福祉力のᒻ成ޠޠの護サービス

事業者や専㐷⡯߽、民の活動を資源の一ߟとߛけ考えての部ಽは（㧝）のとこࠈに

れて、総合事業が、専㐷⡯主ዉということではなく、民と専㐷⡯が一✜になって

やる。ߘこで支援の⾰やサービスの⾰を確保する、というようなᒻになるとよい 
 ╙㧝ጀ、╙㧞ጀ、╙㧟ጀの考えᣇは、サービス提供のマッチングとか、サービス㐿⊒等

が⻭われているが、ߘの೨提として、地域の高齢者等の生活課㗴等を把握し、地域の

中で民ෳ加・民主体のขࠅ組みによって解していくᆫ、ߘれを目ᜰすという、

地域の生活課㗴等を中心に、コーディネーターがᓎഀをᨐたす中身をれて߶しい 
 
 ޤいてߟントのᚻ法にࡔΤ㧚高齢者に係る地域アセスޣ
 協議体というᢥሼというか考えがこの┨には全くて᧪ていない 
 Ԝ中㑆支援組❱にߟいて、ࡏランティアセンター等を設置とㅊ⸥ 
 ԝ生活関連↥業にߟいて、誤解を受けないようにを外して、「協議体の中で役割や活動方法

を議論する」というようなところ、もちろん包括・社協・商工会に入っていただいた形での協議体

で議論していくというようなことを記載する 
 「（２）生活支援サービスに対するニーズの把握」では、ߘれߙれの┨によࠅ生活支援コーデ

ィネーターの対⽎としているᣇが⇣なるᦠき߱ࠅのため⺒ࠎでいるとᷙੂする 
 また、要支援だけをターゲットにしてしまうと、生活支援コーディネーターというのは今の介護

保険制度の要支援者の訪問と通所は地域支援事業に移行しますと。それを俯瞰するサービ

スをつくるだけの人になりますというような、ある意味すごく狭いメッセージを与えてしまう。非常

に誤解を招くので、こういう表現は止めたほうが良い 
 
 ޤΥ㧚サービス㐿⊒のᣇ法ޣ
 㧟㧚サービス㐿⊒のプࡠセスとᣇ法ޠの（㧞）ᣢሽの社会資源活↪のน⢻ᕈをតるに

おいて、担いᚻを組❱化するとか、ᣢሽの社会資源の活↪のน⢻ᕈをតるとかの┨な

どに、え߫、ᣢሽの社会資源を活↪して、いࠎࠈなサービスのഃㅧに⚿びߟけられ

たようなを㑆にとか、ߘのようなこと߽ዋしやると地に⿷がߟいたᗵじになっ

て、ಽかࠅやすくなるのかなという㘑に߽ᕁった 
 
 ޤントと支援のⷞὐࡔΦ㧚生活支援コーディネーターが行うべきアセスޣ
 ߘれߙれの┨によࠅ生活支援コーディネーターの対⽎としているᣇが⇣なるᦠき߱ࠅ

のため⺒ࠎでいるとᷙੂする 
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㧟㧚↢ᵴᡰេࠦ࠲ࡀࠖ࠺㧔ၞᡰ߃วផㅴຬ㧕ߦଥࠆਛᄩ

  ߡߟߦୃ⎇
 

（１）㐿⿰ᣦ 

平成 27 年度からの生活支援コーディネーター及び協議体設置に備え、コーディネ

ーターの備えるべき要件を研修カリキュラムとして提供することを目的としている。 
また、今ᓟの改善のために会႐アンケートを実施し、研修カリキュラム及びテキス

トに対する理解度を測ると共に具体的な改善要望を把握し、カリキュラムやテキス

ト修正に関する検討材料を得る。 
 

（２）㐿ᣣᤨ䋯会႐႐ᚲ 

2014 年 9  4 ᣣ（木）㧛6 ᣣ（）10㧦30㧙17㧦50 
2014 年 9  5 ᣣ（㊄）㧛7 ᣣ（ᣣ）10㧦00㧙16㧦20 
㧨2014㧛9㧛4㨪5㧪 
ຠ川フࡠントビル会議ቶ（東京都᷼᷼ධ 2-3-13 ຠ川フࡠントビル B1F） 
㧨2014㧛9㧛6㨪7㧪 
JA 共ᷣカンフࠔンスホール（東京都ජ代田平ᴡ町 2-7-9） 
 

（３）ෳടኻ⽎⠪ 

都道府県推⮈者 ฦ都道府県あたࠅ 3 ฬ㧛1 㐿(2 㐿⸘ 6 ฬまで) 
団体推⮈者 ᜰ定 13 団体あたࠅ 2 ฬ㧛1 㐿(2 㐿⸘ 4 ฬまで) 
 

（䋴）ෳട⠪ᢙ 

㧨↳ㄟᢙ㧪 
ฃ講者㧦307 ฬ（9  4・5 ᣣ 162 ฬ㧛6・7 ᣣ 145 ฬ） 
ற⡬者㧦96 ฬ（9  4・5 ᣣ 54 ฬ㧛6・7 ᣣ 42 ฬ） 
⸥者㧦6 ฬ（9  4・5 ᣣ） 

 
㧨ෳ加ᢙ㧪 
ฃ講者㧦304 ฬ（9  4・5 ᣣ 160 ฬ㧛6・7 ᣣ 144 ฬ） 
ற⡬者㧦92 ฬ（9  4・5 ᣣ 52 ฬ㧛6・7 ᣣ 40 ฬ） 
⸥者㧦7 ฬ（9  4・5 ᣣ） 
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（䋵）䉦䊥䉨䊠䊤䊛 

【１日目】 

  時 間 項 目 内容及び目的・ねらい 講師・説明者 

1 10:30-10:35 開会挨拶   厚生労働省 

2 
10:35-11:30 

（55 分） 
行政説明 

Ⅰ 介護保険制度の改正について 

1.介護保険制度改正のポイント 

2.介護保険制度における生活支援の状況と指摘

されている課題 

3.生活支援コーディネーター（地域支え合い推進

員）の定義 

厚生労働省 

11:30-12:30 昼休憩   

3 
12:30-14:00 

（90 分） 
講 義 

Ⅱ 高齢者の生活支援ニーズと生活支援サ

ービスについて 

1.高齢者の生活支援ニーズ 

2.発達する道具（生活支援用具）と生活支援サー

ビス 

3.高齢者の生活支援サービス活用上の課題と支

援の方法  

4.まとめ～生活支援ニーズに応えるために 

神奈川県立保健

福祉大学 

保健福祉学部 

社会福祉学科 

准教授 

中村 美安子 

 14:00-14:10 休憩   

4 
14:10-15:40 

（90 分） 
講義 

Ⅲ 生活支援コーディネーター（地域支え合

い推進員）に期待される機能と役割 

1.地域包括ケアシステムにおけるコーディネー

ター、協議体の位置づけ 

2.生活支援サービス整備における市町村の役割 

3.都道府県の役割 

4.コーディネーターの活動理念 

5.コーディネーターの活動 

日本大学 

文理学部社会福

祉学科 

教授 

諏訪 徹 

 15:40-15:50 休憩   

5 
15:50-17:50 

 （120 分） 

ワーク 

ショップ 

Ⅳ 多様な主体による多様な生活支援サー

ビス事例について 

1.１日目の研修の総括 

2.神奈川県平塚市の事例 

3.三重県伊賀市の事例 

4.質疑応答 

5.意見交換シンポジウム 

各自治体 

（コーディネーター）

ルーテル学院大

学大学院 

社会福祉学専攻主任 

教授 

和田 敏明 
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【Წ日目】 

  時 間 項 目 内容及び目的・ねらい 講師・説明者 

１ 
10:00-11:30 

（90 分） 

講義 

፼ 

ñ 生活支援コーディネーターの自のᙻ

ໜư行ƏǂƖ生活支援ニーズの৭੮と支援 

1.生活支援コーディネーター（地域支え合い推進

員）の自のᙻໜ 

2.生活支援コーディネーターの自の役割 

3.生活支援コーディネーターの自のᙻໜư行

Ə生活支援ニーズの৭੮ 

ルーテル学院大

学大学院 

社会福祉学専攻

主任 

教授 

和田 敏明 

 
11:30-12:30 昼休憩   

Წ 

 

12:30-14:00 

（90 分） 

講義 

ò 高齢者に̞る地域アǻスȡントの法

について 

（地域ཎࣱの৭੮、社会เの৭੮、地域の

生活支援ニーズの৭੮） 

1.地域アǻスȡントの意義 

2.地域アǻスȡントの方法 

3.地域μ体の生活ニーズの৭੮ 

4.地域アǻスȡントのသ意ໜ 

日本社会事ಅ大学

社会福祉学部 

福祉ᚘဒ学科 

准教授 

ᓛක ࠴ဏ 

  14:00-14:10 休憩     

Ჭ 
14:10-15:40 

（90 分） 
講義 

ó サービス開発の方法について 

1.サービス開発の意義 

2.サービス開発のˁኵǈ 

3.サービス開発のプȭǻスと方法 

4.サービス開発のသ意ໜ 

日本社会事ಅ大学

社会福祉学部 

福祉ᚘဒ学科 

准教授 

ᓛක ࠴ဏ 

  15:40-15:50 休憩     

Ხ 
15:50-1�:20 

（30 分） 
まとめ 研修のਰǓᡉǓとμ体総括 

ルーテル学院大

学大学院 

和田 敏明 

日本大学 

諏訪 徹 

神奈川県立保健

福祉大学 

中村 美安子 

日本社会事ಅ大学

ᓛක ࠴ဏ 
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（䋶）䉝䊮䉬䊷䊃調査⚿ᨐ 

 ࿁╵者ᢙ ع
事೨アンケート㧦292 ฬ（࿁₸㧦96.1%） 
研修ᓟアンケート㧦351 ฬ（ற⡬者の࿁╵߽）（࿁₸㧦88.6㧑） 

 
（㧝）事೨アンケート⚿ᨐ 
㧝 ᚲዻᯏ関 
ෳ加のᚲዻᯏ関としては中㑆支援団体からのෳ加が 42%とᦨ߽多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
̪㧝のグラフは、㧞ᚲዻవฬ⒓の⥄↱⸥ㅀをరにಽ㘃 
 
㧟 生活支援のၮ⋚整備を推進する為に行っている活動にߟいて 
10 㗄目ある中の㧡㗄目（（㧝）高齢者のニーズ把握、（㧡）担いᚻ（ࡏランティア等）の活

動の႐の確保・調整、（㧢）活動主体㑆の組❱化・連៤強化（㧣）生活支援のニーズと地域

支援のマッチング、（㧤）民や活動主体の活動のニーズと地域資源のマッチング）ではઁޟ

ᯏ関（関係者との連៤・共がある）ޠがᦨ߽多かった。 
（㧞）地域資源の状ᴫ把握ではઁޟᯏ関（関係者）との連៤・共があるޟ、ޠ活動の中で

把握しているޠが多かった。 
（㧟）ਇ⿷するサービス・支援のഃ、（10）ಝⷞᕺ・関連ᯏ関との連៤・ᖱႎ共（施策

立᩺にะけた提᩺等）では、ޟ地域や活動団体等で行っている会議によるᖱႎ共の႐を設

けているޠがᦨ߽多かった。 
（㧠）担いᚻ（ࡏランティア等）の⊒ជ・養成ではޟ養成講ᐳ・研修を実施しているޠが

ᦨ߽多かった。 
（㧥）地域民に対する活動の᥉及⊒ではࡄޟンフット等の作成ޠがᦨ߽多かった。 
 
 

17%

12%

42%

14%

14%

1%

１ ᚲዻᯏ㑐(n=292)

ㇺᐭ⋵ Ꮢ↸ ਛ㑆ᡰេ࿅

䉰䊷䊎䉴ឭଏ࿅ 䈠のઁ ή࿁╵
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ϴϱ
1ϲϯ

74

12Ϭ

1ϲϵ

11ϱ

ϴ1

11

ϯϯ

1ϯ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

䉝䊮䉬䊷䊃調査のታᣉ䉕䈚䈩䈇䉎

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

ઁᯏ㑐䈮䈩䊆䊷䉵ᛠី䉕䈚䈩䈇䉎

↪⠪䉋䉍ᖱႎ㓸䈚䈩䈇䉎

ᵴേのਛ䈪ᛠី䈚䈩䈇䉎

⋧⺣⓹ญ䈫のㅪ៤䈏䈅䉎

ⴕ䈎䉌のᡰេ䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３（１） 㜞㦂⠪の䊆䊷䉵ᛠី(n=292)

47

1ϴϴ

1ϴϱ

7ϵ

ϲϲ

1Ϭ

ϯϵ

1ϯ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

䉝䊮䉬䊷䊃調査のታᣉ䉕䈚䈩䈇䉎

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

ᵴേのਛ䈪ᛠី䈚䈩䈇䉎

⓹ญ䈫のㅪ៤䈏䈅䉎

ⴕ䈎䉌のᡰេ䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３（２） ၞ⾗Ḯの⁁ᴫᛠី(n=292)

14ϲ

142

ϱϯ

2ϲ

ϲϲ

21

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ၞ䉇ᵴേ࿅╬䈪ⴕ䈦䈩䈇䉎会⼏䈮

䉋䉎ᖱႎの႐䉕⸳䈔䈩䈇䉎

䊆䊷䉵䈎䉌ၞ䊆䊷䉵のᖱႎᛠី

䉕䈚䈩䈇䉎

ⴕ䈎䉌のᡰេ䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （３）ਇ⿷䈜䉎䉰䊷䊎䉴䊶ᡰេのഃ(n=292)

174

1Ϭ2

ϱϲ

4ϲ

4ϱ

1ϵ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

㙃成⻠ᐳ䊶研ୃ╬䉕ታᣉ䈚䈩䈇䉎

ᐢႎᵴേ䈮䉋䉎ലᨐ䈏䈅䉎

ⴕ䈎䉌のᡰេ䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋴）ᜂ䈇ᚻ（䊗䊤䊮䊁䉞䉝╬）の⊒ជ䊶㙃成(n=292)

1ϱϱ

1ϯϴ

111

17

ϱϬ

1ϴ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

⚵䉂（⚵❱╬）䉕構▽䈚䈩䈇䉎

ၞのᵴേ䉇ᣉ⸳╬䉕ᵴ↪䈚䈩䈇䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋵）ᜂ䈇ᚻ（䊗䊤䊮䊁䉞䉝╬）のᵴേの႐の⏕䊶調ᢛ
(n=292)

17Ϭ

12ϵ

2ϵ

ϲ2

1Ϭ

ϱ7

17

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

ၞ䉇ᵴേ࿅╬䈪ⴕ䈦䈩䈇䉎会⼏㵺

ᵴേਥ㑆の⚵❱ൻ䈲ㅴ䉖䈪䈇䉎㵺

ᵴേਥ㑆のㅪ៤䈲ข䉏䈩䈇䉎䈏䇮㵺

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋶）ᵴേਥ㑆の⚵❱ൻ䊶ㅪ៤ᒝൻ(n=292)

14ϵ

ϵϬ

14ϱ

21

7ϴ

17

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

⋧⺣⓹ญ䈫のㅪ៤䈏䈅䉎

ၞ൮ᡰេ䉶䊮䉺䊷䈫のㅪ៤䊶

䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋷）↢ᵴᡰេの䊆䊷䉵䈫ၞ⾗Ḯの䊙䉾䉼䊮䉫(n=292)

1ϱ1

ϴ4

22

ϵ4

2ϯ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䊶䈏䈅䉎

⋧⺣⓹ญ䈫のㅪ៤䈏䈅䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋸）᳃䉇ᵴേਥのᵴേの䊆䊷䉵䈫

ၞ⾗Ḯの䊙䉾䉼䊮䉫(n=292)

1ϯϲ

12Ϭ

ϵϵ

12ϴ

ϯϬ

ϱϲ

1ϲ

Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ

䊌䊮䊐䊧䉾䊃╬の成

䉟䊔䊮䊃╬のታᣉ

䉟䊮䉺䊷䊈䉾䊃のᵴ↪

ઁᯏ㑐（㑐ଥ⠪）䈫のㅪ៤䈮䈩WZ䈚䈩䈇䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （䋹）ၞ᳃䈮ኻ䈜䉎ᵴേの᥉⊒(n=292)

1ϱ7

74

ϯ1

ϲϵ
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Ϭ ϱϬ 1ϬϬ 1ϱϬ 2ϬϬ

ၞ䉇ᵴേ࿅╬䈪ⴕ䈦䈩䈇䉎会⼏䈮

䉋䉎ᖱႎの႐䉕⸳䈔䈩䈇䉎

╷ឭ⸒䉕䈪䈐䉎⚵䉂（䉲䉴䊁

䊛╬）䉕⸳䈔䈩䈇䉎

䈠のઁ

ⴕ䈦䈩䈇䈭䈇

ή࿁╵

３ （１䋰）ⴕ䊶㑐ㅪᯏ㑐䈫のㅪ៤䊶ᖱႎ

（ᣉ╷┙᩺䈮ะ䈔䈢ឭ᩺╬）(n=292)
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㧟 ߘのઁ（⥄↱࿁╵） 
ฦ㗄目のߘのઁの⥄↱࿁╵としてはએਅであった。 
（㧝） 高齢者のニーズ把握 （n=11） 

コࡔント 件ᢙ 
⾏政として⽀援している 㧣 

ษઠとなっている 㧟 

૮答 㧝 

 
（㧞） 地域資源の状ᴫ把握（n=10） 

コࡔント 件ᢙ 
⾏政として⽀援している 㧠 

峇の 㧢 
    
 
 
 
 
 
 
（㧟） ਇ⿷するサービス・支援のഃ （n=26） 

コࡔント 件ᢙ 
⾏政として⽀援している 㧣 

機関との連携 㧟 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧞 

峇の 㧥 

૮答 㧡 

  

(2)峇の 
 ⾏年度市の「地域の居場所ガイド崾ック」発گڮڽ・
・০ৰすることをਫ਼ୈ 
・地域福祉（活動）ੑのੁ定や地域福祉コーディネーター研修講師として指・ஃ 
・団体⽴上岼のৼ業ਜより 
・学ૅ等 

(3)峇の 
・嵄ランティア、市⺠活動推進と担い⼿のു成 
・常にニーズに対応する型でしく峩をつくってきた岞થのたすけあい、配୫サービス、地域のภの間 
・すでにいくつもの地域に不ଌするサービスをলしてきた岞 
・社協事ਜ局内でのサービスの⾒ઉし 
・ৗしいニーズや先進事例を学峠研修を開ಈしている岞 
・峓のよ岰なニーズにも対応している岞「峹らない」をめ峀している 
・地域福祉コーディネーター活動をৢして場づくりをしている 
・ਫ਼ୈ員会でのਫ਼ୈをもとに⼿ਬを成した岞 
・サ嵕ン講ౠ等を開ಈし、କ業したい⼈や活動したい⼈を発൘ 
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（㧠） 担いᚻ（ࡏランティア等）の⊒ជ・養成 （n=46） 
コࡔント 件ᢙ 

活動の中でৰしている 11

⾏政として⽀援している 㧥 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧣 

機関との連携 㧡 

峇の 11

૮答 㧟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（㧡） 担いᚻ（ࡏランティア等）の活動の႐の確保・調整（n=17） 
コࡔント 件ᢙ 

⾏政として⽀援している 㧢 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧡 

活動の中でৰしている 㧟 

峇の 㧞 

૮答 㧝 
    
 
 
 
 
 
（㧢） 活動主体㑆の組❱化・連៤強化 （n=10） 

コࡔント 件ᢙ 
⾏政として⽀援している 㧞 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧝 

峇の 㧢 

૮答 㧝 
 
 
 
 
 
 

(5)峇の 
・介護⽀援嵄ランティアのৰ・০ৰすることをਫ਼ୈ 
・ৰしよ岰としている岶上⼿く⾏っていない 

(6)峇の 
・社協の嵄ランティア協議会峙ある            ・上⼿く進峽でいない 
・あるとઓ岰岶把握していない               ・市岶ു成している嵄ランティア等への参加ਫ਼ୈ 
・地域福祉（活動）ੑのੁ定やコーディネーター研修の講師として指・ஃ 
・よいシステムにってきているので県内に崶ウ崷ウૡをして、ネットワークをଡണしたい 

(4)峇の 
・市町村社協でのു成⽀援岶中⼼である       ・社協ৰ定 
・活動ುਡと活動の場の提供・確保          ・⾏政からのൂ岶ある 
・介護⽀援嵄ランティア活動事業のৰ        ・ઉம峙⾏っていない 
・嵄ランティア講ౠの講師をすること岶ある        ・੪嵀嵓崹ーな峓からのງ介 
・専⾨職のಡ૩について議している          ・会員の൳ૐをおこなっている岶ૐまらない岞 
・地域福祉（活動）ੑのੁ定やコーディネーター研修の講師として指・ஃ 
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（㧣） 生活支援のニーズと地域資源のマッチング （n=21） 
コࡔント 件ᢙ 

⾃団体内でৰ 㧤 

⾏政と連携している 㧝 

⾏政として⽀援している 㧡 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧞 

峇の 㧠 

૮答 㧝 
 
 
 
 
 
 
 
（㧤） 民や活動主体の活動のニーズと地域資源のマッチング （n=22） 

コࡔント 件ᢙ 
⾃団体内でৰ 10

⾏政として⽀援している 㧡 

機関にてৰしている 㧝 

ਫ਼ୈ中、ৰ定 㧝 

峇の 㧡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7)峇の 
・ৢ所事業対者に定的にৰ 
・嵆ッ崩ン崘の⽀援を⾏っている事例である 
・情報交換・コーディネート 
・০の課題 

(�)峇の 
・嵄ランティア、市⺠活動センターのઈ 
・地域福祉（活動）ੑのੁ定や地域福祉コーディネーター研修講師として指・ஃ 
・ா的に⾏っていない 
・住⺠崐嵒ア峊け（峅まい೧）の調整もある 
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（㧥） 地域民に対する活動の᥉及⊒（n=30） 
コࡔント 件ᢙ 

༮ഝや広報等の活⽤ 㧥 

⾏政として⽀援している 㧤 

嵆スコ嵇等の活⽤ 㧠 

⾃団体内でৰ 㧞 

ઠコ嵇 㧝 

峇の 㧡 

૮答 㧝 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（㧝㧜）行政・関連ᯏ関との連៤・ᖱႎ共（施策立᩺にะけた提᩺等） （n=31） 

コࡔント 件ᢙ 
⾏政との連携岶ある 10

各ர員会へ参加している 㧥 

関係機関との連携・ુથ岶ある 㧞 

⾏政として⽀援している 㧞 

協議中、ৰ定 㧝 

峇の 㧠 

૮答 㧟 
  

(9)峇の 
・住⺠主体による活動の場の提供 
・ワークショップ 
・住⺠ౠ会や講な峓において指・ஃ 
・上⼿くཟ発できていない 
・住⺠までにཟ発するにいたっていない岶市の活⽀援ཟ発事業による੪ਞ教にサポーターとして組

織内嵄ランティアを参さ峅ている 

(10)峇の 
 市介護保険改定੧ੁ定員会部会শٴ・
・地域活動⽀援コーディネーターのᆝを受け活動している岞ۄۅۃや地域ುਡでのネットワークに
参加 
・地域福祉（活動）ੑのੁ定時に指・ஃ 
・০さらにா的に場をਝけていきたい 
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䋴 ３のᵴേ䉕ⴕ䈉㓙䈮䇮ᦨ䉅ᚻ䈒ផㅴ䈪䈐䈩䈇䉎䉅の
(n=292)

㜞㦂⠪の䊆䊷䉵ᛠី

ၞ⾗Ḯの⁁ᴫᛠី

ਇ⿷䈜䉎䉰䊷䊎䉴䊶ᡰេのഃ

ᜂ䈇ᚻ（䊗䊤䊮䊁䉞䉝╬）の⊒ជ䊶㙃成

ᜂ䈇ᚻ（䊗䊤䊮䊁䉞䉝╬）のᵴേの႐の⏕

䊶調ᢛ
ᵴേਥ㑆の⚵❱ൻ䊶ㅪ៤ᒝൻ

↢ᵴᡰេの䊆䊷䉵䈫ၞ⾗Ḯの䊙䉾䉼䊮

䉫
᳃䉇ᵴേਥのᵴേの䊆䊷䉵䈫ၞ⾗

Ḯの䊙䉾䉼䊮䉫
ၞ᳃䈮ኻ䈜䉎ᵴേの᥉⊒

ⴕ䊶㑐ㅪᯏ㑐䈫のㅪ៤䊶ᖱႎ（ᣉ╷

┙᩺䈮ะ䈔䈢ឭ᩺╬）
ή࿁╵

㧠 ᦨ߽ᚻく推進できている߽の 
生活支援のၮ⋚整備を推進する為に行っている活動でᚻく推進できている߽のとしては、 
❰活動主体㑆の組ޟ、ޠの⊒ជ・養成（ランティア等ࡏ）担いᚻޟ、ޠ高齢者のニーズ把握ޟ

化・連៤強化ޠがにがっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的にはએਅౝኈであった。 
ਈも上⼿く推進できているもの �（１）⾼齢者のニーズ把握 
ূ⽇本⼤൜಼ਰఋ、嵄ランティアに関する機ઈの⾼まり岶峩られること、ಌに峙಼・ೂ者をஅめ地域住⺠の⽣活を⽀
援する⽬的で配置している「⽣活⽀援ৼ員」と⺠⽣員や専⾨職崩ーム等関係者との協働・連携により地域住⺠
（特に⾼齢者）のニーズを把握するシステム岶ଡണされてきた岞 
ਠ在も進⾏中のため、成例と峙えない岶、多職ரのਘ会を定期的に開ಈしており、峇の中でৗたな連携岶⽣ま
れ、協議しているਖ題にৗたなサービスのலෳけづくりに発னしている岞 
つ峙地域住⺠を主体としたイ嵁ントの開ಈを⾏い地域単位の協議体のਝ置につな岼よ岰とするワー崕ン崘、 
も岰つ峙ੳੴඪ崓崽崏のਝ置を協議するワー崕ン崘、൨⽅ુに専⾨職、⾏政、ૹੵ会等岶参加して協議を進めてຘく
定をしている 
ケア嵆ネジ嵋ーとしての活動の中でશにニーズをୂいている岞 

地域包括⽀援センターによる⾼齢者ৰଙ把握と地域の住⺠༦会等 
⽣活⾏ನ上嵆ネジメント（⽇本業法協会成）を活⽤して、⽇常⽣活における具体的な課題等をྴলし、
本⼈・ੇ族ならびに⽀援者岶「いつ・峓こで・୦を⾏岰のか」明確にંす崬ー嵓岶あります岞ઞ⽤例として峙、୰やਝでの
ৰౚしかありま峅峽岶、⽣活⽀援を⾏岰にあたり全てをお⼿伝いするので峙なく、本⼈の⾃⽴⽀援を促す⽬的としているの
で応⽤できるものであると考えております岞 
2011 年県⺠⽣員ుญ員協議会岶主となり、各市町村⺠⽣員ుญ員協議会、県社会福祉協議
会、明治学⼤学の協⼒により、県内全市町村において⼈ථらし⾼齢者の⽣活と意に関する調ਪをৰ岞（ఏ本
調ਪ）峇の調ਪ結ટを関係機関へ提供するとともに峟れあい・いきいきサ嵕ンの担い⼿ു成研修や地域社協研修会等で
伝え⾃らの地域をっていく上での参考資મとしていた峊いている岞また、本年度峙峇の調ਪ結ટを౷まえਈ上町において
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ਈも上⼿く推進できているもの �（１）⾼齢者のニーズ把握 
訪ਖ調ਪをৰした岞 
（１）ਊ事業所ఢఈの⾼齢者にニーズ調ਪし、峇の結ટૐまる場所の提供として健೨嵆ージ嵋ン教をৰ（ਠ在ڮ
 （⽤岶利ر⽅ൠのڬ
（１）アンケート調ਪによりニーズや意調ਪをৰした岞地域の連ఝや所の⼿ஃけ等について把握できた岞⼿法
峙地ય住協（地ય社協）を活⽤して調ਪした岞 
⽇常⽣活圏域ニーズ調ਪをৰ岞ઽ૨ �4٫（૮ನにྴলした⾼齢者 2�700 ⼈を対にৰし、2�2�0 ⼈より
答થ）業者にて分ෲを⾏ない、圏域岾との特徴とニーズについて分ෲを⾏った岞分ෲ結ટから地域ニーズを把握
し、ੁにつな岼ること岶ま峊できていない岞 
⾼齢者のニーズの把握について峙、⽇常⽣活圏域ニーズ調ਪのৰや⾼齢者のੇ൦訪ਖをৢ峂てのৰଙ把握事業、
地域ケア会議をৢ峂て把握すること岶できている岞 
⽣活圏域ニーズ調ਪを活かし、⽣活⽀援サポーター岶必要なஉುをંすこと岶できた岞（થで受けたいサービスニーズ
の把握岶できた） 
⽀え合い嵆ップづくりをৢ峂ての地域に不ଌしている⽀援のลい上岼岞 
年、介護保険の事業所として、全利⽤者とੇ族へのアンケートをৰしている岞ਠ在のり事峊けでなく、లਟへの不
安やলのൌ、多様なサービスな峓をലきলすよ岰にしている岞重度者から地域包括⽀援センターでのଆஔ付者ま
で、重〜ೄ度の幅広い⽅からଢをຘいている岞 
（り組峩始めた峚かりで上⼿くいっている事例で峙ありま峅峽岶）ৼケースの内容を分ෲし、ৼの多かったੳੴඪや
岶峽の対応、連携について地域の専⾨機関、地域住⺠と研修な峓を⾏岰よ岰੫している岞 
本会岶⾏岰各ர事業（地域福祉ਥ利ཕ護事業・成年⾒事業・資স付事業・介護サービス事業等）において、⾼
齢者とઉம関峹り⽀援する中で、⾼齢者の⽣活⽀援ニーズ峙ૻຎ的把握しやすく、சやかに各ரサービスの情報提供や
ງ介等を⾏っている岞 
本会岶⾃治会単位の⾒ஹりネットワーク事業の推進をళびかけ、ڰ年⽬の০年度峙 200ط74 の⾃治会で⾒ஹり活動
岶ৰされている岞住⺠の⾒ஹり活動により、⾼齢者のશの課題岶⾒えてきている岞શ課題峙⽉１ங度⾏峹
れる⾒ஹり会議で報ઔされ、ੰৠにけたਵし合い岶⾏峹れる岞⾒ஹり会議に峙専⾨職（ケア嵆ネ・コ嵇嵍ニティワー崓ー・
地域包括⽀援センター職員等）岶คに参加し、情報のુથ৲岶られている岞 
平成 23 年度に地域包括⽀援センター職員、ケア嵆ネジ嵋ー等に対して⾏ったニーズ調ਪにより 
① 介護サービス岶始まると、০まで関峹っていたๆの⼈岶ਬいていくこと 
② 地域資源の嵆ップ峙あっても活⽤されていないこと 
③ ⽀援者岶社会資源の把握岶ે分にできていないこと 
④ ⽀援者岶イン崽崑ー嵆嵓な社会資源の開発の⽅法岶峹から峄、また、⺠⽣員岶ၴなのかも峹から峄っていること岶

明らかになった岞 
⼈からのৼにより、⾼齢者の⼈ථらしの⽅へのਵしৼ⼿をしたいとい岰ৼ岶多いことから、ൊല嵄ランティア講ౠを
やるよ岰になった岞ીവ、થಂと嵄ランティア崘嵓ープをつくり⾼齢者ਝへ嵄ランティア活動するよ岰になった岞 
ਯ年、嵄ランティア崘嵓ープ岶ڴ崘嵓ープ峥峓になり、崘嵓ープから要もあり連൪会を⽴ち上岼、ス崕嵓アップや情報交換
を⾏岰よ岰になった岞 
イン崽崑ー嵆嵓サービスについて峙、⺠⽣員ుญ員協議会や地ય社会福祉協議会との連携の中で把握を⾏い、୫౫
配達や配౦等の੫業情報について峙、受している地域包括⽀援センターの活動をৢして把握し、੫業情報等でਁ開
の意を੭た情報について峙本会の嵃ーム嵂ージ上でਁ開を⾏っている岞 
（１）居場所（コ嵇嵍ニィ崓崽崏）にやってਟる⼈رから地域のニーズ岶⾒えること岶多い岞 
間部に住峪⾼齢者਼ఝの⼈岶ಝくなり、ଋされた൲岶岰つ状ଙになりかけた岞ๆの協⼒者のৢ報で訪ਖ岞೫⽅の
ੇ族の協⼒もあり、介護ੳ定にもかからない⽅であったನ⽣き岶いサ嵕ンへ結びつけ、੪ਞをとりರした岞 
福ળ県の市町村にアンケートをৰしており、アンケートをっていく中で、ษઠとの連携やৼを岰けている 
৪ਉ市と協働で⾏っている⾃治会単位で⽣活⽀援サービスの担い⼿をলすることを⽬的とした地域おภの間ୗ事業
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ਈも上⼿く推進できているもの �（１）⾼齢者のニーズ把握 
を推進するためのஉುになるニーズ調ਪをすること岶できた岞 
要⽀援者に対して、全ਯ調ਪをৰしている岞 

ৢ所介護・訪ਖ介護のサービスを利⽤している要⽀援者に対して、全ਯ調ਪをৰしている岞 
担い⼿（嵄ランティア）等の発・ു成・৵学યの嵄ランティア崘嵓ープに働きかけ、⽣活⽀援サポーターു成講ౠ岶ڰ
（年、ڲシ嵒ーズ）ৰできた岞 
市の包括⽀援センター・শํいきいき課の協⼒で広報も広岶った岞 
５年から特શに地域ケア会議をち、（不ଌするサービス・地域資源）についてਵし合い、ു成講ౠにつな岶り、০
峙サポーターの活動岶ある岞 
地域福祉活動ੑのੁ定のプ嵕セスにおいて、ഖଛ調ਪ、住⺠ౠ会、ୂきり調ਪをৰしたことにより、ಹ的な
ニーズとશニーズを把握すること岶できた岞 
ઈしている居宅介護⽀援事業や৵ૠெ多機能型居宅介護事業等の利⽤者、ྼ峙⽇ႃからのਗ਼ਵやਟ所によるৼ
内容により地域住⺠のニーズ峙把握しやすい岞定期的に地域の⺠⽣員や住⺠とਵし合岰場をつくっている岞ਁ報にৼ
ษઠのோ在を੶し、༮ഝで住⺠に伝えている岞 
⾼齢者のニーズ把握（アンケート調ਪ）により、地域資源の状況把握・不ଌするサービス⽀援のল・担い⼿の発・
活動の場の確保・調整・組織৲・連携ਘ৲等、⽣活⽀援ニーズと活動のཟ発情報ુથ、関連機関との連携につな
岶る岞 
岟例岠安౯確ੳ⾒ஹり⽀援活動で峙、介護ଆౄৰいき岶いにつな岶っています岞 
訪ਖ会୫サービスのৰ：⾼齢者等ሒで൴⽴から調理・会୫、地域の੪ਞ⽼⼈等岶担いৼ൩ჰஃ岞 
プランターに୴野ཅをえよ岰：⾼等⽀援学ૅと地域のさ峽との協働 
市町、機関より情報をઽૐしている岶、特に県岶指定している県嵒崷ビ嵒テーション⽀援センターおよび広域⽀援センター
の活動、調ਪにより把握している 
法⼈તを੭し、介護保険の事業とથ嵄ランティアを時に⾏ってۄۅۃ年よりൃのஉで嵄ランティアをしな岶らڵ１
いる岞 
第ڲ期介護保険事業ੑび⾼齢者福祉ੑのੁ定にあたって、アンケート調ਪをৰし、⾼齢者のニーズ把握を⾏
っている岞ઉの地域包括⽀援センターをઈしており、要⽀援者のケアプラン峙全て峅峄に包括⽀援センターで
成しているため⾼齢者の⽣活状況とશのニーズを把握しやすい環境にある岞 
また、⽇常のৼ対応やのৼษઠとの情報ુથを定期的に⾏岰中でৰଙ把握を⾏っている岞⾏政内のの部౧
との連携岶とりやすい岞なお、介護ଆ事業を⾏岰中でシニアクラ崾や事業参加者をৢしてઉம意⾒をઽૐする機会岶多
い岞 
市全域で峙ない岶、市をいくつかの福祉圏域に峹けた中の、ਈも⾼齢ૌႧの進峽峊地યで、ま峄全਼ఝ対の⽣活ৰଙ
を調ਪアンケートを⾏ない、峇の結ટり峽峊ニーズでྜڬڳਰ上の⾼齢਼ఝ対に、⽣活に関するアンケート調ਪを
ୂきとりでおこなった岞 
（１）各⾏政યの役員会へলఆし、主຺説明、協⼒要டを⾏った 

（１）地域⽀援事業で介護ଆ事業をৰしており、市内１ڮگ１طڬڮ⾏政とで⾼齢者のニーズ把握な峓を⾏っ
ている岞 

 
ਈも上⼿く推進できているもの �（2）地域資源の状況把握 
地域包括⽀援センター主体で、圏域内対応૭能なイン崽崑ー嵆嵓情報をઽૐしၻ⼦にしている岞定期ಌৗ・修正し、市
内の全居宅事業所に配ഘ岞地域住⺠の多様なニーズにନ答できるよ岰になった岞 
本ଃ団峙県内の各地域における、地域における⽀え合い活動として、岥居場所づくり岦にり組峽でいる関係崘嵓ープ・団
体峙把握しており、県⺠に対するཟ発のための資મ等も成している岞 
しかしな岶ら、市町村మにおいて、地域のرのニーズに基づいた地域⽣活⽀援サービスの振興について峙、ଋ念な岶
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ਈも上⼿く推進できているもの �（2）地域資源の状況把握 
ら০の課題となっている岞 
⼤分県で峙地域ケア会議（൮県和市嵊デ嵓）を推進しており、رケースでのਫ਼ୈを重峗る中で、地域課題の൘
りৣ岼を⾏政とુで⾏なっている岞 
峥と峽峓ま峊できていない状況岞できたものとして、介護保険サービス居宅⽀援事業所部会にて⽣活⽀援（େい、
配୫に関するもの）に係る社会資源の整理を⾏った岞コンビニ、⼈ૹ、ネットスー崹ーな峓ਯ多く活⽤できるもの岶把
握できた岞 
社会福祉協議会岶⾏岰地域福祉活動の中で、地域をஅめ各関係機関との連携やニーズ把握岶できている岞地ય社会
福祉協議会を中学ૅયから৵学ૅયに⾏し、地ય担ਊ者を置き、ମな৵学ૅય岾との地ય社会福祉協議会の
活動を⽀援することで、地域資源の状況もઽૐすること岶できている岞 
ਠ在進⾏中岞嵄ランティア（岾所福祉活動事業）と地域包括⽀援センター、⾏政等とのワークショップを開ಈ岞たくさ峽
の意⾒岶লました岞ਟౝ、市⺠の⽅、包括、⾏政等とのワークショップ開ಈ定岞地域のコ嵇嵍ニティ、社協、包括とુ
で、地域岶社会資源について会議を開ಈ定（ૅય単位）（ਯ嵞⽉中に） 
ᅗ市において峙、地域社協単位で、ௗಛ県の「県⺠交広場事業」を活⽤し、活動ುਡの整備を峙峂め、住⺠参加
型の峟れあいཹภや਼৻交な峓のり組峩岶進められ、峇れらの活動にஎ峙地域活動⽀援コーディネーターとい岰役⽬
で活動をサポートに関峹っている岞また、この交広場のઈについての情報交換の機会もて、ஃ成期間岶ી峹
り、⾃主ઈしていくための崶ウ崷ウもુથするலෳけ岶লਟてきている岞ここから⽣活⽀援へのり組峩へステップアップし
てくこと岶期待できる岞 
住⺠⽀え合い嵆ップをઞい、地域中での要援護者を地域で⽀えていくための住⺠のり組峩⽀援を進めている岞サービスを
利⽤していないため専⾨職との関峹り岶なく、待ちの姿િで峙ৼにਟない༧⽴し岶ちな要援護者を地域の中のਞになる
⼈として発⾒し、住⺠で⽀え合岰体制をるり組峩を進めている岞ઃのステップとして、શの課題を地域課題としてኇ
え活動に結び付けて⾏く岞 
⾼齢者べ峽りの成（地域資源のൕൗ）ڵ⽉発⾏岞※⾼齢者サ嵕ン、⽣き岶いづくり崘嵓ープの活動内容、開ಈ⽇
連൪先をൕൗ岞 
ワークショップを⾏って地域包括ケアに必要な社会資源を嵆ップにした岞（⾏政との連携）５ڮڽ年گ⽉ਠ在 
連൪の਼ਵ⼈会岶ڮ嵞⽉にあり、峇の場での意⾒交換するに峇れ峈れ岶つ地域ニーズや社会資源、また活⽤例な
峓をਵし合っている岞峇のことで、把握岶できたりの団体との交岶⽣まれたりする 
地ય住協岾とにネットワーク会議を年گ〜ڮৰしており、峇の中で要配慮者の情報や資源等の情報ુથをってい
る岞 
శ利組織（地組織・嵄ランティア崘嵓ープ・ۄۅۃ・協組合等）の社会資源の訪ਖലきり調ਪを⾏政機関に
先ฌけ、各ય社協とともにৰ岞ય社協職員に峙০のコーディネート業ਜも想定して、各組織とのよりਘಕな関係づくり
を⽬指した岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
ੀૐ৲している地域の⾼齢者の⽣活⽀援ニーズの把握や、不ଌしている⽣活⽀援サービスを把握するため、ਊ社
協で峙峇の地域へ役職員岶লかけ、ਁ⺠ை等で住⺠や⾼齢者との「地域づくり༦ਵ会」を開ಈし、意⾒や要をୂく機
会をった岞 
峇の結ટ、この地域の⾃動ઈૡඊಅをたない⾼齢者のେい時の⽀援ニーズ岶あること岶ਖ਼明岞ৰに、年ଜ間
であったため「ୃଜのେい⽀援崸ス」として੫し、ڴ岶参加され⼤ಜ峚れた岞このサービスৰのためのニーズ把握
からサービス提供まで岶成事例でもある岞 
ৗ地域対ੁ事業に関して、⾏政・包括・ۄۅۃ・地団体と崽崑ーラムと協議会をり活動、⼤学と連携して介護ଆ
教とサ嵕ンを開ಈ、在宅ୢを推進するために地域けの研修会の開ಈ 
定期的にサ嵕ン、崓崽崏の開ಈۋڀ۞の成、動サービス、等の⽀援・ੳੴඪの⼈を地域で⽀えるためのネットワー
クのଡണ中 
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ਈも上⼿く推進できているもの �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
住⺠によるથのஃけあい「ま岾こ峷嵀嵓プ」（平成１ڮ年〜） 
職者੬性による୫の配୫サービス、安౯確ੳ「ま岾こ峷୫）（平成ڳ年〜） 
૩のથ૮にかか峹ら峄、ుから⾼齢者まで参加できる居場所（平成گ年〜） 
「地域のภの間」サービスの利⽤者で峙なくn場の利⽤者として受ମのோ在なし（平成ڵ年〜） 
૬ੇを活⽤した居場所、不なੇを活⽤し介護ૼ講ಆ「岰ちのৰੇ」（平成１５年〜） 
⼿の平のฤを⾒峅あって連携「岾ち峭ま峆ネットワーク」（平成１گ年〜） 
多職ர連携⽇中働いている⼈の「ఽのภの間ネットワーク」（平成１ڵ年〜） 
⾼齢者、૩者、⼦て中の⽅の⽣活にఞりปって活動をன開すると、⽣活者の様رなり岶⾒えてくるので、峇のり
を会員全体でസしていく先に峙、の利⽤者のニーズに重なり、このニーズ岶ৗしいサービスとして利⽤者すべての会員に
ඍき、あたりのサービスとして定ାされていく様にしている岞 
平成گڮ年度から地域⽀え合いのல組峩づくり「くき੪ਞサービス」をল岞ૹੵ会、崓ード事業協組合と連携して、
活動ポイントをૹ品ଊと交換し、ૹඌの活性৲をる岞また⽀え合いのシステムの必要性を、住⺠岶ૐめる機会にਵを
して伝えた岞地域を⾒ஹり、発⾒とつな岺システム「福祉員」のᆝと地域岾との地域アセスメントをৰ 
地域住⺠による⽀え合い活動（地域定）活動内容峙、ൃり、ਗ਼ૉの交換、େいの付きい等の制度ਗサービ
スコーディネートな峓全て地域住⺠岶担っている岞 
地域住⺠のつな岶りづくりを⽬指し、居場所・ৼ・⾒ஹり事業をઊちলし、地組織である学ય社協組織にય社
協とともに提岞多くのৰ૨となる岞 
৵学ૅયにおいて、地組織、⾏政、社協、⼤学等の連携により、地域ৢోの考え⽅もোしな岶ら、地域の⾼齢者
等の⽇常⽣活のり岾とを、峂地域の住⺠岶サポートする⽀え合い活動のல組峩をつくりました岞 
様の連携に嵄ランティア岶加峹り、ൻ地ఝでの⽀援のல組峩をつくりました岞※た峊し、上੶ڮつ峙部地域にと
峓まっており、০のఁౄ岶課題です岞 
ূ⽇本⼤൜಼の಼者⽀援で、サポートセンターのਝ置と峇こで働く「⽀援員」「⽣活⽀援ৼ員」の役割岞ಹの⽅ر
のః⽤岶主峊岶、研修の体௺৲をり、「ఞりい型⾒ஹり」機能でアセスメント⼒を発มし、制度・サービスへ「つない峊
り」、地域での⽀援をৰᄷ（ෘਝ住宅等の⽀援として）岞 
たすけあい活動を始めとして、ାಔい介護థの開発と崽崉ッションショーのৰ、ଛサービス（介護タクシー、福祉થ
ઈଛ）のল岞বଅ交ৢ省ੳ定講ಆ機関のਝ置岞しま峗ଛサービス⽀援センターのਝ⽴な峓「地域のった」を⾏政
や⼈にる峊けでなく、૭能なり⾃分たちの⼿で開発してきたこと岞 
⾒ஹり活動・５ྜڳの峜とりථらしで介護保険を利⽤していない⼈に対し⺠⽣員の協⼒でアンケート・ਠ在の社会資
源につな岺地域とつな岺（⺠⽣員にఃஈすると「安⼼崕ット」を配ഘ）・地域とのつな岶り岶ౙ⼿な⼈に安⼼協⼒員によ
る定期訪ਖと安⼼コー嵓（ਗ਼ਵ）のৰ・୦もつな岶らない⼈峙ৗୂ配達、ਗ਼ਞガス道等の訪ਖ事業５５گ事業
岶⾒ஹる岞・ಌに定期的なサービス⽀援に対して峙「⽣活⽀援サービス」をৰ（ਈ峙峜きこもりの者にも協⼒しても
らっている） 
・介護保険制度、峇のਁ的制度で峙ଓえない⼈岞あるい峙要介護ੳ定等を受けている岶、制度上ଓえない内容等に
対し、地域住⺠岶⾃分の特ૼ等を活かし、り岾とを್えている対者を⽀援するல組峩を全県でன開している岞県内
市町中ਠ在１５市町までఁ⼤岞各市町にఎูをつけ○○ネット（例：やまびこネット）のูで活動ৰ岞散నگڮ
の付きい、บ間等の、ਵしৼ⼿、୫事り、େい⽀援な峓、利⽤者のニーズに合峹峅、の利⽤者担
（ਯ௲）でৰ岞県社協岶ఠ୍をり、各市町社協でৰ岞情報ુથのನの崹ン崽づくり、また市町単位での協⼒
員研修（ੂભ、ಲਢ）、県域研修、൳ૐ活動、県域での市町社協担ਊ者研修な峓を定期的にৰしている岞 
શのニーズ（ஆ居਼ఝ：༧ஆଈ）から地域ニーズ（つな岶りのൌු৲）とኇえ、地域住⺠や福祉関係者の峩なら峄
ഖ、ৗୂ配達員な峓、੫業の協⼒による地域の⾒ஹり体制をଡണし、地域福祉活動を推進しています岞これまでৼ
件ਯ岶ڰ件あった岶、峥と峽峓岶「ৗୂ岶ਯ⽇たまっている」とい岰内容に関係者で対応をり⼤事にඹらなかった岞০も
の⽣活の中で、しでも峇こにථらす住⺠や関係者岶、൩い様のಖ神でਞೄにଢෳけられるよ岰なৼษઠをر⽇
⽬指していく岞またタクシー・宅配業者等へも事業協⼒へのൂをళびかけて、⾒ஹり⽀援体制を地域岺る峩でఁౄしてい
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ਈも上⼿く推進できているもの �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
きたい岞 
県内各地で⾏っている岞地域ケア会議のに、ਠ在不ଌしているサービスのਫ਼ୈや、০必要となってくるサービスのྴল
を⾏っている岞地域包括⽀援センター等の職員岶ઉம、住⺠とமするにニーズをୂくことにも意をけ、り組峽でい
る岞（県内の部の地ય） 
・住⺠主体によるサ嵕ンやภਵ会⽴ち上岼・ଆ಼をજりઠにした住⺠主体による安౯確ੳシ嵇嵍嵔ーション 
地域包括⽀援センターでશ課題から地域課題を把握し、⾏政への提を⾏った岞（㡢⾼齢者のด体制、ੳੴ
ඪ⾼齢者のఃஈ）包括⽀援センターの⽴場で峙提を⾏った岞⾏政として提したことについてのり組峩峙ਠ在定 
年ஙから、社会福祉協議会をඕき峽で、ુಈで「サ嵕ン講ౠ」を開ಈしている岞କ業を考えている⼈（事業者・崘ڲ
嵓ープ・⼈等）とサ嵕ンで活動したい⼈に、サ嵕ンの嵇ッション・崶ウ崷ウ・活動者の崘嵓ープづくり等を指⽀援し、講ౠી
വもサポートしている 
・平成گڮ年度に⾏政からଓஃを受け、地域づくりの研修会を開ಈした岞結ટ、地域の介護タクシー、サ嵕ン活動岶⽴ち
上り活動している岞研修会で、町内会、地域包括⽀援センターと連携して⾏っていた岞ਠ在も協⼒体制岶ある岞 
ਊۄۅۃ法⼈でڲ１ڽ年にை市ૈඖ町でયশ、⺠⽣員等であったらଐいサービス、活動等についてਫ਼ୈした岞峇の
結ટ「岥居場所岦岶あったらଐい」岶の峇の地域のニーズであった岞ਊ法⼈を中⼼に⾏政、のۄۅۃ等と住⺠のਫ਼ୈ
を重峗、５ڮ年１⽉に地域の居場所を開ਝした岞 
ય社協と地域包括⽀援センターと岶連携しな岶ら、地域団体や関係機関と協働して、地域市⺠によるサ嵕ン活動の⽴ち
上岼を１ڬ年に峹たってり組峽でいる岞 
担ਊૅય内にある⾼齢৲૨岶⾼い県団地のくにあったスー崹ー岶平成５ڮ年ڵ⽉にਓし、న⾏能⼒岶ৣした
⾼齢者岶େいにる状況となり、⾃治会শや⺠⽣員からେいൠ者に対する対応ৼ岶あった岞⾏政職員よりڿ
⾏ി本市岶⾏っている動ਲ਼についての情報提供岶ありૅયの役員とુに団地での動ਲ਼োについて働きかけをڶ
い、ౝ１の定期につな岶った岞ਠ在峙、ఢఈ⼤型嵆ンションやڶڿി本市ল⽀をஅめたگか所で動ਲ਼
を⾏っており、所に住峽でいる⾼齢者ਰਗにも⼦て਼৻や૩をった⽅な峓多ਯの⽅岶利⽤されている岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
地域住⺠による地域健೨教の⽴ち上岼⽀援岞 
嵞所においڰگ、年より、各地યに、住⺠の健೨づくりや、交の場となるನに、教の⽴ち上岼⽀援を⾏い、ਠ在ڵڽ
てお਼ਵ係を中⼼に教を開ಈしている岞⾏政として峙、年ڰ〜گ⽀援を⾏っている岞地域の状況に応峂て、ਯ、内
容等各教でੵしている岞 
介護保険サービスで峩れない⽀援（崜嵇লし等）をしてくれる嵄ランティアു成・ఃஈ 
・岶い者⽀援機関と連携を⾏い、൹⽤、嵄ランティアをল・活動地域で地域会議をৰしている 
担い⼿の発൘、ു成のために「峟れあい、⽀えあいのまちづくり推進事業」として、市との嵄ランティアു成のためのુ働
事業岶スタートしたとこ峷です岞「ۄۅۃ福祉峗っとଗ協議会」をਝ⽴（１ڬ団体）し活動を始めました岞利⽤者のニー
ズ調ਪや、地域連携、資ਉ調ਪや嵄ランティア発൘のための研修会、ৗ介護保険制度の学ಆ会を考えています岞 
ു成講ౠの੫・ৰについて、社会福祉協議会やশํ介護課な峓機関とે分な連携岶とれている岞 
 担い⼿の発൘にఞଖ、ۇۅਝ⽴にし「⽣ၺ⼤学ૅ」へのۄۅۃ
⾏政岶地域の嵄ランティア嵒ー崨ーをു成していくとい岰ことで包括に岞峇の講ౠ崓嵒崕嵍ラムを提੧さ峅てもらい、受講者
岶研修ીവにサ嵕ン⽴ち上岼や嵄ランティア活動を⾃主的に⾏岰ことになった岞 
平成１ڴ年度より、町ஆ⾃に介護ଆサポーターをു成している岞年間ڴ講ౠを所定のਯ受講できた⼈を町শ
から町のサポーターとしてᆝ状をநしている岞ڲڮ年度ਠ在৺ڬڬگあまりの⽅岶ു成されている岞１ڴ年度の修വ
時にൌ者を൳り、サポーター活動につな岼るためにઈ員会を⽴ち上岼た岞峇の中から、いっ峡く広場（居場所）やお
ਵ嵄ランティア（ൊല）、ૡଆྉ、資源嵆ップྉな峓岶⽣峩লされた岞 
常に包括峙హ⼦役に徹し、サポーターたち岶あれ峚いいとઓっていたり、⾏いたいとઓっているよ岰なことを具ਠ৲するよ岰な
で推進してきたこと岶サポーターたちの主体性をて⾃分たちの活動であるとい岰意をった活動につな岶っているとઓ
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ਈも上⼿く推進できているもの �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
岰岞峇の中でこのよ岰な活動事ଙ岶⾃分たちの੪ਞにつな岶る活動であるとい岰ਞづき、൩ஃ・ુஃのৰᄷでのಜびな峓を
ৰ体ୡすること岶ৼଭટを⽣峩লしていくことにも、住⺠とともに⾏政ડである包括もਞづけた岞平成ڰڮ年度から峙介
護⽀援嵄ランティア制度をোし、嵄ランティアを⾏岰⼈の೧を５ୃڲਰ上の੪ਞな⾼齢者として広岼、町内ਝにも
嵄ランティア活動の受ো機関となってもらった岞また、サポーター活動⾃体もポイントになるとい岰ல組峩とした岞০年度৺ڮ
 あまりの⽅岶ఃஈしている岞ڬڬ
০、総合事業にも役⽴てたいと考えている岞さらに地域のネットワークをきめかく多くの⼈ر岶活動に参加でき、また、
⼈峦っちや൷峂こもりをなくすために「⾼齢者まちか峓峥っとຈ事業」を開始している岞対者峙಼૩要⽀援ఃஈ者
を峙峂め、地域の⺠⽣員、社協、包括等からの情報で⾒ஹり岶必要とઓ峹れる⼈となっている岞ਠ在、協⼒員を൳ૐし
ている岞ৰ的に峙サポーター、介護⽀援嵄ランティア、各ர団体のൌ者等岶協⼒員になる想定である岞⾃発的なൌ
や意を⼤જにし、受動的な姿િの嵄ランティア活動にならないよ岰に配慮していく定である岞০年度、本事業に対する
協⼒機関も൳ૐの定であり、また町の社会福祉協議会岶地ય担ਊ制をোする定なので、全町的に৵地域岾との
⺠⽣員、協⼒員、担ਊ者とい岰岶ଡണされていくのもਠৰをఝびてきている岞ਰ上の活動をৢしてଐかったこと峙、
住⺠意をてることにり組峽峊こと、った住⺠の意をにできたこと、意をった住⺠岶町内各所にいるよ岰にな
ったこと、能動的な活動にするために包括峙あくまでもహ⼦に徹したことな峓岶あ岼られる岞⾃治会単位の৵さな地域の中で
サポーターたち岶றとなり、৵地域ならで峙の⽀え合いの動き岶⾃ேに主体的に⽣まれていることも⾏政ડにとってశ常に
ཫ峩になっている岞 
ଯ賀中部広域連合で峙平成ڰڮ年１１⽉より介護⽀援嵄ランティア岶、めఃஈされた介護サービス事業所でサポーテ
ィア活動を⾏った場合、峇の活動ৰౚに応峂て換স૭能な活動௬ポイントを付ଖする「サポーティア事業（介護⽀援嵄
ランティア活動事業）」をৰしております岞サポーティア⾃ମの社会参加活動をৢした介護ଆを⽬的としております岶、
০峙地域⽀援の担い⼿として⽣活⽀援活動等に関してもਫ਼ୈを⾏っていきたいと考えています岞 
多༂ニ嵍ータウン特થのਖ題であるమಊఋサポートにඳਡをਊて、多༂市としての⽀援体制をਫ਼ୈすることを⽬的とし
て、ڴڬڬڮ年とڵڬڬڮ年に多༂市からのを受け、「⽣活⽀援サポーターു成研修をৰ岞多༂市広報ൕൗな
峓の広報により、ਯેのサポーター岶ไ⽣ 
社会福祉協議会の中に嵄ランティアセンターをਝ置しており、年様رな嵄ランティアു成講ౠを開ಈしている岞ਠ在のః
ஈ峙ڬڬڬڰを௭えており、嵄ランティア活動へのஃ成স交付、嵒ー崨ーു成、嵆ッ崩ン崘な峓を⾏っている岞特に、ਊ
会で峙ケア嵆ネジ嵋ー岶要介護・要⽀援者の⽣き岶いづくりのために、ちょっとしたൌをቸえるための「ൌቸえ活動」を
⾏っており、峇のための嵄ランティア成を嵄ランティアセンターと協⼒して⾏っている岞 
⽣活⽀援とい岰ଳਡからすると、地域福祉の理ੰ峙ಳか峅ないと考える岞本県で峙、平成１ڵ年度から地域福祉コーディ
ネーターをു成している岞（ۄۅۃ、ਝ、⾏政、社協等）関係機関岶رにで峙ある岶、地域をଳ野にোれた活動の
あり⽅について考え峙峂めており、০の活動に期待できるものである岞 
嵄ランティアセンターび಼૩嵄ランティアセンターを常ਝ৲することにより、嵄ランティアのコーディネート岶しやすくなり、ു成に
もつな岶っている 
০の⽣活⽀援に特৲したもので峙ない岶、「健೨りサポータു成講ౠ」を圏域岾とにৰし、峇の峙ڷۄ会として各
ரのサービス・制度説明・社会資源ງ介やス崕嵓アップをっていた峊くための⼿法ງ介な峓をৰ 
৵学ૅયを基本単位とした住⺠ۄۋの組織৲の中で、⾼齢者の⾒ஹり・ஃけ合い・ਵし合いگつのல組峩により⽣活
⽀援活動を⾏っている岞峇の活動を担岰ため、５਼ڬڬ１〜ڬఝに１のۄۋ活動者を地域の推໗等により৭লさ峅、
ಌに活動者のための研修体௺（ৗભ〜ਠભ〜嵒ー崨ー等）を確⽴し、住⺠活動を⽀援している岞 
 団体として、全ব各地の団体岶⾏っている岞ۄۅۃ
ਰより嵄ランティアു成講ౠをৰし、住⺠ઈのৢいの場の担い⼿となる嵄ランティアの成等をৰしている岶、০
峙、より多くの⽣活⽀援のニーズに応えられる嵄ランティアのു成岶められる岞 
・峟れあい、いきいきサ嵕ン活動岞住⺠主体による介護ଆ活動び⾒ஹり・峟れあい、コ嵇嵍ニティ・ケアネット１ڮ岞地域
住⺠岶主体となりৰする⽣活⽀援（ଢ岶け、崜嵇লしの協⼒、、ਵしৼ⼿等） 
県とともに担い⼿のു成をしている岞 
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ਈも上⼿く推進できているもの �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
地域で活ඩする⼈౫の成を⽬的として平成ڰڮ年度から広ਣ県⾼齢者健೨福祉⼤学ૅ（プラ崩崲⼤学）を開
ૅしてきた岶、平成ڲڮ年度から峙市町と連携してৰすることとし、地域課題のੰৠに資する崓嵒崕嵍ラムを市町岾とに
ౣ成してৰしている岞 
峇のつである府中市で峙、テー嵆を「プラ崩崲਼৻※のための嵁ン崩嵋ービジネスକ業」とし、⾼齢者のକ業に役⽴つ講義
等を⾏っている岞市で峙、⾼齢者の「⽣き岶い労」につな岶る事業を始める事業者にଓஃসを交付する事業を平成ڮ
年度から始めることもあり、プラ崩崲⼤学の受講⽣岶、修വ、⽣活⽀援サービスを⾏岰事業体を⽴ち上岼ることも期待ڲ
できる岞 
※広ਣ県で峙峗５５ୃਰ上の⽅をいつまでもプラ崩崲のよ岰にきਢけていた峊きたいとのൢいをめて、プラ崩崲਼
৻とళูしている岞 
シニアൊല嵄ランティア成⽀援事業岞ു成講ౠ、事例ਫ਼ୈ会、情報提供、調ਪをৰ、県⺠の要に合った嵄ランテ
ィア活動として、平成１ڳ年度より⾒ઉしをりନしな岶ら、ਠ在までಲਢしている岞 
全ব各地の会員団体の多く岶ৰしている 
岟੪ਞな⾼齢者岶༘ൠな⾼齢者を⽀援岠峟ま峗っとઈ動とい岰プ嵕崘ラムをઞって、地域住⺠（しかも、峥と峽峓岶⾼齢
者）主体の健೨教を৺ڰ年に峹たってಲਢしている岞１⼈ථらしの⾼齢者な峓൷峂こもり岶ちの⽅、ೄ度ੳੴඪのൔさ
峽と介護している主⼈の岾എの参加の例もある岞 
ଗ県で峙、൜಼の発಼ਊੂから಼者⽀援員の௺ଁ的な研修を⾏っている岞受講者峙多ਯに峽でいる岶、ਠ在
಼者⽀援を⾏なっている者峙、ାৰに⽀援員としての役割をટた峅るよ岰に成শしている岞⽀援員等の地域の⼈౫を担い
⼿（嵄ランティア等）としての発・ു成講ౠ・研修等にこの৽ୡを⽣かすこと岶重要と考える岞 
介護保険ਗサービスを中⼼に⾏岰岞訪ਖサービスをり訪ਖするサポーターけの研修を⾏った岞１の研修でڰの講
議嵇ーティン崘を⾏い、訪ਖ嵆崲ー、介護保険、⾼齢者の⼼ମについて等を学峽峊岞 
・福祉員等の配置：県内৺ڬڬڮڰ（１ڳ市町の岰ち１ڰ市町）町内会単位（５਼ڬఝங度）に１の割
合で福祉員を配置し、ମな地域での⾒ஹり体制を基ೕ（⼈）づくりをすすめている岞部ૐで峙、町内会শと⺠
⽣員、福祉員を主要ଡ成員とする৵地域ネットワークの組織৲岶進峽でいる地域もある岞・地域福祉援ஃを担岰崥
ーシ嵋嵓ワー崓ーのു成岞地域援ஃを担岰ワー崓ー（社協職員）のス崕嵓アップをる体௺的な研修課ஙを平成ڬڮ年
度からਝし、భべڬڬڮい修വ者をলしている岞 
ౄ分と峙えない岶、嵄ランティア研修、地域へのཟ発活動等により、あるங度の担い⼿の発につな岶っている岞 
ਗল⽀援にൣ岰動サービス団体のলや県域ネットワークの成と嵄ランティアの研修を⾏っている岞 
・⽣活⽀援・介護⽀援サポーターു成講ౠのৰ岞５ڮڽ年１１⽉ڳ〜⽇گ開ಈ１ڵ岞ڲڮڽ年ڵ〜⽉ڴ
定１ڵ岞 
⾏政、地域包括からൂされ、嵄ランティアു成、介護ଆ嵒ー崨ーു成研修をৰし、峇の中から⾃主活動崘嵓ープへと
つな岶ったケース岶ある岞 
ੳੴඪサポーター講ౠをຜજりにステップアップ講ౠをਝけ、担い⼿ു成岶すす峩ৰᄷ活動をன開中岞（シ嵓崸ーサポー
ター、崜ー嵓ドサポーター、シ嵓崸ーサポートな峓） 
市町と協⼒して介崜ଆサポーターをു成し、地域の活動につな岼ている岞特にു೯市で峙シ嵓崸ー⼈౫センターにコーデ
ィネーターを置いて、⼈౫センターで介崜ଆの⼈౫を成して、地域のめに応峂て、定期的（ౝ１）の教を開
ಈしている岞 
⾏政、社協等との協働で開ಈし、事業者とのつな岶りもলਟた岞 
ൊല嵄ランティアをു成、ਊセンターでఃஈし組織৲岞ਊセンターで、関間からの情報やਊセンターでニーズを発൘し、嵆
ッ崩ン崘し、コーディネートしୣാしている岞 
1.専⾨ੇୣാ事業のৰ岞これから居場所づくり等ஃけ合い活動にり組峩たい⽅を対に、内容に応峂た専⾨ੇを
ୣാする岞2.嵆ッ崩ン崘⽀援事業岞これから居場所づくりにり組峩たい⽅を対に、事業ੑへのஃや様رな情報提
供のਗ、৭定された事業ੑについて峙、プ嵔崤ンテーションの場એでの協⼒者の൳ૐ、嵆ッ崩ン崘等を⾏岰岞 
平成گڮ・ڮڮ年度に⾏政や社会福祉協議会事業として、サ嵕ンサポーターや地域嵒ー崨ーു成事業をৰ岞このു成
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ਈも上⼿く推進できているもの �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
講ౠを受講した者岶、「地域のために役⽴ちたい」「లਟの⾃分のために必要」と、平成گڮ年ڲ⽉にৢい・サ嵕ンである
岥ఛのੇ岦を⽴ち上岼⾃主活動としてઈ岞ဉرに市内に活動を広岼、平成５ڮ年度ଜで、⽣活圏域１か所峄つの
崓所と、৵ૠெでこ峂峽まりとした場にいている⽅のための１か所の合ੑ５崓所で活動している岞社協として峙ৼ役ڰ
と⽅⽀援をಲਢ中岞 
（おたすけサービス）⽇常⽣活に⽀岶ある਼ఝに対し、⽣活⽀援サポーターをୣാして、ੇ事等の⽀援を⾏岰ことによ
り、利⽤者の⾃⽴と⽣活の質の上をることを⽬的にৰ岞 
全ব各地の会員団体の多く岶ৰしている 
を（・１・嵃ス崼スケアڮ・گ・崽崑嵕ーアップڀ）５年より「地域福祉推進員ു成講ౠ」を開発、開講岞研修گ
ਠ在も৽ਢしており、ڬڬڲگを௭える⼈౫をു成岞また、峇の⼈たち岶全ব様رなとこ峷で担い⼿団体として活ඩし
ている岞ۄۅۃশํ社会⽀援協会ڀ（全ব組織発ଌ）ڀ⽇本ケアシステム協会岶組織された岞෩છ嵇ネ嵓嵜崉છඬの
岩ৗま岾こ峷サービスඍけます岪にて本制度改正について、これまでன開してきた事業峇のまま岶とりあ岼られたと௬する者も
なくない岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（5）担い⼿（嵄ランティア等）の活動の場の確保・調整 
⽣活⽀援を⾏岰ための基ೕ整備を進めるために峙、⾏政ੑに明確に位置づけるとともに関係機関の連携と、推進主体
を明確৲し、峇れ峈れの機関の役割分担をるとともに、地域福祉の担い⼿でもある「地域住⺠」の主体的な参加と協⼒
体制をਘ৲すること岞 
本市において峙、市のੑと、峇れを具理৲するための⺠間の活動ੑ岶連動し、地域住⺠、⺠間福祉団体、社協、
⾏政の役割分担を明確にするとともに、市内（ڲڰ）৵学ૅય圏域岾とに、「৵域福祉ネットワーク」を置し、住⺠主
体による「⽀え合い・ஃけ合い」活動を推進しています岞 
平成گڮ年度からり組峽でいる介護ଆ事業に関係し、市⺠サポーターを⼤学と⾏政で成し、৺１ڬڬの市⺠
サポーターの成を⾏っている岞こ岰して成したサポーター岶ۄۅۃをり、ஆ⾃に体ඝ教の開ಈを⾏岰とともに、市⺠
の体⼒定な峓、⾏政の事業をৢ峂市⺠の介護ଆの場な峓を提供している岞 
配୫サービス事業における調理嵄ランティアの活動岞（⾃団体の事業のつ）৺１５の嵄ランティア（થ嵄ランティ
ア）岶活ඩ中岞⽉〜ଅの、୫を調理岞市によるஔ୫サービス事業と合峹峅、⽇৺ڬڵ〜ڬڴ୫を配達岞
主എの調理による「ੇ൦の」岶௬岞 
住⺠による地ય社会福祉協議会の組織৲を進め、市内１ڰڬの各地યにおいて、峇れ峈れ住⺠嵄ランティア等により⾼
齢者の⾒ஹり・ଢෳけ・安౯確ੳ、峟れあいサ嵕ン開ಈな峓の活動岶進められている岞 
地域を活性৲するৗたな福祉活動のলや⾒ஹり活動、地域⽀えあい活動（おஃけ等の⽣活を⽀援する活動）等
を住⺠主体でன開する事業をৰしている岞また、地域のମなುਡに、住⺠による総合ৼษઠ（岾所嵄ランティ
アコーディネーター）をਝ置しつつ、峇れを⽀える関係機関・団体等のネットワーク成にり組峽でいることも特徴である岞
平成ڬڮ年度より嵄ランティア活動をৢした⽣き岶いりと介護ଆを⽬的に介護⽀援嵄ランティア事業をৰ岞ਝで
の嵄ランティアについての峩ৰし、定ାしてきたため、০峙在宅での嵄ランティア活動をりোれていきたい岞 
ਊ団体峙、各ುਡにコーディネーターを置いており、利⽤者のニーズに対して峙、的確に嵆ッ崩ン崘できるシステム岶ある岞 
平成ڬڮ年ڳ⽉にైච市からを受け意的にஃけ合い事業をল岞厚શય全地યと⽥યの１部、１５ਐ⼈
の地域でன開、事業峙ڮ年ڴケ⽉でીവ峇の峙ۄۅۃ法⼈からஆ⽴岞厚શય、⽥યと峇れ峈れ岶⾃⽴した
団体としてਠ在にඹっている岞厚શયで峙、会員制のৼ൩⽀援団体ڬڬڰ岞全ての介護事業所、岶いు、者事業
所、ୢ機関、社会福祉協議会、⾏政、地域のใோ組織（町内会、⺠⽣員）、地域住⺠等から利⽤ൂ岶あ
る岞ൂ内容によって峙、イン崽崑ー嵆嵓団体、地域包括、ય社協、岶いৼษઠ等のネットワークで⽉１の情報ુ
થ会議に提କし、協働してੰৠしている岶、しい時峙⾏政に提੧していくをっている岞 
ਊセンターへのৼやニーズの岰ちで特に要டの⾼いの峙、嵄ランティア活動に要する資সへのஃ成制度（センター峙指
・⽀援、受付・ଟਪ機関）であり、この制度を広くఢੴし、活動を൭တ・ාすることにより、県内各地における、⾼齢
者団体による地域の⾼齢者への⽀え合いな峓の嵄ランティア活動岶ৰされている岞 
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ਈも上⼿く推進できているもの �（5）担い⼿（嵄ランティア等）の活動の場の確保・調整 
サービス提供団体のメン崸ー岶ਁਝ⺠の中間⽀援センターの৻をしており、ു成講ౠや研修を⾏っている岞またఃஈ
団体の中で地域⾃治会やۄۅۃ等と連携して、⾏事やཟ発活動を⾏っている岞センターよりの嵄ランティア受けোれ
や、団体の受けোれ、協働事業、研会活動な峓、多様な活動を⾏っている岞 
住峩なれた所、住峩なれたੇでつつ岶なくあ峽し峽してථらしਢけたいとい岰者のৰਠにけて、学ಆ活動を定期的に開ಈ
し、⾃ら⽣き岶いのてる活動をりつづけている岞થ在宅サービスもさることな岶ら、あ峽し峽広場（嵇ニディ）づくりഒ
（ઉਲ਼所）、ཅの୨プ嵕ジ崏クト、学ૅஔ୫に୫౫を提供する会な峓ڴ崘嵓ープ岶ไ⽣し、⽣き岶いりをしな岶ら活動の
担い⼿、⼈౫成に⼒をোれてきた岞 
地域に対して⽀援者ડ岶ニーズとして提੧をするも住⺠峙必要としないਠ状岶௬された（⽀援者と住⺠とのニーズの嵇
ス嵆ッ崩のੰ岶০の課題）※成例岶ないನ上੶内容の੶ൗ 
年に組合員の⽇常のちょっとしたり岾とをஃけ合岰ことを⽬的に「くらしのஃけあい」をਝ⽴岞しく峩として援ڴڴڵ１
ஃൌ者と活動者間を調整するコーディネーター（組合員）をਝけている岞گ１ڬڮ年度峙１１ڳڬ⼈の援ஃൌ
者に、１５ڬ１⼈岶活動し、ڴڮڴڲ時間の活動時間となった岞活動のおস峙、⽣協峜峷しまからのଓஃস、組合
員全体に活動⽀援協⼒সをళびかけている岞地域包括⽀援センターやケア嵆ネジ嵋ーからのਖい合峹峅やൂ岶ੜえて
います岞（⽣協峜峷しま、会員⽣協事例） 
⾃治会岶ଵ理するૐ会所において、⼈ථらし⾼齢者や⼦て中のおಟさ峽⽅岶ૐえる場所をਝした岞法⼈峙事ਜ
局となり、ઈ峙⾼齢৲岶進峪団地の⾃治会岶主体となり、地域に住峪੪ਞ⾼齢者岶嵄ランティアで常し、ૐまってこら
れる⽅のお਼ਵや、おภলしを⾏っている岞また定期的に、୫事会や崹崥コン教、健೨保ඝ教な峓を開ಈしている岞 
೮町の嵄ランティア連൪会を⽴ちあ岼、活動内容の把握をしている 
・市のଆཟ発事業へ嵄ランティアをサポーターとしてః⽤できたこと・ஃけあい組織の（嵇ニデイ、いこいの広場）等の開
ਝ岶ੜえてきたことサポーターの意かਘくなってきたこと 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（6）活動主体間の組織৲・連携ਘ৲ 
居場所を⾃宅を開ଣした主എな峓に⾃発的に⾏ってもらっている岞੫やઈ、ۇۅな峓⾃ら⾏えるನ、௫し峽でやってお
り、ଆにもつな岶っている岞 
地域包括⽀援センター岶、開ಈする地域ケア会議において、「地域のਘ峩（౩まれているとこ峷）」と、「地域の課題ط提
੧」とい岰テー嵆で多くの意⾒岶লされた岞൧所、介護事業所、ۄۅۃ、ଆ౧、協、ૹੵ会、町内会、地域協議
会、⾏政、社協といった様رな主体にരするメン崸ーから参加していた峊けた岞 
ਈもਦの多い、ケア嵆ネジ嵋ーや地域包括⽀援センター職員との連൪会やケースਫ਼ୈ会、サービス調達会議やケア会議
へলఆしている岞ྼ、શ事例で峙、担ਊ者会議へのলఆ、嵊ニタ嵒ン崘の情報交換、⾏訪ਖをケア嵆ネジ嵋ー等と⾏
なっている岞 
થでੇ事援ஃ・介護サービスを提供する嵄ランティア団体岶ল始めたこ峷、活動団体を会員とする「୴県たすけあい連
൪会」とい岰県域嵔嵁嵓のਊ事者団体を組織৲し、ਊჾ活動の⽀援とを⾏った岞 
৵学⽣対のੳੴඪ⾼齢者を理ੰする教活動１؝⾼齢者・ੳੴඪについてイメージをつ岞ディサービス・崘嵓ープ嵃
ームを訪峗る岞ڮ・ੳੴඪ⾼齢者について、理ੰし、⾃分たちにできることを考える岞൫居をઞってഭ峩ୂか峅「ੳੴඪっ
てなあにء」「ੳੴඪの⼈のਞち峙」「໊たちにできること峙峓峽なこと」؝گ⾼齢者との交活動؝ڰ振りନりと学ಆ成
ટの発ਦ 
⺠⽣ుญ員として、町内会福祉活動の⽴੧をし、福祉関係者や会শ、ౢ会শな峓三役と地域福祉会議をഡにとり、
町内の⾼齢者のニーズの把握や地団体との関係づくりをする事岶লਟた岞峇のことにより、地域にあるۄۅۃ法⼈（イ
ン崽崑ー嵆嵓活動）の活動内容の理ੰとともに、活動場所の提供やサ嵕ン活動への参加、情報を町内会༮ගを活⽤し
てੴら峅ること岶লਟるよ岰になった岞また、地域の⾼齢者、⼦て中の保護者へのアンケート調ਪをৰし、必要なニーズ
の把握とともに地ય⺠の⽀援にあり⽅を০ਫ਼ୈ中岞法⼈の情報を⽉のコ嵇ニ嵍ティセンター峊よりにൕൗしている岞 
活動主体間の組織৲・連携ਘ৲、地域や活動団体等（地ય社協、地ય⺠協、地域包括⽀援センター、介護⽀援専
⾨員連൪協議会）で⾏っている会議による情報ુથの場をਝけている 
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ਈも上⼿く推進できているもの �（6）活動主体間の組織৲・連携ਘ৲ 
本会峙、地域において୦らかの⽀援岶必要な⼈に、課題にਞ付き⽀援する、あるい峙⽀援につな岺機能をથする⼈౫の
成として地域福祉コーディネーターのു成を５⽇間のプ嵕崘ラムにより平成１ڵ年度よりৰしており、৺ڬڬڰの
修വ者岶いる岞対者峙社協職員、ਝ職員、ۄۅۃの職員等多様であり、地域において多様な社会資源の活⽤を
る岰えで連携岶必要なことから、⾃主的に組織৲をる動きも⾒られ県社協としても⽀援している岞 
地域の中で課題を⾒つけて、ৗしい⽀援をつくりあ岼ていくನに、地域住⺠、⺠⽣員、੫業、୰、ۄۅۃでつな岶る
事岶লਟました岞地域こ峽会を重峗て交をめている所です岞 
地域のまちづくり団体や福祉関係団体でگ年間とりく峽でいる「やさしさのまちづくりો村」とい岰イ嵁ントで団体間の連携
岶ਘまりৗしいುਡづくりに進も岰としている 
住⺠による⽣活⽀援サービス（થによる⽇常のちょっとしたり岾とへの⽀援）について、市岶地域福祉ੑの重
ਡ事業に位置づけて資সએの⽀援を⾏い、社協峙活動への⽀援として⽴ち上岼や活動団体間の情報ુથ・研修の場を
ਝけ、地域、市、社協と岶連携してとりく峽でいること岞た峊し、地域づくり組織単位で（住⺠⾃治協単位）１５طڲ地
域である岞 
ଜに、বからৗしい総合事業のガイドライン（੧）岶ંされたことにൣい、ガイドライン（੧）の理ੰをめるととも⽉ڳ
に、各市町で⽣活⽀援の基ೕ整備を進めるための研会の⽴ち上岼のきっかけづくりを⽬的として、ڵ１⽉ڴ⽇に「ৗし
い地域⽀援のあり⽅に関する研修会」を開ಈした岞５گ市町の岰ちڰگ市町岶参加し、⾏政、社協、地域包括⽀援セン
ター、ۄۅۃ法⼈、事業所等岶に介し、峹岶町の⽣活⽀援の০の進め⽅についてਵしあ岰こと岶できた岞県として
峙、こ岰したਵしあいを各市町でৰしてもらえるよ岰に、০峓のよ岰に進めていくか岶課題である 
ඌか峓デイ崷ウスとい岰「介護ଆ型⾼齢者サ嵕ン」岶ূ⼤ଚ市内に１ڴ嵝所あったものをまとめ、平成ڰڮ年گ⽉に「ূ
⼤ଚ市ඌか峓デイ崷ウス連൪会」を結成した岞峇の੶念事業として、ਊ時市内にあったコ嵇嵍ニティ崓崽崏ڰ嵝所をஅめ、「地
域の居場所ガイド崾ック」としてၻ⼦（１ڰ項）を成・発⾏した岞また「連൪会」の嵃ーム嵂ージを⽴上岼（ۣۣۗ۟：
峇れをূ⼤ଚ市のサイトに嵒ンクしてຘいた岞峇の成ટにより、関、（۟ۙ؝ېۚېۢ۞ٕۗ؝ۨېۓۘۗےېۜطط
係機関との連携び各事業所の活動の活性৲と連携岶られた岞 
交ৢ૬ஜを、ਁુとり岾とのଳਡから、協議をする場をつくり、アンケート調ਪ等によりႀ在৲さ峅た上で、ੰৠするல組
峩と組織৲を⾏った岞峇の上で、地域としての組織づくり（⾃治協のମ）を住⺠発で⾏ないುਡづくりへとన峪ૌஙを
⽀援した事例岞 
年、全ব各地の会員団体（サービス提供団体）でৰ⾏員会を⽴ち上岼、活動理ੰのためのn୫事サービスセ嵇崲
ー|をৰしている岞崐嵒ア内の活動団体のネットワーク成のీ機となっている岞ਊ会峙開ಈに峪けたさま峀まなアシストをし
ている岞 
平成گ年からスタートした⾼齢者の居場所づくりとして嵇ニデイサービス事業を、市内各ਁ⺠ைにおいてౝৰしてい
る岞事業ઈ峙地域のઈ員岶主体となり事業ੑを⽴て、୫事も⼿ୗりで対応している⾃治会もある岞峇こから利
⽤者と地域の嵄ランティアとの౿の⾒える関係づくり岶られ、⽇岾峷からの⾒ஹりの意につな岶っている岞峇岰いった活動か
ら利⽤者の⼼ମ状況の৲（ੳੴの疑い）にਞ付き、包括との連携岶られてきたケースもある岞また、嵄ランティア活動
としてサポーターとしてઈに携峹る⾼齢者も多く、⽣き岶いづくりの場となっている岞 
活動主体間の組織৲・連携ਘ৲①「峹かやま地域ささえあい推進研会」を⽴上岼ਘ会（第گ⽬）を⾏ってい
る岞情報ુથを⾏い地域の⾼齢者岶めるニーズを明確にしல組峩のଡണを⽬指す②「地域のささえఎを考える੩ૺഈ
会議」を開ಈ（گڮطڴ）した岞介護保険制度とৗしい総合事業のଡ成とサービスのథ型について、⾼齢者・૩者・
⼦峓も⽀援福祉団体な峓、峹い峹い岶や岶やと意⾒をলし合った 
になります岶参加団体峙地ڲで第⽉ڴ地域の活動団体等で⾏っている会議による情報ુથの場をਝけている岞、ڮ
組、⾼齢者⽀援ۅۋ、岶い者⽀援ۄۅۃ、⺠⽣員、⽣協、ഖ局峇して⾏政（শํ社会課）、在⽀、市
社協とႮ広く参加をしています岞「り岾とੰৠಂ」岶、地域のさま峀まな課題、ニーズを明らかにし、峇れを⽀える担い⼿
（⼈、団体）岶੧ਗ多いこと、しかし、峇の連携岶なされていないことから、情報のુથ岶峙かられています岞⽉１
開ಈすることでシステムり峇してৰᄷ部のলさらに峇のટの௬までল事れ峚ଐいとઓっています岞 
൩ஃシステム「峟れあい・たすけఎサービス事業」のఢੴ度岶あ岶り、包括⽀援センター、成年⾒⼈との連携岶すす峩活
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ਈも上⼿く推進できているもの �（6）活動主体間の組織৲・連携ਘ৲ 
動岶広岶ってきた 
・地域でたすけあいや、⽀えあいをしている団体の૯のつな岶りをつくり、多様なり岾とに対応できるよ岰にするとともに、
คに考えていけるよ岰に、⾼ਣたすけあいサービス連൪会をってきた岞・⾼ਣ地域包括ケア研会を、ୢ社協、ۅۃ
 期介護保険事業ੑに峪けて提するڲでり、第ۄ
所രۄۅۃの૯つな岶りで崘嵓ープをり、サービス岶ଌりないએ峙ৗたな団体をਬき峩ৼษઠの本৲をੑる岞峇
のについてnさ峹やか福祉ଃ団|インストラクターとしての⽴場にて参加、ஃ、జਟのୢ介護・⽣活⽀援ਰਗの法ਜ
全ಹ、བྷ໓等にਘくの団体にないとこ峷岶ඇめられる岞 
県で峙、市町村社協と地域包括⽀援センターに⽀えఎコーディネーターを配置し、住⺠岶主体となった⽣活⽀援活動とਁ
的なୢ・介護サービスを連動さ峅、住峩ຯれた地域において安⼼・安全な⽣活のলを⽀援する「⽀えఎネットワーク
ଡണ事業」（શ参ස）を平成５ڮ年度から嵊デ嵓ڲ市町（県内１ڵ市町村）でり組峽でいる岞ਊ事業のৰに
より、市町শ社協、地域包括⽀援センター、峇の関係機関との連携岶られ、ဉرに地域のৰ情に合った⽀援活動に
ᇽ岶っている岞 
活動主体のネットワーク৲に重ਡをおいている 
・中学ૅયにある嵄ランティア崘嵓ープに定期的にૐまってもらい（ભ意）、活動報ઔ、各団体の課題ુથ、ੰৠ⽅法の
ৼを⾏っている岞「サ嵕ン連൪会」とい岰ู：市内全域のネットワークと中学ૅય嵔嵁嵓での情報ુથで要援護者の⽀
援をਡから峇してએで対応しているڀ全市内で中学ૅયへするに峙ඹっていない 
活動主体間の組織৲・連携ਘ৲岞配୫サービス活動で⾒ஹりや、安౯の確ੳ等を⾏岰中、不安な事例岶発⽣した時に
地域の関係者と連൪をり合い、ુથ৲を໔るとこ峷から岟つな岶り岠岶লਟて、地域での課題ੰৠの⽅法岶必要とのੳ
のಱ岶あり、૬きੇを利⽤して岟地域サ嵕ン岠づくりに成岞ౝڮのコ嵇嵍ニティ崓崽崏のৰや学ಆ会・ఠ௫会な峓を
開ಈすることで、地域の⾼齢者岶ૐい、ஃけ合いにつな岶るシステムづくり岶進峽でいる岞 
・地域でのサ嵕ン活動や、⾒ஹりネットワーク活動峙、住⺠の主体的な活⼒としてৰしている岞しかし、住⺠で峙ੰৠでき
ない岞શのਖ題峙、ਁ的機関地域包括⽀援センター、保健センター、市社協、یۈڸ等）と連携した地域⽀援ネット
ワーク員会のਝ置と⾃治会単位でのਖ題ੰを協議する、৵地域ネットワーク会議の組織৲岶লਟたである岞 
県な峓のஃ成সも活⽤した岶、਼ڬڬڲఝの県団地のૐ会所を地域の੩ૺഈとなるよ岰にੰଣし、団地び峇の
ྦྷの住⺠に対し、਼৻ુ⽣となる事業をৰした岞団地内峙⾼齢৲やஆ居૨岶⾼く、ਬきこもりをଆૃする必要岶あ
り、ు親⼦峙றੇ族৲により⾼齢者とඡれあったり、けてඅোれる場岶ない岞この਼৻を中⼼とした਼৻岶
ુに交峹り、⽀えあ岰場をଡണした岞この活動峙ڮ年間で、⾃治会を中⼼とした住⺠組織をり、ઈを⾏し⾃⽴した
活動となる⽀援を⾏った岞 
に１度峙各団体との連携・情報のુથの場をਝ⽉ٱ法⼈岶ૐまりネットワークを組織৲している岞ۄۅۃଽો市のٱ
けている岞ٱ年１活動団体でセ嵇崲ーを開ಈし団体のス崕嵓アップにᇽ岼ている岞ٱ⾏政への提੧・提もா的に⾏
っている岞 
峟れあいの居場所にল講ౠとして健⽣ネットワーク都から講師ൂをした事をきっかけに、০年度峙ڶگ崚ームの
（ੳੴඪଆ崚ーム）インストラクターു成講ౠに広岶り、地域の嵄ランティアさ峽岶多く参加されたので、峇のڶگ崚ーム
岶地域に広岶峷岰としている岞 
県社協の⽴ち位置として、地域福祉を推進する機関・団体との連携峙ಳかさないものであることから、役員・会員⾃体岶
参する組織となっている岞ಌに峙、福祉専⾨職機関・団体岶ケースをਫ਼ୈする研修会を০年度⾏岰定としている岞 
配୫の住⺠参加団体けのセ嵇崲ー（全ব、都内等）を年開ಈし、情報交換をっている 
・ો川の地域住宅（ۄۅۃ・介護事業者）と社会福祉協議会等地域福祉関係組織・団体とのネットワーク৲、⾏
政（地域包括⽀援センター）との協働をৰਠ・⾼齢者サポートセンター岥ઈ協議会岦のਝ岶全ての活動のਉਡ岞
（コーディネーター機能（ି）岾利⽤੧内崹ン崽の全ૺ配ഘな峓） 
県社協の⽴ち位置として、地域福祉を推進する機関・団体との連携峙ಳかさないものであることから、役員・会員⾃体岶
参する組織となっている岞 
 ಌに峙、福祉専⾨職機関・団体岶ケースをਫ਼ୈする研修会を০年度⾏岰定としている岞 
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ਈも上⼿く推進できているもの �（7）⽣活⽀援のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
１、広域（市町）成年⾒センターより、市在住のஆ居⾼齢者の⽀援要டを受け、ネットワークを利⽤でਈも
い在住市の団体活動をງ介し、ಲਢしたଐい⽀援につな岼ること岶できた岞 
ମ体૩をち、のଈ岰つ୰となったਬきこもり⾼齢性のಲਢ的なๆੇへのൂோでৼを受けた岞受൧時の、ڮ
付きい等もളਯ岶関峹って⾏い、主治ୢから⽀援による୰ਞのೄを伝えられๆੇとの関係も改ఒ岞ਠ在包括⽀援
センターとの連携で⽣活状ଙもଐとなっている岞 
市町村社会福祉協議会における「⽣活⽀援のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘」にかかるコーディネート⼒、⽀援⼒（શ
⽀援と地域⽀援）ਘ৲のため、研修会の開ಈとともに、市町村社会福祉協議会事ਜ局শび会শに対して峙会議を
ৢ峂て、峇のコーディネート⼒、⽀援⼒ਘ৲への理ੰ促進にめているとこ峷である岞 
※ਓのੇ事援ஃびు⽀援※ಟ親にᄨ༒૩岶ありફକきること岶できないため、৵学⽣の⼦峓ものৢ学援ஃ※
൲のஹ中のの⾒ஹり、ਵしৼ⼿ 
地域岾との課題、⽣活ৰଙ峙様رなので岞 
ஆ居で在宅⽣活をしている⽅岶、介護保険等在宅サービス利⽤で、所岶⼼配しい峷い峷⽀援していた岶峇れに対し
て೫慮を峂ていた岞峇の中の崜嵇লしのਫ਼ୈと介護保険サービスの利⽤で峇の⽅の⽣活も安定し、在宅⽣活のಲਢ岶で
きている事例岞 
⽀え合い嵆ップづくりのを⾏っており、県内の多くの市町村社協岶り組峽でいる状況である岞嵆ップづくりを⾏岰と、課
題の把握岶できるとともに、対応ੁの崺ントもまた峇の地域にཎ峽でおり、峇れらを上⼿に嵆ッ崩ン崘することでੰৠへと結びつ
くこと岶૭能となる岞ある市のある地યで⽀え合い嵆ップづくりにり組峽峊岶、峇の地ય峙、５ୃڴਰ上の⾼齢者の୫事の
こと岶課題としてあ岶った岶、峇の地域で峙⾏事の度に「おか峄づくり」を⾏岰௯ಆ岶あること岶峹かった岶、峇の活動を応⽤し
「おか峄づくり」のᄄ度を上岼て（具体的に峙ౝڮ）、対応することで地域の⾼齢者への୫事⽀援へとつな岶っている岞 
不ଌする福祉サービスをたすけ合い活動をশ期৽ୡ（嵔嵁嵓アップ）することで市⺠でもলਟる⽅法をଡണし⾏政へ提
、制度৲し受する（たすけあい⽀援から受まで）①⼦て⽀援ٕ୰ు保（崸ウ崩嵋ー⽅ૄ事業）へ①配୫
サービス・⾒ஹり（単ஆ事業５ڲگ⽇）ٕ⼿りఉਊ・配୫・⾒ஹり５ڲگ⽇（事業ଓஃ）へ③崲イトサービス（単
ஆ事業）ٕ型訪ਖサービス（介護保険事業者）へ④ลਬଓஃ⽀援（ୢ⾏ನ崨メ）ٕఃஈᙴᮽลਬ（特
定⾏ನ事業者）へ⑤୵受講者ٕ୵指員（提携型協働事業）へ⋌⾼ૅ⽣の福祉事業（講師ল）受
等 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（�）住⺠や活動主体の活動のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
平成１ڴ年度から町内会単位で、住⺠峩峽なで健೨ํ୵をの峚すことを⽬ఏとして、住⺠主体の健೨教にり組峽
できた岞சなૌႧ৲により⾼齢者岶⾼齢者を⽀えなけれ峚ならないਠৰを住⺠とともにઉଳし、⼈の健೨ํ୵のభ
ಇ岶必要と୪え岥峟ま峗っとઈ動岦にり組峽峊岞峇の結ટ、ਠ在１ڮ嵞所の町内会ைや⽼⼈クラ崾会ைでڬڵ分間の健
೨教を住⺠主体で全町的にり組峽でおり、年間৺ڬڬڮ⽇、భべڬڬڬگ⼈の⽅岶参加している岞平成５ڮ年
から嵄ランティアポイントをোしシステムとして確⽴岞住⺠活動⽀援員を఼⽤岶ৰਠし（ਠ在ڲ）、多ཪなサ嵕ン事
業のৰへとன開している岞 
地域にあるৼと連൪をとり、地域⾼齢者の把握岶লਟ、サービスにつな岶った 
০のとこ峷上⼿く推進できていること岞આ年度から⾏政（地括包括⽀援センター）と社協岶タイアップして、地域サ嵕
ン嵊デ嵓事業をৰしている岞この事業の⽬的峙、町内୰所രのۉۅ考੧によるஜલ町健೨体ඝを町⺠に特に⾼齢
者にり組峽でもら岰ことで、介護ଆをり健೨ํ୵をభ峚すとともに、ମな地域のਁ⺠ைにૐまって交することで
௫しく⽣き岶いをてるථらし、地域の関係性を⾼めることにある岞嵊デ嵓地ય峙આ年度ڮ嵞所、০年度گ嵞所で、આ年度
のڮ嵞所峙০年ڰ⽉から⾃主サ嵕ンになった岞 
ਊ市において峙、市内全域１ڰ地યに地ય社協岶組織されこれを単位に住⺠参加型在宅福ฦサービスをৰしてい
る岞峇れ峈れの地યに峙活動のುਡとなるコ嵇嵍ニティセンター岶整備されている岞峇こにളਯ⼈配置されている職員の内１
を福祉担ਊとし、地域住⺠のৼษઠび住⺠参加型在宅福祉サービスのコーディネート、利⽤会員、協⼒会員の
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ਈも上⼿く推進できているもの �（�）住⺠や活動主体の活動のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
嵆ッ崩ン崘業ਜを担っている岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（9）地域住⺠に対する活動のཟ発 
地組織へのۇۅ、説明会等ৰし、利⽤者ニーズの把握とささえあいにつな岼た岞 
年ڮ発⾏する会報をਁુ機関や୰、福祉ਝな峓におൢいできるとこ峷に置いている岶、峇の機関ྼ峙崹ン崽嵔ッ
トをちషり、⾃分岶必要になるまで保ଵしているため、ଽい崹ン崽嵔ットをもっての参加ணし峩岶散⾒できる岞 
県域での৵地域福祉活動をৢ峂て、住⺠⽀え合いの必要性やகを発ਦし、⾏政や地域包括と地域や住⺠活動との
連携のきっかけづくりとなった岞また広域でのৰᄷ交峙、課題やੵのુથにより、活動発னのきっかけとなった岞 
県内で峙༉しく、எુのਝの⽀援員岶「しま峽と町嵄ランティア連൪協議会」の事ਜ局を担ਊ岞⽉の定例会、広報を
発⾏岞町社協、ۋ協参加のڲڮ団体と⽇ر交を峙かっている岞職員も様رな嵄ランティアに参加している岞ਝにਟて
いた峊ける町⺠の嵄ランティアもா的によびかけをしている岞峇して町のケー崾嵓ۋۉに定期情報を提ল、رのりく峩
をଣしていた峊くことにより、૩者の⽣活、イ嵁ント等をੴってもらっている岞 
শくۄۅۃ活動をやっているとい岰こともある岶、さま峀まなイ嵁ント、ಈし、事業੫を地域に広めていく事でཟ発活動
になっている岞ྼ峇れらを嵆スコ嵇にり上岼られۇۅにつとめている岞 
「⾼齢者を地域で⽀える活動事例ૐ」をڰ؝ڲڮڽ発⾏岞౫峙、⾏政と社協で社会資源調ਪを⾏った上で、⼿分け
をしてৰ岞住⺠へ配ഘし、意織ᅿ成の崬ー嵓としている岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �（10）⾏政・関連機関との連携・情報ુથ（ੁ⽴੧にけた提੧等） 

平成５ڮ年１ڬ⽉にਊ⽅から５ڮڬڮ年ਖ題に対応するための地域包括学ಆ会の開ಈをళびかけた岞参加団体峙、 
町⾏政健೨福祉課、地域包括⽀援センター、社会福祉協議会、ਊ団体（ۄۅۃ）ਠ在ڮط⽉嵁ースで開ಈ中岞
本年ڳ⽉から峙ഌ都⼤学のஃ教、学⽣گ⼈も会議に参加している岞地域⽀援事業の推進のためのサービスのਠ状把
握や協議体のଡ成な峓০の組峩のਫ਼ୈを⾏っている岞 

地域のஃけ合いの場岶、地域に基本的にあることを地域の⼈や多様なセクター峩峽な岶ਞづく、しく考えないでやって峩
ることを⽬ఏにਰৣのプ嵕セスで事業をৰした岞結ટとして、連携体制岶ਘ৲され、情報のુથ৲岶進峽峊岞ਠ在峙嵊
デ嵓地域でアンケート調ਪをৰ、峇れをもとに地域課題ੰৠやੑづくりにけてのワークショップをৰする岞ਈી的に
峙、地域の中のુஃづくりや住⺠のੑづくりのプ嵕崘ラ成、提を⾏岰岞 
① 地域コ嵇嵍ニティ⽀援を進めるための崽ィー嵓ドワーク（１１طڮ１طڰ１ڬڮৰਝ）地域の住⺠⾃治組織のਠ

状をੴる・地域課題についてੴる・地域資源を利⽤した地域課題ੰৠੁをർることを⽬的に「市৵⽴地域」を
りて崽ィー嵓ドワークをৰ 

② 地域ケア嵊デ嵓情報交換会（گطگطڰ１ڬڮৰ）県・市、地域福祉担ਊ部౧の職員、社協・ۃ
５年度ৰڮ年度のੁや地域の包括的な⽀援体制な峓の情報ુથ、平成ڲڮ岶ૐまり、⾃治体の平成ۄۅ
した地域コ嵇嵍ニティ⽀援中間⽀援機能ଡണ事業「崽ィー嵓ドワーク」の報ઔ、地域資源を活かした事業についての意
⾒交換をおこなった 

③ ਘ会「ၴも岶安⼼してථら峅る地域づくり」（５ڮطڰطڰ１ڬڮৰ）地域住⺠・事業所・⾏政・中間⽀援
年度の「介護保険の改正」をੴり「要⽀援」岶必要な⽅たち岶、地域ڳڮな峓多様なセクター岶ૐまり、平成ۄۅۃ
の中でථらしていくために峙、峓峽なல組峩やサービス岶地域にあるといいのかの崨イア嵕崘をৰした岞 

④ 「地域づくりのあり⽅を考える崽崑ーラム」のৰ（گطڳطڰ１ڬڮ）県・市・社協・ۄۅۃのৰ⾏員会をつくり
ৰした岞地⽅⾃治体の担ਊ者や地域における多様な主体の関係者ら岶ૐまり、厚⽣労働省からઉの情報を
੭、基本的なະ຺等を理ੰする機会の提供岞地⽅⾃治体や地域でのこれまでの組峩をੴり、০の市町村にお
いて、ଵに対応する体制づくりや地域福祉の推進をで考え、意⾒や提੧をলしあ岰場づくりを⽬的とした崽崑ーラ
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ਈも上⼿く推進できているもの �（10）⾏政・関連機関との連携・情報ુથ（ੁ⽴੧にけた提੧等） 

ム岞（ਁଃ）さ峹やか福祉ଃ団とુಈ岞参加者৺ڬڬڮ 

શケースへのり組峩を重峗てきた成ટとして໌時連携し、⾏動をુにできる関係岶লਟている岞 

地域ケア会議をৢして、શ課題（શニーズ）のႀ在৲をり、峇の、地域のイン崽崑ー嵆嵓サービスをஅ峪社会資
源のネットワーク৲をり、峇の地域課題へのன開をり、政ੁ成にけたアクションを⾏った事例岶あります（崜嵇の
શઽૐ事業の事業৲へのアクション） 

・平成ڲڮ年ڰ⽉・成年⾒センターをਝ置（⾏政ଓஃ事業） 
・平成ڲڮ年ڰ⽉・⾏政と社協のڮ嵞所にあった地域包括⽀援センターを社協へ本৲（⾏政事業） 
・平成５ڮ年ڰ⽉・社協嵄ランティアセンターに専ભ職員を配置（⾏政ଓஃ事業） 
・平成５ڮ年ڰ⽉・૩者ྦ待ଆૃセンターをਝ置（⾏政事業） 
・平成ڳڮ年ڰ⽉・⽣活者⾃⽴⽀援事業を受定 

⾏政との連携について峙、ਰから峩重峗岶あり、情報ુથやੁ提੧岶できる関係をଡണしている岞 
「⽣活⽀援サービスについて考えるシンポジウム」を⽣活⽀援に関峹る団体、⾏政を交えて開ಈし、介護保険制度改正の
動をఢੴ・ુથする機会となったとともに、০ਫ਼ୈしていくきっかけとなった岞০峙市域の協議の場づくりをਫ਼ୈしてい
くとともに、ય域においてもシンポジウムな峓によるཟ発や協議の場づくり岶進峪よ岰⽀援できれ峚と考えている岞 
上⼿く推進できた例とい岰で峙ない岶、全市町村を対とした連൪会等を開ಈすることで情報ુથの場岶できることと、
ઉம市の担ਊ者の⽅とおਵしすること岶できるため、地域のৰ情を⽣でୂけるਯない機会であるので、開ಈのᄄ度をੜ
やしていけるとよりଐいと考えています岞 
① 市のを受け、ڴ⽉から「⽣活⽀援サービスୗ嵊デ嵓事業」にା⼿し、地団体と嵄ランティア崘嵓ープによる、

ৰ的調ਪ研事業を⾏っている岞 
⽀等による、⽣活ۄۅۃ、から「⾼齢者⽣活⽀援⼈౫成事業」を市から受し、社会福祉法⼈、੫業⽉ڬ１ ②

援サービスのఁ⼤・開発に係るৰ的研事業を⾏岰⽅で、協議を進めている岞 
・০年度県において「地域包括ケア推進会議」をたち上岼、情報ુથの場をਝけている 
福祉介護事業部岶担岰在宅介護サービス・居宅介護サービスと、地域活動推進部岶本部事ਜ局を担っている⽣協組合
員とಟ体とした制度ਗサービス「コープくらしのஃけ合いの会」（ௗಛ県内）・「ஃけ合い制度コープ峪つ峩会」（⼤ଚ府ਨ
部）ن活動会員ਯ峙合峹峅て৺ه⼈ڬ５ڲの間で、⽇常業ਜ・定期会議をৢ峂ての連携岶লਟている岞また、地域の
制度ਗサービス団体とのネットワーク「峜ょ岰岾峽福祉ネット」に参加することで、情報ુથ岶লਟている岞 
社会福祉団体連൪協議会のਝ置、この協議会ଡ成団体のアンケートや市町村社協からの要事項等を౷まえた「県へ
の政ੁ提・要」を年⾏い、峇の岰ちのいくつか峙ੁৰਠされてきている岞 
地域包括推進センターとの連携による地域包括⽀援センターへの専⾨職のୣാによるஃ等の⽀援 
・県域団体のため⽣活⽀援の基ೕ整備峙ઉம的に峙、⾏っていない岶、市町村社協と地域包括⽀援センター、市町村
介護保険担ਊ課の⽣活⽀援サービスの基ೕ整備にけたਘ会を開ಈしている 
ਊ保健所で峙、⽉、市町の地域包括ケア担ਊ職員と情報交換をৰ岞 
、事業所等、⽉１定期的に「地域の⽀え合いネットワーク連൪会」をもち、ۄۅۃ、年から、包括、⾏政、社協ڳ
各組織の情報交換、市内の課題ੰৠのため、研修会等をఢఈの市町にも参加をళびかけて開ಈしている岞 
 
ਈも上⼿く推進できているもの �峇の 
正ઉ、ま峊これから、とい岰部分岶多く、ਝਖに答にჾਊすること岶ઓい岰か峚ない 
本町峙⾏政主で嵄ランティア成、地域⼒を活発活⽤するためにଓஃসをলしり組峽でいる岞ଓஃসをলすことで⾃
治会単位で活発にり組峽でいた峊けるとこ峷もある岞 
成例として੶峅るもの峙ない 
ਊ社協峙コ嵇嵍ニティ崥ーシ嵋嵓ワーク（یۈڸ）事業をன開しており、峇れ峈れの項⽬の੶にし峄つである岶合ಱして
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ਈも上⼿く推進できているもの �峇の 
いる岞このன開峙、எたちの⼒の峩なら峄、⾏政や関係機関・団体の⽀援岶あること岶⼤きいです岞上੶項⽬の峓の部
分をり上岼てよいか岶ഊって੶োできま峅峽（す峩ま峅峽） 
・県と中間⽀援ۄۅۃと協働で介護者⽀援サ嵕ン開ಈの学ಆ会を⾏ったৰ⾏員の⼈として参加し、修വ⽣で「介
護者サ嵕ン」を開ਝされた事例岶ある岞・在宅⽀援のஃけ合い活動、中間⽀援ۄۅۃ・地域包括等でネットワーク組織を
つくり、地域の課題をਵし合っている岞 
介護保険ਰਗで地域住⺠を⽀えਢける社会資源のネットワーク岶し峄つ広岶り、住⺠のちょっとしたを受けとりやす
くなってきている 
こちらから働きかけていない 
特に上⼿く推進できている事例峙岾峀いま峅峽岞 
ま峊組峩を始めた峚かりであり、成ટ峙確ੳしていない岞 
広ਣ県のਨ部の地域で、ୢ師会、⽼⼈福祉ਝの組織岶ુで、情報ネットワーク（嵃ーム嵂ージ）を成している岞
このネットワークに⽣活⽀援サービス等もোれて、地域単位（嵔嵁嵓）でౄৰした情報ુથをる体制を⽬指している岞 
ਠమでの成事例峙ありま峅峽岞 
地域包括⽀援センターの業ਜの中で、地域資源を把握している岞把握した資源に関して峙、⾏政と情報をુથしている岞
①道⽣協連ූ福祉ڿۅを⽴ちあ岼た岞②参加団体コープさっ峧峷、道ୢ⽣協・道住宅⽣協・全労ੋ・峥く峷岰、⼤学
⽣協・道⽣協連③ڿۅでۑںیアンケートと「コープஃけ合いの会」年間گਐ時間のୂきとり調ਪで⽣協⽀援活動のニ
ーズ把握と課題৲をすすめています岞 
ਖگについて峙、ڳયあるય役所とڵڰか所ある地域包括⽀援センターでઉம的にৰしており、様رな会議や業ਜを
ৢ峂て੭た情報で੶ൗしたものです岞எの所രする本ૂの介護護ଆ担ਊで峙、事例を把握していま峅峽岞 
આ年ব⺠会議報ઔ、市町村けへの研修等進めている岶、す岺に成ટ岶でるもので峙なく、০年度峙さらにアド崸イ崞
ーをୣാして、શ具体的なல組峩づくり、サービスౄৰの⽀援を⾏岰定岞 
ᅆ間市と協働で市⺠もඕき峽峊上੶の項⽬を総合的にとらえたਘ会を始めている岞 
峓の項⽬もઉம推進している⽴場になく、これから把握していくమです岞 
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㧡 㧟の活動を行うで、ᦨ߽࿎㔍である߽の 
生活支援のၮ⋚整備を推進する為に行っている活動でᦨ߽࿎㔍である߽のとしては、 
活動主ޟ、ޠの⊒ជ・養成（ランティア等ࡏ）担いᚻޟ、ޠਇ⿷するサービス・支援のഃޟ

体㑆の組❱化・連៤強化ޠがにがっている。 
はᦨ߽ޠ活動主体㑆の組❱化・連៤強化ޟ、ޠの⊒ជ・養成（ランティア等ࡏ）担いᚻޟ

ᚻく推進できている߽ののに߽がっておࠅ、活動㑆で推進状ᴫ等のᏅがฃけられ

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と峂たਡ �（１）⾼齢者のニーズ把握 
アンケートや地域包括ケア会議（本市で峙⾃治会単位）をৢ峂てニーズ把握を⾏っている岶、地域൧岶きっちりと峙ল
ਟていないため、資源もஅめた調ਪ岶進峽でいないと峂る岞 
⾏政から、要援護者の峩の情報岞すべて⼿ർりで⾏っている岞しかし住⺠からの情報岶োらないとい岰こと峙ない岞 
地ય༦会を開ಈする等、地域課題を࿆岰⼒峙している岶、શケースの課題峙なかなかあ岶ってこないため（峇のよ岰
なしく峩岶ま峊ないため）શのਖ題岶ඇもれてしまっているਠ状岶ある 
ਖڰの調ਪにより、地域包括⽀援センター職員、ケア嵆ネジ嵋ー等ともに、①イン崽崑ー嵆嵓な社会資源の活⽤⽅法、②イ
ン崽崑ー嵆嵓な社会資源を活⽤する場合の具体的なス崕嵓等イン崽崑ー嵆嵓な社会資源の活⽤に関するニーズ岶岼ら
れ、峊改ఒされていない状況岶ある岞 
地域住⺠のニーズについての理ੰに、⾏政とのৼ違岶あり、ニーズについてુৢのੳにඹっていないこと岶ある岞 
・ニーズ調ਪの੫⽴੧時の対ਝ定と全ਯ調整峙⾏政でないとできないもの岶ある岞 
・ฤ塚で峙地域活動を⾏岰ುਡ岶ないใோのਁુਝ岶ฑໞに利⽤するのも岞ುਡ整備を進めるਁ的な制度
岶必要岞・市内全域での広報のથ性岶あるかฎましい৵さい崐嵒アでの広報とで進められていない岞 
・⼈情報のりඞいのガイドラインのଡണ（条例৲）福祉課題を政ੁへとりあ岼ているれ岶機能していない岞 
⾼齢者のニーズ把握岞੪ਞ⾼齢者へ介護ଆの⾃ಁやીଜ期をಶえるための備え、品の整理な峓についての学ಆ
会・ਵし合いな峓の情報提供にめている岶、ਊ事者の⽅ر峙੪ਞ峊から考えるの峙ま峊ଫい、峇の内考える等رの୴
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と峂たਡ �（１）⾼齢者のニーズ把握 
岶ନってくる岞⾃分峙⼤ຣ・୦とかなるؽとઓっている⼈岶多く、த⾼齢社会のなかの１⼈峊とい岰⾃ಁにಳけている岞課
題を提ંし、ુથして⾏くための⼿⽴て岶必要峊と峂ている岞 

 
と峂たਡ �（2）地域資源の状況把握 
地域資源についてのੳにも⾏政と市⺠活動団体で峙違い岶ある岞 
アンケート調ਪに協⼒岶੭られない場合も多い岞 
包括職員等岶શニーズから地域ニーズにと考えていくプ嵕セス等のス崕嵓岶職員رによって౮なるので、包括職員もஅ
めたス崕嵓の上岶必要岞単にবੇ資તや主ભケア嵆ネをっている峊けでলਟる事で峙なく⼈の⼒にషる所岶⼤き
い岞ਠ場でコー崩ン崘を⾏岰にも業ਜと⼈間関係のਖ題でిતな指もলਟ峄、研修も単発でಲਢ性岶ないので、ਖ
題、課題をઃのステップに進める事岶লਟない 
地ય൧岶不ે分であり、地域資源の状況岶ે分に把握できていない岞 
ਠ状全体的に⼤（）で峙ある岶、எの⽴ち位置として峙、地域資源を把握してしっかりとつな岸活⽤すること岶課
題峊と考えています岞 
１団体峊けで峙、地域全域での状ଙを把握すること峙、である岞 
ᅗ市で峙嵊デ嵓事業として⾒ஹり活動岶り組まれている岶、ਠ状峙ਗからの⾒ஹり峊けで、具体的な⽇常⽣活の⽀
援まで峙できていない岞上੶広場事業で、市内ڲ地域内で峟れあいཹภ等の嵄ランティア参加岶ੜえている岶、০までの
り組峩峙町会শのෳけଢの⼤きさで事岶進峪峂で、かか峹る⼈も１年峊けのちり峊からやってくれている岶つよか
った岞০これらの⼈౫を峰るやかなஃけ合いの嵒ー崨ーとしてていくために、൨⽅でのたすけあいの理念のુથ岶লਟ
る内容を中⼼テー嵆にྚえ、⼼に୪える講会研修会を੫し、峩峽なでやりましょ岰آآとい岰ઓいになっていた峊けるよ
岰な、லෳけりをਫ਼ୈ中です岞 
コーディネーター研修時に指・ஃしている岶、ৰのਠ場において峓れ峊け時間をかけて⾏っているか不明である岞 

 
と峂たਡ  �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
⽣活⽀援活動を確進するために峙「住⺠参加と協⼒」による「市⺠活動の推進」峙不૭ৠです岞しかし、地域住⺠の⾼
齢৲、ஃけ合いシステムのടശ、地域における⽀え合い活動のဃな峓による、地域住⺠の参加、協⼒体制のଡണ岶
しい状況にある岞本会で峙職員岶平⽇のఽ間、ଅ、⽇⽇にアウト嵒ー崩により地域にলき、地域住⺠の主体的な参
加の必要性を୪え、ਊ事者意ඒ成をり、地域特性を౷まえたり組峩にめています岞 
地域に不ଌするサービス峙分かる岶、社会資源のলのல⽅、っෳかり分、崶ウ崷ウ峙ま峊ま峊ਘ不ଌ岞 
関係機関との情報交換やৼษઠのৼ内容等から、不ଌしているサービス等のຸいলし峙あるங度できるものの、ৗ
ૠ事業（サービス）の開発・ৰとなると、ਊே、ଃ源と峇れにൣ岰⼈౫の課題岶上し、⾏政主ଵ課等への要を
る岶৲岶ৰਠすること岶であり、本会⾃主ଃ源からのᐫলもாめてな状況である岞 
市町村社協等を対として嵊デ嵓事業等で、制度の間にあり໌対応できないケースに対するサービス⽀援のলについ
て峙、職員のセンスにもよる岶、地域の社会資源の把握岶定的であったり、ৗたなサービス提供の⼈౫成、発や動
機付け岶⾏峹れ峄、ిતな対応岶লਟ峄にી峹っているケース岶ある岞ਊ事者や関係機関、専⾨ੇをඕき峪総体的
⼒岶不ଌしており、研修等でල単にੰৠできる課題でもなく、地域ഡା型の⼈౫ു成にౙ労している岞 
必要とされるサービス峙とらえられても、⼈的、ଃ源的理由からলに峙なかなか進まない（⼈的ٕ嵄ランティア等のಕ定
৲、⾼齢৲岞ଃ源ٕ⾃⽣ଃ源岶ಇびない岞⾏政からのଓஃসも様） 
（ਖ題意として）本会で峙地組織との連携に峙ਘく、住⺠でできる活動のল峙⾏ってきた岶、介護保険サー
ビスを৻౹するよ岰なサービスলとなると、ۄۅۃ௺組織の連携岶必要となると考えられる岞コーディネーターとして、住⺠
のஃけ合い活動と⽀援サービスとの連ਢ性を౷まえ、サービス確保するに、組織間の調整岶必要な場એ岶ੜえて
いくと峂ている岞 
⽣活⽀援のニーズに合岰地域資源岶శ常にられるため、嵄ランティアをஅめ、住⺠主体の活動のল岶課題である岞 
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と峂たਡ  �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
情報ુથや情報把握する峊けで峙、地域で不ଌしている、あるい峙০不ଌするとઓ峹れる⽣活サービスのニーズの総
をຸいলし、⽀援のলにつな岼ていくこと峙岞০、このことで協議体やコーディネーター岶機能し、ৰᄷした成事
例岶ંされれ峚、全বにするので峙ないか岞 
介護保険事業ੑと地域福祉ੑにおいて、ਖڰに੶ൗした住⺠⾃治協単位による⽣活⽀援を位置づける事岶あり、
市শの意として１５の地域全てにおいて、サービス提供できるよ岰すすめるਵ岶ある岞ৰに峙地域単位で峙しく、
ๆの地域岶崐嵒アを広岼るもしく峙ۄۅۃ岶担岰岞あるい峙ৗたに市広域によるサービスをるな峓、市において峓の⽅
法岶૭能か、ま峊具体৲できていない岞 
⽣活⽀援の基ೕ整備に対する市町の課題として⼈౫の発、ു成、市町の地域づくりに対するビジョンな峓岶岼られ
た岞県として峙、市町間に⽣活⽀援サービス提供の⼤きなત差岶⽣峂ないよ岰にすること岶課題になる 
地域活動・嵄ランティア活動における担い⼿岶不ଌしている状況岶あり、さらに活動主体の総ਯも想定されるニーズに対し
てે分で峙ない岞峇のよ岰な中で主຺にปったサービス主体を峓のよ岰にして、峓れ峊けলできるか岶課題であり、組織৲す
るの関峹り⽅、組織৲の⾃⽴した活動にけた⽀援のあり⽅（）な峓のਫ਼ୈも必要である岞ま峊ਠ在活動し
ている主体（地域団体・嵄ランティア崘嵓ープ・ۄۅۃな峓）岶、介護保険制度改正にൣ岰⽣活⽀援サービスのৰ主体
として活動すると峙ら峄、コーディネーションやネットワーク৲をおこな岰上で、活動主体の理念やઓいを峟まえた関係ଡണ
と、ৼ൩理ੰにけたഛႠな働きかけをおこな岰必要岶ある岞 
⼈⼿不ଌで、ৗたな⽀援体制岶つくれない岞 
峙、嵄ランティア岶っている市町村と峇岰でないとこ峷岶あるといった地域の事情もあるため、ૻຎ的スム（５）〜（گ）
ーズに⾏く市町村と峇岰でない市町村岶লてくるとઓ峹れます岞県として峙⽣活⽀援サービスの提供について市町村間にત
差岶⽣峂ないよ岰、いかに市町村を⽀援していくか岶課題です岞 
・峓峽なサービス・⽀援を、峓のくらい備していくか岶ま峊⾒えていないので、ৗしいサービス・⽀援のলに峙課題岶多いと
峂る岞・ਊ市峙広域合ಡにより、市内でも間部と市ඌ地な峓で資源のုりや住⺠性の違い岶ある岞峇の違いに応峂た
サービス・⽀援を峓のよ岰にলするかも課題である岞 
中間地域等において、られた⼈౫・資源の中で不ଌするサービスをলしていくの峙しいと峂る岶、県として峓のよ
岰な⽀援岶できるか岶課題である岞 
ニーズ把握岶できても、活動⽴ち上岼からサービス提供岶૭能になるまでの環境整備（⾃治体の⽀援体制な峓）岶整峹
ないこと岞 
不ଌするサービス・⽀援のলに峙、地域のථらしにஉ峀した⾃発性を重峽峂ること岶重要である岞制度によるシステムあり
きのサービス・⽀援のল峊けで峙、ા⽤のᐫলや崶ウ崷ウをਁ的機関にることになりા⽤を必要とする峊けである岞શ
ニーズから地域ニーズの情報把握をし、地域のථらしにஉ峀した活動を成すること岶ਜであると考える岞 
・ਁ⺠ைをುਡに活動をன開している岶、ਁ⺠ைまでの動⼿岶なく（崸スまでの岶೫い等）、動⼿の
サポート岶整っていない岞基本、െనで参加できる⽅岶対となっているため（※地域の⽅岶でଛಶする場合もある
岶）、事業として⾃動事等の保岶されていない岞 
શ⽀援ੑの成すべきৼ⽀援員の不ଌ岞町⾃⽴⽀援協議会の役割不ଌ岞શ事例を⼤જにし、しく峩づくりを
すべきである岶、サービスをつくりあ岼るまで岶できていない岞サービスの不ଌ峙介護も峂であり、رの町で峙、⾼齢者、
૩者、ుญをஅ峪「総合⽣活⽀援センター」岶必要であるとઓ峹れる岞 
・不ଌするサービスの把握（峓峽なサービス岶峓れくらいଌりないのか）・ใோのサービスとの調整 
⼈ઠڬڬڬڳ⼈の中間地ఝに位置する岶町峙、વ部にあり、ఏ⾼５ۜڬڬڴ〜ۜڬڬに広岶り、
⾼位地域峙主にૹ業、業圏、⾼地地域峙間業を業としていて、峇れ峈れ⾼ഥ৲૨峙者٫ڬگ、者峙⾼い
地域峙٫ڬڲதである岞（平５٫گ）加えてૌႧによる⼿不ଌ岶ৰ情岞ఛので、交ৢもままなら峄間部
の地域岶ఋりめられて、地域資源の供ஔ岶不で、サービス岶ု在する（ᅶい峙ᄵ受しにくい）とい岰課題岶ある岞 
⾼ਣ市峙⾼齢৲૨٫ڬگで⼈ઠ岶し、⼈ઠഡ度もい⽥ༀで、⼈間性も⽬⽴ったりするのをあまりまない⼈岶
多い地域で担い⼿をੜやしていくの峙⼤事とઓ岰岶、ৗしいサービスをっていける⼈をてていくの岶⼤である岞 
「⽀えఎネットワークଡണ事業」にり組峪にਊたって、৵地域とళ峚れる単位であっても、地域住⺠岶地域の課題をુથ
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と峂たਡ  �（3）不ଌするサービス・⽀援のল 
し主体となって課題ੰৠに岰り組峩を崽崉シ嵒テートすること岶であること岶改めて分かった岞⾼齢者への介護・⽀援
峙⾏政（市町村）岶担岰もの峊とい岰地域住⺠の意岶ਘく、度、介護保険サービスを活動すると地域の係峹り岶૮く
なってしま岰事岶よく⾒受けられる岞 
峙なく、包括の保健師岶⽇常業ਜの中で⼿いっ峛い（ۄۅۃ）ਰਗに⾼齢者⽀援の中境となる団体ى包括、社協و
岶ある中、ৗたなサービスのলや嵄ランティアു成をる⼈⼿岶ない岞 
推進⼒となる⼈౫の確保、ൣ岰ଃ源 
各市町村岶不ଌするサービス⽀援のলによって、০のனを⾒すえたੑ岶である岞 
શニーズから、地域ニーズの情報把握（課題）・対年ഥの⾼ഥ者層峙ਅ⽣まれの⼈岶多く、ๆの住⺠に峙、
り事をあまりৼ・⽀援をめること峙しない岞⾃治会শや⺠⽣員からり事としてৼ岶あるਰに関係づくりを
ா的につ必要岶ある岞 
・各地域でのશニーズ、地域ニーズ岶ౄ分できているか、また崽ィード崸ックできているかء・地域資源の情報ુથ岶でき
ているか（把握岶ౄ分できていないかもしれない）・ニーズと不ଌサービスのすり合峹峅岶ౄ分できていない岞・上੶の情報
を地域住⺠や団体等岶ਠ状把握し、⾃分たちの地域についてਵし合岰こと岶必要岞 
住⺠の参岶あること岶提峊とઓ岰岞⾃発的なۋ۞意の⾼い地ય峊と、岰まくいく૭能性岶ある岶、峇岰でない場合、
ཟ発から始めなけれ峚ならない岞また、੫業や๘、団体な峓の社会資源岶ない場合もである岞 
サービス開発⽅法について岞 
地域包括⽀援センターの動き岶、ቐ峽峓地域に⽬をけていない 

 
と峂たਡ  �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
地ય岾とに、担い⼿ു成をこれからするべく、ਫ਼ୈしている岶、すでに୦ららの地યの活動に関峹っている⽅岶峥と峽峓で、ৗ
しい⼈を担い⼿にできないでいる岞 
⾼齢৲と⼈ઠଷによるૌႧ৲により、地域福祉の担い⼿となるい層の嵄ランティア岶Ⴖᇆするの岶⽬に⾒えていたた
め、⾼齢者岶⾼齢者を⽀えるしか道峙ないとਖ਼しり組峽峊岞年ਯを重峗ると⽬ఏやニーズも⾼くなり、ৗたに担い⼿と
なる⼈岶ල単に峙加峹りにくい࿇೧ਞ岶広まった岞ਝ⽴時のメン崸ー峙⾼齢によりし、ৗしい⼈岶োってこない岞結ટ、
⼈ਊたりの活動の担岶ੜえるとい岰ப環を⽣峪岞や峙り、時にい層を成しな岶らଓౄしていくためのしく峩
やサポート岶必要と峂ている岞⾏政とৼの上ポイント制を組峩峽峊ことにより、い層の崹ートを౻⽤すること岶でき、
活動のႸ野を広岼ていくことでઊ開していくことをெดしている岞 
いくつかの嵄ランティア組織岶活動している岶、担い⼿の不ଌ峙മであり、ಲ者岶ないために、活動を中ૃ峅峀るを੭な
いサ嵕ン等岶ある岞 
住⺠に働きかけている岶、必要性の理ੰ峙あっても、ৰの参加につな岸きれていない、০峙とにかくཟ発にめている 
介護保険によるサービス岶始まるまで峙あった、住⺠のஃけ合い岶⼤きくした岞ਰ、住⺠のஃけ合いの中⼼的なメン
崸ーであった⽅ر岶⾼齢৲し、ৗたな住⺠のஃけ合いをગଡണできるかしい岞また、ਠ場の第で活動する市町村
社会福祉協議会職員の多く岶、ਘく峇岰峂ている岞 
様رな⽅法で、ۇۅ活動を⾏っている岶、利⽤者のಇびにૻべると担い⼿のಇび峙い岞০も、介護保険サービス事
業者等をஅめて発していく必要岶ある岞 
嵄ランティアの⼈౫確保 
⾼齢者の社会参加について、岾⾃ମの興のある活動に峙参し、ಲਢしてຘけるとઓ峹れる岞しかし、⽣活⽀援につい
て峙、ニーズ岶⾼く、⼤事なこと峙ၴも岶理ੰできる岶、ౙ労も多いನ、ৰに活動に参加するの峙福祉的な意岶⾼い
⽅に定される岞ৗしい担い⼿として福祉な峓に関⼼のない⽅をඕきめる峊けのා発౫મを峓岰ંしていくのか岶課題岞 
地੪のયশをඕき峽で੪ਞな⾼齢者を対に⾏岰定です岶、⾏政の⽀援のもとに全市のયশをඕき峪事岶লਟ
るか峓岰かです岞 
ଽいૐ岶多く、嵄ランティアによるશ⽀援についての意にಿ岶あるため、担い⼿の成岶進まない岞（ੇ族・親
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と峂たਡ  �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
族⽀援のર先意）ま峄ମ内岶峩るべきとの岞ৰ峙活動している岶、ر⼈の関係で成⽴っており、サービス組織৲峙
しいと峂ている岞 
担い⼿（嵄ランティア等）の発൘・ു成、௺ଁ峊ててੑ的なു成を⾏っていないため、担い⼿不ଌにีっている（ڰ）
利⽤ニーズに対して、協⼒者の⼈ਯ岶不ଌしている岞地域の岶い者⽀援のۄۅۃと協働してಖ神૩の⽅رにも協
⼒会員として活動してもら岰な峓、を広岼よ岰と⼒峙している岶、০、さらに市⺠の⽅رへのళびかけ岶課題となる岞 
担い⼿の⾼齢৲にൣい、ཹಸの課題としてのੳ峙あるものの、ใோのイン崽崑ー嵆嵓を中⼼とした社会資源にってしま
岰ൊにあり、「発・ു成」に関し、峓のਡからା⼿・進めるべきか岶分かっていないਡ（⾃らの法⼈の課題でもありま
す）岞 
県ৣの⽣活⽀援サービスৰ団体（市町村社協、ۄۅۃ、⽣協、協な峓）とのネットワークをっている岶、会議や
研修のにਵ題となるの峙常に「担い⼿不ଌ、担い⼿の⾼齢৲」である、峇れ峈れの団体でੵして担い⼿ૐめ、ു成を
⾏っている岶、この課題をੰするためのฺ੧岶ない岞 
ਊ地域に峙ۄۅۃ法⼈も発ଌしておら峄、地域での⽣活⽀援の担い⼿岶不ଌしている岞峇の発൘に関してു成をஅめৰ
⾏岶できる嵆ン崹ワー岶ਠ在の包括・⾏政・社協に峙ない岞 
各ர嵄ランティアのു成講ౠを開ಈしている岶、年ر受講者岶っており、合峹峅てใோの嵄ランティアの⾼齢৲岶進峩、
ৗたな担い⼿の発൘岶課題岞 
担い⼿の発൘・ു成のに、いかに⽅たちを必要としているのかとい岰ことを地域のৰ情と合峹峅て意をもってਵし、ৼ
⼿の⼼に峜びくよ岰に伝えていくこと岶⼤事で峙ないかとઓっている岞峇岰した意で（ڰ）の項⽬峙発൘、ു成とい岰୴
のഫડに理ੰを進めるためのり組峩岶⼤事で、ここのとこ峷岶しいと峂ています岞 
担い⼿（嵄ランティア等）の発・ു成について、興をって୦かやって峩たいと峂ている⼈峙多くいる岶、ৰに⽣活
⽀援サービスを提供する担い⼿の⽴場になると、峇こまで峙しい岞担い⼿の⽅に峙ു成研修な峓を⾏い、定の資質岶
必要であるとઓ岰岶、事業所岶⾏岰業ਜと౮なるため、峓のங度ிભを担ってৰしてもらえるのか岶不安である岞 
・多様な担い⼿のつに想定されている地域住⺠・地組織にとって峙、జ活動にৗたな活動岶加峹ることになり、役
員等のႨ岶লること岶⼼配されます岞・各地域で、必要なサービス岶明らかになったとしても、地域事情な峓から、サー
ビスの担い⼿確保や⽀え合いのல組峩岶峂よ岰にできると峙りま峅峽岞住峪地域によって、受けられるサービスに違い岶
লること峙、峇れ峈れの市町村として、ಅ容される（や峪なしとਖ਼される）のでしょ岰か、峇れとも質な確保を⽬指
していくのでしょ岰か岞 
০まで峙岰まくっていました岶、岶ல事をつ時৻になり、い⼈の参加岶なくなってきたਡ岞⾼齢者の参加峙ありま
す岶、先を考えると⼿の参加もとても⼤જ峊とઓっています岞担い⼿発岶崓崖 
ਠ状の地域嵄ランティアの担い⼿峙５ୃڬ৻からୃڬڳ৻の性岶中⼼であるため、ਠ在の活動を、ಲਢす
るために、⼿層や੬性の活動参加者岶必要となる岞嵄ランティアの層を広岼るため、ૌுに峙団਼৻を対とした嵄ラ
ンティア講ౠの開ಈを⾏っていた岶、ୃڬڲਰఋのગ౻⽤の制度もあり、ৗたな担い⼿の発・ു成峙ઓ岰よ岰に進まな
いの岶ਠ状である岞さらにੇ事援ஃ等の在宅⽀援の嵄ランティア峙、⽀援を受けるડと対の活動のため、の嵄ランテ
ィア活動とૻべしくઓ峹れ、参加者ਯ岶ಇびないਠ状である岞 
担い⼿（嵄ランティア等）の発・ു成について、嵄ランティア団体の活動に対するஃ成を⾏ってきた岶、なかなかஃ成対
の嵄ランティア団体のႸ野岶広岶らない岞介護保険法制度改正ਰఋ、⾼齢者のニーズに対し不ଌするサービス・⽀援を
担える峊けの⼈౫の確保・成岶課題である岞 
地域のい峷い峷な活動（அ嵄ランティア）に参加するメン崸ー岶、いつも峂౿峠れでੜえない岞（参加する⼈峙いくつもか
けちしている状ଙ） 
住⺠参加型在宅福祉サービスを本会において提供している岶、サービスを提供する協⼒会員のു成講ౠを⾏っていた岶、
参加者ਯのഊと⾼齢৲により者岶多く、担い⼿の確保岶ཹಸの課題である岞 
専⾨職のお岾りと⼿としての活⽤により住⺠の⼒を峇いでしま岰岞ৼ൩の関係岶௹さを峪峙峄岶、⽅的なଳਡにより
関係性を分する岞ৼ൩ൂோ岶、峇のગ⽣岶、コ嵇嵍ニティ⼒を成していく໖となることに、எたち専⾨職岶ਞづいていな
いਡ岞 
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と峂たਡ  �（4）担い⼿(嵄ランティア等)の発・ു成 
事ਜ業を担ってくれる⼈౫の確保 
介護保険業ਜ峙市町村岶ৰ主体である岶、ଵ内の市町村から峙「本ਊにۄۅۃや嵄ランティア岶受けとなりえるの
か岞」「サービスの質のৣをഃくことなく⾏岶૭能か岞」「都道府県でଁした単ਝ定をするべき岞」といった課題・ਖ題
ਡ岶多くলている岞ৗしい総合事業の本તৰ峙平成ڵڮ年ڰ⽉であるため、市町村峙০からスケジ嵍ー嵓をって
年とやるべきことをାৰにຄ⾏していかなけれ峚、⼤ೊにีるೃ念岶ある岞都道府県として峙、できるりڴڮ、年ڳڮ
の⽀援を⾏っていきたいとい岰ਘいઓい峙ある岶、ଃ源等のਖ題もあり、市町村岶峪⽀援岶なかなかできないの岶ਠ状岞
ଵ内全体のೲ上岼をる⽀援⽅法をெด中である岞 
プ嵕ジ崏クトや組織をলするために峙、やるਞのある地域のਁુ⼈౫岶必要である岶、峇のよ岰な⼈౫の発⼿法をま峊
体௺৲できていない岞（ုる） 
多様なサービスの担い⼿のർしলし岞 
・ၴ（峓こ）に峓峽なサービスを担っていた峊けるのか岶整理できていないこと岞 
૯ଘ市内で峙、全地યに地ય社協をਝ置し事業型としての活動推進を進めてきた岶、これからめられる役割として、中
間⽀援の機能岶必要になってくる岞地ય社協の中間⽀援としての機能を確⽴し、峇こを地域福祉推進の基ೕとした地域
のગଡണを⽬指している岞これを地域包括ケアの中で⽣かしていくために峙、地યに対し地域福祉の専⾨職の介ো岶必
要と考えている岞 
担い⼿（嵄ランティア等）の発൘、ു成岶岼られます岞ਠ在も、嵄ランティア峙৺ڬڳ位峙います岶、さらに多ர、多
様のニーズに応えられるਯとなるとないし、広報、ఢੴ、ു成等岶不ଌしている 
活動の広岶りにより、担い⼿岶ଌりなくなってきている岞০、団の਼৻の社会参加へのலෳけをしていこ岰と考えている 
活動したい、団体を⽴上岼たい等のਵ峙ある岶、い峀部に౷峩峪とຒ峩してしま岰事岶多い岞ྼ、⽴上岼たメン崸
ー間の想いに崸ラつき岶あり、分ੰも多رあり、ൎଐしでฉびのએ岶ਘくলてしま岰岞 
嵄ランティア団体間の連携（意のુથ৲அ峪）と協働体制（役割分担のコンセンサスづくり） 
介護ଆ事業として、平成１ڵ年度から体ඝ指をു成しਠ在も１１ڳの体ඝ指岶定期的に体ඝ教を
開ಈし平成５ڮ年度峙భڵڴڴの教開ಈでభڬڵڮڬڮ⼈の⾼齢者岶⽣െとして参加している岞しかし、介
護ଆ教のための介護ଆ嵄ランティアも年ു成講ಆ会を開ಈしている岶、ৰに嵄ランティアとして活動しているの
峙گ分の１ங度となっており、性岶多く੬性の担い⼿岶ない岞੬性について峙岥体ඝの指岦のよ岰に⽬的岶ある内容
に峙参加しやすいので、岥ઈૡ岦岥⽇⼤ੵ岦のよ岰に⽣活⽀応サービスの中でも具体的な活動内容に特৲した嵄ランティア
成を⾏岰な峓のੵ岶必要である岞 
嵄ランティアや地域⼈౫の発൘、ു成⽀援峙、もともと地域福祉活動のஉୌであり、社会福祉協議会岶੪ਟா的に
り組峽できた分野であるため、⾏政として特に活動峙されてこなかった岞০峙峇れらを崸ックアップする体િ岶必要岞 
様رな組織・機関等岶ある岶、地域福祉を推進していくଜഈの地域住⺠である「担い⼿」岶いない状況である岞 
・⽣活⽀援の岥担い⼿岦のੜਘ岶ཹಸの課題です岞 
① 域福祉の中றとなる岥社会福祉協議会岦への༃峹りからຜし、岥થ活動岦を୯加し、ૠ৺条項な峓で明確に明

੶することで、岥担い⼿岦のੜਘとಡ峅て社協の職員の意୵にもᇽ岶ると確ਦします岞（成の岥ჶ岦です） 
② 岥要⽀援者への⽣活⽀援サービスの活動ા岦岶ڬ５〜ڬڰ৻の主എ層の参加を促進する嵔嵁嵓のපস岶必要で

す岞（例、ਈ൛সٔ活動ৰા岟交ৢા等岠ٙ৺１ڬڬڬط時） 
様رな組織・機関等岶ある岶、地域福祉を推進していくଜഈの地域住⺠である「担い⼿」岶いない状況である岞 

 
と峂たਡ  �（5）担い⼿（嵄ランティア等）の活動の場の確保・調整 
・ૻຎ的い਼৻の参加促進・年৻ਖ峹峄関峹りのුい住⺠のੳੴ度の上、理ੰや協⼒・⾏政との連携・協
働、ビジョンのુથ（た峊し峇の年度により度に差岶あり） 
地域に対して⽀援者ડ岶ニーズとして提੧をするも住⺠峙必要としないਠ状岶௬された（⽀援者と住⺠とのニーズの嵇
ス嵆ッ崩のੰ岶০の課題） 
担い⼿のൌ、要に岰まく嵆ッ崩ン崘さ峅ること岶できない岞地域の中でၴかの役に⽴つとい岰意のਖ題を峓岰⾼めていっ
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と峂たਡ  �（5）担い⼿（嵄ランティア等）の活動の場の確保・調整 
たらଐいのか課題岞 

 
と峂たਡ  �（6）活動主体間の組織৲・連携ਘ৲ 
福祉௺ۄۅۃ岶ないこと、⾏政岶ۄۅۃとの関係にຯれていないこと、事業者と嵄ランティア団体やۄۅۃとのமਡ岶
ないこと岞 
介護保険事業者で峙೧い峩岶あり、ஃけ合いの活動を受けていた⽅岶要介護状ଙになりと、⾃分の事業の峩サービス
を利⽤さ峅る様にする事岞介護保険の活動とஃけ合いの活動をુに受ける様になれ峚ଳ野岶広岶ったり、対⼈関係岶広
岶ったり、⽣き⽅や⽣活の質岶上岶る峙峄です岞 
住⺠の⽣体成や組織৲峙、プ嵕セス岶重要岞োઠをまち岶岰と⾏政からのまれ嵄ランティアのよ岰になり、発னやಲਢ峙
峪峄かしい岞かといって「さ峽岶主体です」と୴で伝峹るものでもない岞コ嵇嵍ニティワークのຩを活⽤すること岶必要とઓ
岰岞 
活動主体岶શにニーズൂを受け対応している岞ま峊、ニーズ・資源把握のమにあり、⾏政としての⽅ଉ岶不明確で
あり、組織৲するにඹっていない岞 
થੇ事援ஃサービスについて峙、൩いに交機会岶あった機関・団体と峙不定期に情報交換等の機会峙ってきた
岶、੫業、ۄۅۃとય内峊けを活動୩域としない団体岶多く活動団体岶把握しきれない岞峟れあいサ嵕ンについて峙、ય
内である岶、ుญ・岶い（岶いரશ）・⾼齢の୩域や、⽴ち上岼岶住⺠、団体、⾏政、包括、੫業な峓多੪৲
し、全体をිၨしきれ峄、社協岶⽴ち上岼に関峹った団体の峩ڬڲ嵝所の連൪調整にまっている岞ৰに峙峇のਰ上
の居場所づくり等の活動岶あるとઓ峹れる岞 
関係機関や、活動団体等、峇れ峈れのニーズ岶౮なるのでુৢ、ુથにと峓まっているの岶ਠ状でਘ৲まで峙進峽でいない
事 
 や嵄ランティア団体峙ある岶⾼齢のため休༒状ଙ岶多くۄۅۃ
地域の活動団体峙組織されている岶、৻者等岶峹るとਬきಲ岸岶ないためಲਢしたり組峩岶できない岞⼈౫の発
൘等岞 
⽣活⽀援の活動主体⾃体岶不ଌしていること岶つ岞さらに、関連する事業体（介護事業者等）に⽣活⽀援の基ೕ
りに対する意岶いこともあり、連携のਘ৲、組織৲峙これから岞 
ଯ賀中部広域連合峙ڰ市１町の連合体として保険者業ਜを⾏っています岞峇の市町村と連合とい岰組織のଙ上、ৰ
の活動主体との連携を地域包括センター岶担い、地域包括センターとの連携を市町村岶担っております岞ଡ成市町の
つさま峀まな地域事情や資源のု在、活動主体に関して連合としてコーディネート、連携調整していく部分に関して峙課
題岶多いと峂ております岞 
⽣活⽀援サービス⾃体をあら峰る団体岶ৰしている峹けで峙ないため、組織৲にඹっていない岞 
活動主体の組織৲について峙、嵒ー崨ーとなる⼈౫岶必要である岶、峓この地યにでもいる峹けでなく、なかなか組織৲岶進
まない地域もある岞嵄ランティア活動峙本⼈の意によるとこ峷岶⼤きく、⼈の成もઓ岰よ岰にならないこと岶多い岞 
 岶全くないため、峓岰するのか峹からない岞ڮ、１
地域における活動主体間の組織৲・連携ਘ৲峙、地域の⽣活⽀援等サービスの提供体制を整備していくにあたって、不
૭ಳな事項であるとੳしている岶、住⺠主体の活動やۄۅۃ、社会福ฦਝ、地団体、協組合、⺠間੫業な
峓、多様な関係主体間で峇れ峈れ地域の主体性や൩ஃの活動の活発৲を༛૩することのないよ岰に、定のஆ⽴性を保
ったで、調整し活動していくこと岶ாめて重要であると峂ている岞 
活動主体に峙、⾼齢者を対とする団体峚かりで峙なく、ుญ、૩者を対とする団体もある岞また、介護保険事業を
中⼼とする団体や、介護保険ਰਗのサービス提供を⾏っている団体な峓、多ர多様であり、ુৢの課題を⾒লすこと岶
しい岞 
・活動主体間の組織৲、連携ਘ৲岞・活動主体間での会議峙定期的に⾏な峹れる様になった岶、ネットワーク৲岶ま峊あ
まり進ま峄組織৲までඹっていない・৵学ય間で差岶あり、まちづくり協議会も特に差岶あり、市社協に活動ੇ岶なく、
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と峂たਡ  �（6）活動主体間の組織৲・連携ਘ৲ 
組織৲までにඹっていない岞 
組織としてのல組体制づくり峙লਟている岞特にથ在宅サービスな峓のイン崽崑ー嵆嵓なサービスについて峙、も岰し業
ரとの連携をつ⼒をしたい岞 
機関との連携やુથ岶ある岶、೧岶広く峙ない岞特に、地団体等の活動状況の把握岶課題です岞 
組織৲、連携体制について峙、ま峊ౄ分で峙ない 
地域の中に峙すでに多くの組織や協議体岶あるため、⽣活⽀援に関する協議体ਝ置に峙ੵ岶必要と峂ている岞介護
保険関係事業所や包括による地域ケア会議のよ岰な情、スタイ嵓で峙なく住⺠༦会のよ岰なスタイ嵓をる⽅岶ిજ
で峙ないかと峂ている岞 
地域で嵄ランティアを組織৲、峇してਘ৲すること岶であると考える岞地域で課題をુથすること、活動をಲਢしていく
ことの峪峄かしさ岶ある岞地域に峙地域の໓岶あり、例え峚⼒をっている⽅௷きで峙ਵを進められない岞また峇の⽅رの
協⼒もないと進峽でいかないと考える岞 
・థ๚した嵄ランティア団体やใோのサ嵕ン活動との役割分担や連携や課題・⽣活⽀援の基ೕ整備の必要性を峂な岶
ら、さま峀まな団体岶地域ニーズに໌した活動をன開している岞しかし、介護ଆ事業（参加できない⼈、参加しない
⼈）と介護保険事業（శჾਊ）の間でશニーズ岶ੜえてくると想する岞 
・活動者の主体的な、組峩・活動者の⾼年齢৲ 
・活動内容について峙ਖ題峙ないとઓ岰岶、峇れ峈れの団体により組織の在り⽅岶違岰ために、峓のよ岰に進めていくのかਖ
題である岞 
・地域内の多様なサービスを提供できる団体ྼ峙組織の連携（協議体ء）づくり岞・多様なサービスを提供できるの峙社
福や社協岶中⼼になっているので峙ないか（全বの市町村の事例から） 
 
と峂たਡ �（7）⽣活⽀援のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
・⾼齢者の介護ଆの௴ਡからとらえると、地域資源の担い⼿として、ਞち峙ある岶、体⼒的な峓のਖ題でলਟること岶
定されてくる岞⾼齢者や૩者やඐ労者な峓との組峩合峹峅で、ニーズに応えられるல組峩り岶লਟないかをਫ਼ୈし
ている岞・⽣活⽀援サービス峊けで峙ੰৠできない法的なこと、例え峚⾼齢者岶ো所、োした時の⾃宅のଵ理（ൃ峪し
りやのᗭ定な峓峙ఘ法છ、⽣活峙社労な峓との連携を峓のよ岰に⾏岰かをਫ਼ୈ岞またਡᅙ中のੳੴඪの⽅な峓
岶、ਡᅙを௷かないよ岰に⾒ஹる、⽣活⽀援とਡᅙを峖く่護師を峓のよ岰に組峩合峹峅るかをਫ਼ୈ中 
①⽣活⽀援サービスを提供する担い⼿のു成②サービス提供を⾏岰上での活動主体間の連携や組織৲の課題③峓こま
で⽀援サービス提供をすべきかのਖ਼峙峊れ岶⾏岰のか④把握した⽣活⽀援ニーズౄଌのために⾏岰地域資源との嵆ッ崩
ン崘⑤上੶のよ岰な活動ৰのためのコーディネーター配置のଃ源やサービス提供部分での৽ાのഫ付けな峓 
住⺠رのり事を峓のよ岰なで、地域資源としてるために、峓のよ岰な関係機関と連携・ુથするのか、⾏政と峥かの
機関との役割分担岶である岞（社協としての役割岶多い）ڀ⾏政岶ா的に推進した⽅岶よいのか岞 
地域⽀援のニーズ岶把握と資源の൘りକこし（調ਪ岶上岶ってから内容分ෲをする） 
制度峊けで峙⽀えきれない部分を地域の社会資源でଓってもらいたい岶、応峂てもらえる資源岶ない岞地域組織岶ൠ৵৲
している岞 
৵ૠெかつ部分的に組峽でいるの岶ਠ状岞地域住⺠を対として地域包括ケ（をきڴ・ڳ）（ڬ１）〜（１）
アや介護保険改正、さらに峙⽣活⽀援の必要性な峓の学ಆを進めているమ岞主体的に受けとめてもら岰に峙時間岶かか
り峇岰岞 
県社会福祉協議会とい岰性ત上、ৰに⾼齢者の⽣活⽀援ニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘を⾏岰こと峙ወである岞
峪し峷、峇岰いった嵆ッ崩ン崘岶できるよ岰に市町村社協を峙峂めとした関係機関へ⽀援を⾏岰の岶主となる岞 
⾼齢৲૨岶٫ڬڰを௭えている中で、੪ਞな⾼齢者を地域資源とኇえ、活動の中⼼となっている岶、⾼齢者峊けで峙組
織৲をる事岶でき峄連携や⽀援岶必要となる岶、地域住⺠主体でৰする活動を峓のよ岰に、峓こまで⽀援するのか岶
しい岞「⾏政にしてもら岰」とい岰意をえなけれ峚ならない岶ؼ岞 
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と峂たਡ �（7）⽣活⽀援のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
地域によってニーズ岶さま峀まであり、地域資源の発൘といっても、資源開発できることとできないこと岶あり、意ਗとニーズ峙
開発できないこと岶多い岞 
正ઉ、峓こから⼿を付けていいのかฎ峽でいる岞 
地域資源についてあるங度峙把握しているものの、全ての地域資源を把握できているで峙ない岞また情報のಌৗも必要
である岞また、⽣活⽀援を必要としている⽅のニーズも様رであり、峇のかいニーズに対応できる地域資源を成し、峓の
よ岰に嵆ッ崩ン崘するのかとい岰崶ウ崷ウ岶ない岞 
様رなサービスの調整岶・થ、૮の嵄ランティア・地域で⾏岰もの、団体で⾏岰もの、⼈で⾏岰もの等 
⽣活⽀援のニーズとして峙、地域にᅎいて峙「○○さ峽に峙ٸٸ岶必要峊」「こ峽なサービス岶あったらいいのになあ」とい岰ニ
ーズや課題岶具体的に⾒える岞また峇れらに対応でき峇岰な社会資源や地域資源等も情報ਁ開等のல組峩をଡണすれ
峚ো⼿峙૭能峊岞ਖ題峙、峇れらを嵆ッ崩ン崘するシステムとサービス৭උ岶૭能となるまでのサービス岶⑫岰のか、ਊએ峙供
ஔડ岶୯い付かないので峙ないかとઓ岰岞「地域⽀え合いづくりや必要なサービス峙、⾃分たち（の地域）でつくる」とい岰市
⺠ડのಁ༔も必要かとઓ岰岞 
⽣活課題をもった本⼈についてఢ೧の⽅からৼ岶োり、訪ਖを開始するも、本⼈⾃ମ岶峇の課題を受容しておら峄、本
⼈意岶੭られないケース岶多い岞ྼ、ๆとのトラ崾嵓岶ਢいている⽅峙とくに関係ଡണにౙ慮している岞 
とい岰より、ਊଃ団の事業岶、ৼ機能をき、੪ਞ⾼齢者を対にしていることから、⽣活⽀援のニーズのቐ峽峓を
把握していない岞 
・ଢなきଢを࿆えるମな地域でのல組峩づくり岞৵・中学ૅય、市町域に峙定の社会資源岶ோ在し、ニーズを࿆岰⼈
ઠたるৼษઠ峙ৼ応に整備されている岶、ଢなきଢを࿆い上岼るல組峩岶ମな地域にない、あるい峙࿆えている
⼈౫岶いても峇れをつな岺機能岶整っていない岞・શのニーズに対応できる資源開発岞制度ਗ・間の課題ੰৠをる
資源づくりに峙、地域（住⺠）⼒岶不૭ಳ峊岶、⼈ઠ৲で地域ோ⽴⾃体岶峠まれる中で、いかに資源をୗし
ていくか岞 
利⽤者のアセスメント、⽣活⽀援プランづくり、嵊ニタ嵒ン崘岞また、社会資源開発や地域の社会資源とつな岶っていくことな
峓、かなり専⾨性の⾼い業ਜです岞単に社会福祉等の資ત岶あるからとい岰ので峙డしい岞⼈の⼼にళびかけ、োり
峩、動きをつくる⼈౫岶本ਊに確保できるの峊峷岰か岞০までこ岰いったコ嵇嵍ニティー崥ーシ嵋嵓ワークをৰするワー崓ー、つ
まり⼈を動かす⼈づくりにおসをかけないੁ岶ਢき、職⼈഼的な部分にっていた崬ケ岶ってきているよ岰なਞ岶する岞こ
岰いった機会、時਼に、یۈڸな峓の⼈౫成におসをかけること岶必要です岞০のままで⽣活⽀援コーディネーターを地
域にଛりল峅峚、ใோの事業や活動を事業৲（多の資সをିো）する峊けで、本ਊの⾃ஃ・൩ஃ的な活動、地域
活動を⾼める峓こ峷か、さ峅るതれ岶あり、５年、１ڬ年先に、ਠ在⾃でやっているものまで、さらにਁ的資সに
るよ岰な事業（活動）になる૭能性岶⾼い岞かなり住⺠⼒を⼤事にできるコーディネーターു成をやらないと、包括ケア上
の峂ଷをりନすਞ岶します岞 
地域包括⽀援センター職員の質のਖ題峊岶、要⽀援者のケアプラン成の峩に୯峹れ、⽇常⽣活⽀援に対する理ੰと
必要性に対するੳ岶いこと岶ೃ念される岞 
嵆ッ崩ン崘をしていくためのல組峩づくり岶লきていない岞 
ୢ機関・福祉ਝとの連携岶ൠい（⾃で保થしていないため、ਠ在峙⾏政機関にৼするで対応している）岞 
市町村の意⾒等を౷まえると、ま峊峹岶町に峓のよ岰な資源岶あるか全てを把握できておら峄、多様なニーズに対して、多様
なサービスを嵆ッ崩ン崘する機能をથしていないため、岰まくサービス岶提供できていないと考える岞০峙峇のல組峩しっかりと
ること岶、サービスのౄৰにつな岶るものと考える岞 
શの⽣活⽀援に関峹るニーズ峙、লしにくいものや、また、制度の間にあること岶多く、ਁ的サービスを始めとした地
域資源の利⽤を౯するൊ岶ਘいため、શのニーズを地域資源等に結び付けること岶な課題岶ある岞 
 
と峂たਡ  �（�）住⺠や活動主体の活動のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
介護保険や⾏政峩、⼈主義の考え岶ま峊ま峊地域に峙あるので、住⺠や活動主体の活動ニーズと地域資源の嵆ッ崩
ン崘をするための⼿⽴て峙これからの課題岞ୃڬڲ৻やୃڬڳ全ಹの⽅たちの⼒岶地域に峙౬あるの峊か、地域資源
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と峂たਡ  �（�）住⺠や活動主体の活動のニーズと地域資源の嵆ッ崩ン崘 
としての理ੰを広める⼿⽴てとଡണを峩峽なで考えていく必要岶ある岞⾼齢者峊けでなく⼦峓もも、૩者も⾃⽴しな岶ら⽀
え合い岶⾃ேにলਟる地域づくりを⽬指して岞地域や地団体、⾏政との協⼒の在り⽅もこれからの課題岞 
多様な⽣活⽀援のニーズに対応できる、住⺠や活動主体の活動ニーズ岶あるのか峓岰か、また地域資源との嵆ッ崩ン崘を峓
こで、ၴ岶、峓のよ岰に担岰のか、市町村岶地域のৰଙを把握した岰えで峓のよ岰に対ੁを講峂ていくのか等ر、課題峙
しております岞しかし、本県の担い⼿である住⺠の⾼齢৲の進⾏、⼈ઠの中で峙あります岶、ா・ટჴにり組峽で
いかなけれ峚ならないとઓっております岞 
住⺠嵄ランティアの活動岶峓こまで期待できるのか岞期待やிભ岶められる嵄ランティアの成峙なかなかしいとઓ峹れ
る岞 
地域資源の状況把握岶ま峊不ౄ分なために嵆ッ崩ン崘にまでඹっていない岞 
活動の役割（೧）を峓こまで担岰のかをഊ岰岞 
住⺠ニーズと活動主体ニーズとのુৢ課題を整理し、峇の地域にある資源（嵊崶・崺ト・崓ネ・情報等）を൩いにವ੭し上
で、峓岰結び付けていくか岞また、住⺠主体でਢ૭能な嵆ッ崩ン崘を⾏岰上で峙、地域の⾃治体（役員等）の連携峙必
岞しかし⾃治会役員において峙ભ期岶あり、ா的な⽅と峇岰でない⽅とで峙、峇れなりの時間を要す岞推進するડとさ
れるડのആ度差峙、ਊੂからあることを提に地域性を考慮した上で嵆ッ崩ン崘等⾏岰岞 
⽀援を必要とする⼈とを⽀援する⼈峙、౿岶分かる関係である場合（所の⼈等）峙上⼿く嵆ッ崩ン崘する岶、ੴらない
者の場合峙お൩いにಿ岶ある岞コ嵇嵍ニティの࿅しい住⺠峙⽀え合い岶しい岞 
・ま峄住⺠のニーズの把握岶ે分でないことと、ニーズの多様৲岞・多様なニーズに答えられる資源岶ない岞・地域のત差岶
広岶っている岞・嵆ッ崩ン崘の機能をつ機関岶૮い岞 
所രしている部౧でઉமৰしているで峙ないため、社協等との連携岶必要である岶ે分で峙ない岞 
市町に地域資源岶౮なるなか、広域的なコーディネートのટ的な進め⽅ 
担ਊૅયの１つで峙ある岶、崜嵇লしやେ等ちょっとした⽀援を⾏岰ための嵄ランティアの組織づくりを⾏岰ために、ૅય社
会福祉協議会の役員等と全਼ఝを対にり岾とのアンケート調ਪをਫ਼ୈした岞アンケート⽤を成し、各⾃治会শ
へアンケートの⽬的等について説明を⾏ったに、⾃治会に峙アンケートの配ഘおよびઽ⽅法についてのல組峩岶ないた
め、全਼ఝのアンケート峙で峙ないかとの意⾒岶লた岞লਟるとこ峷から⺠⽣員等の訪ਖ活動の中でアンケートをৰ
するੑを⽴てている岞 
 
と峂たਡ  �（9）地域住⺠に対する活動のཟ発 
地組織峙具体的な⽣活⽀援体制になっているとこ峷峙૮に等しく、住⺠主体によるサービス提供体制のଡണ峙、ڬ
スタートとなるため多くの時間岶割かれると考えられる岞০住⺠、યশ会、⺠⽣員対にཟ発活動をਘ৲し情報ુ
થの中での推進岶まれる 
① 地域の中でਫ਼を⾏岰、協⼒いた峊く⾃治会との関係性のଡണ岶必峊岶、ਦ関係をണき、岾協⼒を੭ること

岶とてもしい岞 
② 地域住⺠岶০までの⾏政サービスᄵ受型から௷けলし、地域コ嵇嵍ニティでのஃけ合い型への意の৲岶କきにく

い岞ٙۄۅۃ嵄ランティアٙ૮、特શのၴか岶やっていることとい岰ླྀり峩岶あり「地域活動」「市⺠活動」への理
ੰ、参岶すすまない岞 

上੶事業を৽て、嵊デ嵓地ય峙⾃主サ嵕ンとなってಲਢしていくよ岰に⾏政、社協峙⽀援している岶、⾃主ઈを要となっ
て⽀えるથಂ（嵄ランティア）岶地域によって峙なかなかਠれない、たないとい岰એ岶あり、地域の関係性を⾼める峓こ峷
かൌු৲していることを൱する岞 
事業を岰まく活⽤するために峙⼈౫確保岶必である岞圏域岶広く、峇こ峇こで್える課題や資源に差岶多いため、崹ッ崩ワ
ークૄ事業岶⼤જと考える岶、ஆ⾃性をもった活動をしていくために峙、地域住⺠峙もち峷峽、事業の主体である担ਊから
の理ੰ岶必要である岞しかし、⾏政とい岰ਁ的な⽴場で峙、「ஆ⾃性を峓岰やってって⾏くか」岶০の課題でありさらなる
ੵ岶必要になってくる岞 
地域住⺠を活動の担い⼿とする⼤きな⽅性岶ある岶、峇のためのཟ発から活動の担い⼿となっていた峊くまでに峙
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と峂たਡ  �（9）地域住⺠に対する活動のཟ発 
を峂る 
ৗたな地域資源・サービスの担い⼿峙不ଌしている岞しかし、定の⼈ر（⼼の⾼い⼈ر）峙ใに活動を開始してい
る岞この層を広岼るನにも、またཎ在的ニーズとサービスとの嵆ッ崩ン崘のನにも、広く地域住⺠の⼼岶⾼まっていく事岶不
૭ಳである岞市の広報等でのཟ発峙⾏峹れている岶、ਊ事者意岶ුく、活動岶広岶っていかないと考えます岞 
介護保険制度改によるৗしい「介護ଆ・⽇常⽣活⽀援総合事業」について峙、部の関係者間での議の域をল
ていない岞「⽬指す地域社会൸」「介護保険制度改を౷まえた要⽀援者等への地域での⽀え合いのあり⽅」「⾃治体
主による地域で⽀え合岰ல組峩づくり」といったਡについての市⺠・住⺠による議をକこし、ੳのુથと合意成を
進める必要岶ある岞峥と峽峓広岼きれていないの岶ਠ状である岞 
厚શય峙⼈ઠ１گਐ⼈ڲ地યの連合町内会で成り⽴っている岞上੶の活動ன開をਡからએにするにਊたり、１地યの
連合町内会（⼈ઠڬڬڳڴ⼈⾼齢৲૨٫ڬڰ）から峙、ڲڮ年度事業ੑの中で、地域でのり事ੰৠへのৼ
ษઠとして正ૄに組峩まれた岞連携先の⽀援なしでல組峩をଡണした岶、調整に峙ઓったよりশい時間をાやした岞課
題ੰৠへ峙、০ৗしい制度「⽣活⽀援コーディネーター」のல組峩岶লਟる事により、ఢੴのನの広報によって峙、ଫく
૨的に、地域をએとしてଡണできるとઓ峹れる岞 
地域住⺠に対する活動のཟ発①住⺠の関⼼岶ුいために活動に参加してもら岰のに峙ౙ労岶⽣峂る②୦度も地道
にコ崬コ崬とଢෳけをしていく必要岶ある③ૐまってもら岰ためのੵ・லෳけ岶⼤である 
ਊセンターの業ਜとして、⾼齢者の⽣き岶いや地域の⽀え合いを進めるため、੪ਞな⾼齢者岶ൎ間とともに、⾃分のੴ
やૼを活かしな岶ら、地域の社会参加活動にり組峪よ岰、崹ン崽嵔ット、嵃ーム嵂ージ、セ嵇崲ー、県内各地での交会
等を⾏っている岶、（ਊセンターのఢੴをஅめ）ે分なཟ発にඹっていない岞 
・団体連൪会の会員ਯ岶ಇびない岞・⾏政からのଓஃ岶ないと、団体連൪会のઈ岶成り⽴たない岞 
地域住⺠に峓のよ岰なでཟ発を⾏っていくか岶ਫ਼ୈ課題となっている岞地域住⺠とのആ度差や、地域により環境એ
等で⼤きく違いもあるため峇れ峈れの地域に合ったཟ発岶必要になってくると考える岞 
住⺠主体を成することのしさ峙、⽇ႃより൱જに⼤であると峂ている岞崓ネを配ったり、こちらのੁを⽅的に
しつける峊けで峙、住⺠主体の活動峙成されない岞住⺠の⽅へ課題を課題と峂てもらい、峇の課題をੰৠするために峓
のよ岰な活動をன開すること岶ましいか、住⺠⾃ମで考えていた峊くことを⽀援するとい岰地域福祉推進の⼿法を上⼿く
りোれていくこと岶⼤事であること岶峹かっている岶、なかなかしい岞地域包括ケアシステムଡണ峙、ၥ⼤な理であり、
この住⺠主体の成岶⽣୵であるといってもૌで峙ないと考える岞 
様رな活動を⾏ったとしても、意をち、参加いた峊くまでに峙、੧内ڀఢੴڀきっかけりڀ参加ڀಲਢとのプ嵕セス
岶必要で、ಌにੴり合いやൎ間をおාいいた峊くことで参加者のੜ加岶める岞しかしな岶ら、つでもബすると、参加ま
でに結びつけること岶しい岞また、地域の中でশ年に峹たりଡണされた⼈間関係岶ೲఈにあり、参加をῷῳされること岶
多くに峂た岞 
⾏政や社会福祉協議会の協⼒岶੭にくい 
団体へのۇۅ峙連൪先岶峹かるのでഖଛな峓のでੋま峅るನか、連൪会のோ在をੴらない住⺠岶ಓ的に多い岞 
関連する（福祉等）組織への説明で峙理ੰされること峙多い岶、地域の⼈たちの説੭峙しいこと岶多い岞これまで広く
県域での組峩峙成ટ岶ഊってきている岶、関⼼のないମఈ内の理ੰ峙なかなかؼ岞 
 
と峂たਡ  �（10）⾏政・関連機関との連携・情報ુથ（ੁ⽴੧にけた提੧等） 
１、ଽો市と௹⽥市の間の町として嵇ニ団地開発岶進峽できた৽༬岶あり、団地岾との⾼齢৲とアクセスのਖ題峙ႀ
෩岞また部ૐ合体でলਟた町であり、地域の特性岶ਘいこと、ૡো者との合も基本的部分で峙লਟていない岞市中
⼼で⾏岰事業岶主となり、༘ൠ⾼齢者の参加のਖ題を理ੰしな岶ら、ଃ政的にな状況であるとともに、ۄۅۃ
団体へのਁ的ਝ利⽤、特にથ活動への理ੰ峙進峽でいない岞 
⾏政の⼒のোれ具合によって岞 
⾏政と対ਵの機会岶なく、情報交換あるい峙情報ુથすること岶しいと峂ます岞政ੁ提やシステムଡണを⾏岰に
あたり、団体峊けで峙しいਡ岶岾峀います岞市⺠を峙峂めあら峰る団体と૯のつな岶りをଡണしていくこと岶、⽣活⽀援コー
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と峂たਡ  �（10）⾏政・関連機関との連携・情報ુથ（ੁ⽴੧にけた提੧等） 
ディネーターに峙められていると考えます岞 
એや事業の理ੰ 
情報のુથ峙、会議や崹ン崽嵔ット等により⾏岰こと岶できる岶、⾏政との連携峙、担ਊ課のり組峩、担ਊ者の考え⽅で
౮っており、ੁ⽴੧にけてのり組峩峙協働して⾏岰こと峙と考える岞（ಗにえ峚、⾏政ડの考えに嵆ッ崩してい
れ峚ல組峩づくりや協働峙スムーズ） 
崥ーシ嵋嵓ワークやコーディネーション峙⽬に⾒えない活動であるので峇のૼやக岶ੳされにくく、県内の包括を⾒ても
福祉௺の職員峙఼⽤ଙもൠい⽴場に置かれ岶ちとなっている岞しかしな岶ら、ネットワークをつな岼ていく峇の役割峙০
必要であり、められているとઓ岰岞⼈の⼒峊けで峙なく০のよ岰な研修もஅめて崥ーシ嵋嵓ワーク岶ା⽬され、ᅩ
く峂ます岞⾏政職峙౮動岶あり、峩上岼てきたことを伝える峊けでも労⼒を要すこと岶なく峙ありま峅峽岞峇れも崥ー
シ嵋嵓ワークの部かもしれま峅峽岶岞 
市町村において峙、地域活動を担岰員（福祉、健೨、分野等）を多様に位置づけている岶、⽣活⽀援のଳਡで総合
৲、ଁ合৲すること岶できていない岞峇の⽅性を明確にし、具体的にコーディネートしていくために峙、市町村⾏政のৰ⾏
⼒岶必要である岞 
⽀援員等の役割を嵆ネジメント、コーディネートする組織岞指者の課題岞શ⽀援、地域⽀援における専⾨ੇ（ء）
の⽀援員等への理ੰ不ଌ岞地域でਈで住⺠にఞり岰⼈ଃの活⽤岶লਟていない岞 
⾃治体の担ਊษઠの૮理ੰをਘく峂ている岞こちらから働きかけ、やっと連携岶れても、担ਊ岶す岺に峹ってしまいؼ
のくりନしである岞 
⾃治体担ਊษઠの૮理ੰ岞 
ੁ⽴੧にけた提੧をলしてもの業ரとのැ峗あいや⼈情報等の⽀岶ある岞例え峚、間部の崸ス⾏等、タ
クシー会社とのැ峗あいで岰まくいかないな峓ؼ岞 
地域⽀援事業の担い⼿の発൘（嵄ランティア、થ嵄ランティア）し組織をっていこ岰と活動している岶、০の介護保
険の改正等にともない、⽅づけ岶不්明で、峹かりにくい岞 
⾏政峙、特定の団体の活動をなかなかੳめよ岰と峅峄、働きかけをしても、動き岶に峠い岞 
⾏政・関連機間との連携等（⺠協働役割分担を明確にآآ）情報・広報・資সએ等市⺠⼒の⽅へも理ੰ・協⼒
体制をآآ（ુৢ理念をちたい岶なかなか市⺠活動に峙ళびかけ岶ない岞）市⺠⼒岶あれ峚地域も活性৲につな岶
りਘ৲になるನ岞地域間ત差・డしいਠৰの中、್える課題やり組峩峙「⼼ある」たすけあい活動ৰᄷ者とુに⾒ஹ
り推進、地域包括ケアシステム整備、಼૩ൠ者⽀援のあり⽅動ಥ者⽀援のౄৰをりたいです岞ಌに⾃治体
の連携の必要性岶あると考えます岞 
各市町村における⽅性岶、明確でない（把握しきれていない）ため、ੁ⽴੧にけた具体的な動き峙これからと考
えている岞 
政ੁ提の場岶ま峊ない岞 
１、健೨福祉局⾼齢福祉部地域ケア推進課に峙、度となくଌをઈび、またஎુのネットワーク団体の会議にもா的
にলఆしていた峊き、事あるたびに嵊デ嵓事業を考えているのであれ峚ۄۅۃのネットワークの団体も⼿を岼たいので峇の
時峙ੴら峅てく峊さいと度رᆕっているにも関峹ら峄、広報૮しで社協にீ岼してしま岰⾏政の体質岶ਖ題ڮ、⾃治体の
担ਊ者峙ཱུっている岶上層部岶なかなか理ੰしてくれない岞 
⾃治体の担ਊษઠの૮理ੰ 
ਊ市の⽴ち上岼について市役所に୦度かਫ਼ୈ会参加をおൢいした岶職員の理ੰをなかなかえられなかった岞 
（）の団体として⾏政、社協へのళびかけを⾏な岰岶、受োれていた峊く事岶૮かった岞説明不ଌなのか（）の団体
とのુ働峙できないとい岰事なのか、ଐく分らなかった岞 
より先ฌ的活動を⾏っており、ਊ時峙本活動に対してಪਖ਼的な௬であったため、ਠ在でも峇のな岾り岶ある岞た峊ڲگ
年になって、時৻岶進⾏、やっとુથのき峀しである 
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と峂たਡ  �峇の 
 嵄ランティアの把握峙している岶、嵄ランティアの⾼齢৲峙ਖ題である（ڰ）
町として介護保険制度改正に合峹峅、総合事業での⽣活⽀援サービスを開始しているとこ峷である岞介護保険での嵀嵓プ
サービスより峙ฑໞなサービスに⽣活⽀援を⾏っている岞しかしな岶ら、⽣活⽀援について峙ニーズ岶多ཪなため、⾏政サー
ビスとして対応さ峅る内容とイン崽崑ー嵆嵓資源として対応すべき内容のਫ਼ୈ岶必要とઓ峹れる岶、基を峓のங度でਝ定
したらよいか⾏政として峙ฎ峪岞嵄ランティアをു成し嵄ランティアで対応しているものもある岶、地域によって嵄ランティア岶い
ない地域もあり地域によって活動にုり岶ある岞 
ઃの਼৻への崸トンタッ崩岞峓の様にଙ制をଲ備したとしても、理念にඑ、活動にુした⼈達峙ਢける事岶しい岞
ྼ、শ期のਟன岶ないと、峇の時رの制度の中で要・不要のਖ਼をしてしまい、しく峩峇のもの岶なくなってしま岰岞 
各市町村単位での活動で峙、地域のニーズに合峹峅てৰしていること岶あるとઓ岰岶、県のケア嵆ネジ嵋ー協会団体とし
て峙活動を⾏っていない岞 
・ଛサービスを始めるためのৼにଭり、情報提供な峓サポートした岶、開ਝにいたらなかった・ਊ市で峙⾒ஹり推進員を
地ય岾とにスタートさ峅るべき動きলした岶、地組織との意⾒岶分かれৰできていない岞 
ૡ居と地域ささえ合いサ嵕ン・⼦ોのਝ置を時に⾏ったನ、地域住⺠とのnな峂峩|に時間岶ෳかり（ਊੂ峙nあやしい
団体・教ੇ|ءとされた）ス崼ード岶不ଌしている岞 
活動をৗたにলするの資স岞 
ਖのະ຺からਗれる岶、（１）〜（１ڬ）を推進するための活動ଃ源の確保 
ま峊組峩を始めた峚かりであり、ਖ題ਡ等まで把握していない岞 
 理念のુથと崶ウ崷ウ、プ嵕崘ラム開発؝ڮ崕ー崹ー崥ンとなる⼈の位置づけとス崕嵓岞؝１
⼈ઠ等により地域の機能岶ৣしている岞（⾒ஹり、⽀え合い等）େやৢの資源もられる岞 
ਠ状活動主体のബ対ਯ岶ないನ、ৗたな活動をੜやして⾏く必要岶あるとઓ峹れる岶、ৗたな活動の担い⼿をർす事
岶しい岞 
※বからの情報岶ないとい岰ことで地੪⾏政との情報ુથやり組峩峙進峽でいま峅峽岞社協職員を中⼼にیۈڸのു
成研修をৰするとともに本制度理ੰを進めてきました岞০の中ఙ研修に参加することで⾏政との協議も進められるも
のとઓいます岞 
ୢ機関との連携・ુથ岞⼤府市在宅ୢ・介護連携推進員会岞ఎੴ県⼤府市峙平成ڲڮ年ଓஃを受けて活動
中 
都道府県としてま峄୦をすべきなのかء市町村担ਊ者にとって峙、ۄۅۃ・地域組織岶⾏岰⽀援で質の確保岶লਟるの
か、峇も峇もニーズをたす峊けの供ஔ岶できるのかء（担い⼿の確保）な峓疑ਖ岶多い岞意改のನに峙「これならল
ਟる」とい岰もの岶ないとしい岶、ਠ状ંされている事業ス崕ームに対し不安岶多い岞 
活動をあまり⾏えていないのでਠ状で峙分からない岞 
・市町村担ਊ者やଵ理職、市⺠の意、ス崕嵓・ビジョン成からૠ的ଁ合といった基ೕになるとこ峷の組岶ாഈに
ൠい 
 年間の活動で嵄ランティア岶ૐまらない岞⼈⼿岶ない事岶ਖ題ですڵ１
峓の項⽬もઉம推進している⽴場になく、これから把握していくమです岞 
地域住⺠の意を上さ峅るに峙課題岶多いறੇ族৲、ஆ居、⾼齢者਼ఝのੜ加、介護サービス⼈౫の不ଌ等 
・⾏政ય岾とに考え岶౮なる岞শ岶৻峹ることによる事業のಲਢのさ岞 
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ή࿁╵

㧢 関心のあるカリキュラム 
事೨に࿁╵した関心のあるカリキュラムでは、ޟ生活支援コーディネーターにᦼᓙされるᯏ

⢻とᓎഀޟ、ޠ生活支援コーディネーターの⁛⥄のⷞὐで行うべき生活支援ニーズの把握と

支援ޟ、ޠサービス㐿⊒のᣇ法ޠがにがっている。  
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（㧞）事ᓟアンケート⚿ᨐ 
㧝 ᚲዻᯏ関 
研修にෳ加されたᚲዻᯏ関としては、事೨アンケート同様、中㑆支援団体からのෳ加が 42%
とᦨ߽多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

̪㧝のグラフは、㧞ᚲዻవฬ⒓の⥄↱⸥ㅀをరにಽ㘃 
   
   
   
  

1ϴ%
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14%

1%

１ ᚲዻᯏ㑐(n=ϯϱϭ)Ύற⡬⠪࿁╵䉃

ㇺᐭ⋵ Ꮢ↸ ਛ㑆ᡰេ࿅

䉰䊷䊎䉴ឭଏ࿅ 䈠のઁ ή࿁╵
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㧠 ߽っと⡞きたかったὐ 
߽っと⡞きたかったカリキュラムとしては、ޟ生活支援コーディネーターにᦼᓙされるᯏ⢻

とᓎഀにߟいてޟ、ޠ高齢者に係る地域アセスࡔントのᚻ法にߟいてޟ、ޠサービス㐿⊒のᣇ

法にߟいてޠとなࠅ、߽っと⡞きたかったカリキュラムのౝኈをቢすることでカリキュ

ラム全体が充⿷される⚿ᨐとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
具体的なౝኈ 
崓嵒崕嵍ラムⅠ：介護保険制度の改正について 

ଃ源 ・や峙りଃ源峙ਞになります岞⼈岶基本峊とઓいますから岞 

・⼈件ા岶体いくらつくのか、ଫめにੴりたい岞（１・ڮ層） 

・おসのれを、峓のくらいのଃ源岶あるのか、峓のங度ઈ⽤岶できるのか 

・市町の関⼼峙⽣活⽀援コーディネーターに対するଃ政的⽀援の全容です岞コーディネーターとして委
嘱さえすれば、⼈件費及び活動費が地域⽀援事業で全部賄えるのか明確にしておく必要があ
る岞 

・都道府県が実施する研修の財源峙ءবからଓஃস岶でるء 

・第１・ڮ層のコーディネーター峙、包括的⽀援事業となっている岶、岰ちで峙市内５ケ所の包括の岰
ち、１ケ所を受している岶、社協として峙全域的にコーディネーターਝ置にけて組峽でいきたい
とઓっている岞峇岰なった時のમのれ峙峓岰なるのかء 

・第گ層コーディネーターについて、地域⽀援事業交付সの対とできないء（ใோの組織でใにコ
ーディネーターをされている⼈の⼈件ા等で峙なく住⺠主体のボランティアを⽴ち上げた場合のコー
ディネーターの⼈件費等） 

・ਟ年度のについて、組峩、પ 

⽣活⽀援コーデ
ィネーター関連 

・⽣活⽀援コーディネーターの制度的な位置づけや⽴場岶、いまいち、よく峹からない岞 

・研修の内容が、どの階層のコーディネーターをターゲットにしているのか不明確峊と峂たので、峇の

2ϲ
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崓嵒崕嵍ラムⅠ：介護保険制度の改正について 

ఈりをも岰しୂきたかった岞 

・০の⽣活⽀援コーディネーター峙介護保険、⾼齢者福祉からの制度としてোされました岶、n地
域の⼒を活⽤する|とい岰ਡで峙、⾼齢者ਰਗの૩者や⽣活者等をஅ峪、地域福祉の
ᮡになるものとઓ峹れます岞⋇ਠষの地域⽀援で、岽岰したઁいᮡを崓崸ーして峲いのか岞⋈ௐ
ௌにお岻るஷ௪県とভ援૧ଂ、地域ૣකୖとの৴૾யに峎いてቯいたいとઓいました岞 

・地域ケア会議岶制度的に位置づけるとのこと峙、⽣活⽀援コーディネーター（ڮ層گ層）にとっても
重要です岶「多職ர協働によるケアプラン」とあります岶、主な講成員岶ケアするડ峚かりで地域の
様رなரશの講成員をোれるべきで峙とઓっています岞ে活⽀援コーディネーターのরମのਵと
২に峄れがある峲岰にઓい峨すが、どの峲岰にઅえているがୂたか峍た岞Ń

嵣⽣活⽀援コーディネーター൸（１層、ڮ層）について峙各市町の⼈ઠૠெで１層ڮ層⽬岶るよ
岰にも峂ました岞また⾏政の位置、包括との関峹り、⽣活⽀援コーディネーターのਥڀ例え峚、
ষੲਾのତ৶峔どをষ岰場合、মਊに৴嵔嵁嵓で実施で岷るかڀءなのでਁ的な役割も定
義をしておいてもよいとઓいまして 

・রఙ研修をਭ岻たの地੪での૽સについて 

介護保険制度
改正び、介
護ଆ・⽇常
⽣活⽀援総合
事業 
 

嵣要⽀援ڮ、ڭのଆ崿ラン峙、০、୧ஂ૧⽀૧事業ਚ峢委する岽とが૭ચ峔のかء
するしないによって峙گ層の部分岶峹ってくるので峙とઓいました岞 

・制度改正内容全体峙理ੰলਟた岶、⼈の具体的なੰ⽂を୯加して峥しい岞例え峚訪ਖڹ型
のઈ⽤等、サ嵕ン岶あちこちにলる岶、୦のୀいに峲峍て崝嵕ンの内容がী岻峳れているのか岞ಹ
ଆ事業の崝嵕ン、ৢਚڷの崝嵕ン等のୀい岞 

・基本崩崏ック嵒ストで総合事業の対者をਖ਼することとなる岶੦ম崩崏ッ崗嵒崡ト峙で岷るかど岰かで
峙峔く、しているかど岰か、で崩崏ッ崗するが、で岷るがしてい峔い⼈峬合事業のৌとして峲いと
い岰岽とかء 

・「できない」まで峙いかない岶岣৻峹峍て峬峳える峔峳ஃかる岤崝ー崻崡に峎いて、合事業のৌとす
るのかء੨のਖ਼ءŃ

・地域の্رが୦০峨であ峍た২をಌし峔いとい岻峔いのかقଌ峴峔いを峔峆峂と岽
峷か峳كؼとਖ峹れた場合、いかに地域でஃ岻合岰のがমਟのであるのかとい岰ହ明をすれば
ଐいか、しいとઓった（年সと峂で、లਟの⾃分のために০までઘস等௸っていたのにؼと峹
れたら、峓岰ନ答すれ峚ڀ（ء地域のஃけ合いの意岶⾼い時峙す岺にವ੭いた峊ける岶、意の
い地域を峓岰すべきか岞 

・介護保険制度の改正について理ੰলਟてもટして講師としてলਟるかء 

ੳੴඪੁ ・ੳੴඪ施ੁのੂૐর⽀援崩ー嵈のৱત要件がడしす岸る岞峔峆峔のか、ਫのপ岷峔部ী峔
ので、ୂ岷たか峍た岞ୢ師岶サポートୢかつੳੴඪの専⾨ୢとして５年ਰ上の৽ୡな峓、全বで多
ਯいるのかੳੴඪႈ೩センター岶市にあると地੪ୢ師会との連携岶しいਠ状岶ある岞ୢ師会
との連携岶できる法的担保の説明岶峥しい岞ケア嵆ネ峙、デイサービスや嵀嵓崹ー岶利⽤できなくなれ
峚、デイケアやショートステイを利⽤するとい岰考えもある岞ଆஔ付の岰ち、ڮつ峊けを地域⽀援事
業に⾏して、ટたして、ଆஔ付ાのੜを、೪えること岶૭能なのか岞市町村の⼒峊けを
りにしているਞ岶する岞 

峇の 
 

・⽣活⽀援サービスの開発やৰᄷ峙地域において定の岶あると考えており、峪し峷、০のஂ
૧৳૫২ਫのະ຺峮અえ্に峎いて、ীを峫にす峣岷と考える岞 
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崓嵒崕嵍ラムⅠ：介護保険制度の改正について 

・制度をる中で、厚労省峙具体的に、ၴが層層のে活⽀援コーディネーターに峔る岽とを
ୄしてい峨すかڮء⽇間のோ⽴意義岶ない峽峂峭ないかとઓいました岞峥と峽峓の事峙も岰すでにやっ
ています岞 

・ય੨の૽સがমਊにౄীにટた峅るのかء包括⽀援ڸに対する指（理念、事業内容）
岶不ౄ分で峇ののにならなけれ峚とᠫしております岞特に第層の⽣活⽀援ڸにா的に
関ଖいた峊くよ岰বとしてਘいメッセージとಲਢした指をおൢいしたいです岞 

・も岰しถしい資મ岶峥しい、とくに介護ଆ、⽣活⽀援サービス 

 
崓嵒崕嵍ラムⅡ：⾼齢者の⽣活⽀援ニーズと⽣活⽀援サービスについて 

崶ウ崷ウ・⼿法の
要 

・不ଌの崝ー崻崡の峴্岶あるとよい 

・੨のরで崕ーに峔れ峇岰峔⼈をർす্১ 

・ঽভのඕ岷岽峩্等ງ介 

・イン崽崑ー嵆嵓な⽣活⽀援サービスの情報岶散在している岶峓のよ岰にૐ৺していくのか事例岶あれ峚
教えていた峊きたい岞ق嵆ッ崿峴峮ভ崖のૐ峫্كŃ

事例 ・⽣活⽀援峙、ຸᅲの峩で峙なく、たくさ峽のਖ題岶あるとઓいます岞も岰し課題岶岶れ峚とઓ
います岞౹え、崓ーテンຸい、ਠ場にোる場合崜嵇ોし岷のਖ峔ど、も岰し事例岶あれ峚とઓ
います 

・ে活⽀援崝ー崻崡のੌ峩の体、事岞 

・⺠のঽ主峔活動崝嵕ンテー嵆قະ崘嵓ー崿ك等をஂ૧ଆの௴ਡか峳峎峔げていく
峔どの事をীෲしていく岽とが௷岻ていた岞社協職員にけた研修のイك峎峔が峍ている実体ق
メージ岶ਘかった岞 

・単品サービスで対応する⽅法についてメニ嵍ーで対応することをౄৰさ峅るの岶これからଐいとおっし峭
ってく峊さったので、動に峎いて峬峍とୂいて峩たか峍たです岞 

・利ોさ峽とか峙⼤いい岶、ৈೡがলਟる岽と峙⽀援し峔が峳คにしていた峊くのもいいので
峙ないかとઓ岰岞峇峽なੵも⼤જとઓ岰岞（⾃⽴⽀援の）やથ嵄ランティアのಂを理ੰし広め
るನにも、⾼齢者岶より੪ਞな⽣活をするために峙、লਟるとこ峷峙คにしてもらって੪ਞになるこ
とも⼤જかとઓ岰岞峇峽峔事があればଐか峍た岞થ嵄ランティアの⼼峙⼤જ岞地域のをつくるた
めにも岞 

峇の ・地域性に応峂た多様な⽣活⽀援サービス岶ਓ峩লされること峙ଐいとઓいます岶、多様な主体をੳ
めることで地域ત差やਁા、資源配分のశ૨も⽣峂るਞもします岞⾏政職員の組峩姿િにも
ആ度差岶あるਠ状、২峔અえ্峮லੌ峩の明確৲、し峩が必要峔ので峙峔いでし峱岰
かءŃ

 例の⽬先のਖ題でまとめられるの峙ചڮڮ・

 
崓嵒崕嵍ラムⅢ：⽣活⽀援コーディネーター（地域⽀え合い推進員）に期待される機能と役割について 

コーディネーター
の役割 

・ে活⽀援コーディネーターの体峔૽સについて 

・第１層のコーディネーターの役割についてもっとถしく学びたかった 
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崓嵒崕嵍ラムⅢ：⽣活⽀援コーディネーター（地域⽀え合い推進員）に期待される機能と役割について 

 層の峇れ峈れのコーディネーターਃચと૽સ岶分りづらかったですگ嵣ڮ嵣ڭ・

 層峇れ峈れ役割岶違岰とઓ岰ので層岾との役割について具体的にୂきたいگ・ڮ・１・

・第گ層の⽣活⽀援コーディネーターのコーディネート機能について岞・第ڮ層と第گ層のコーディネータ
ーのプランニン崘について（事ਜ૪理的なこと） 

・第１・ڮ層のコーディネーターと第گ層のコーディネーターの役割の違い岞گ層コーディネーターを峓のよ
岰に位置づけるのか不明岞ځ地域⽀援事業の対ਗと੶されています岞 

層のコーディネーターの役割、活動内容岶、あまり理ੰできなかった岞具体的ৰ例岶লてくگ・ڮ・１・
ると峹かりやすい峊峷岰岶、ਠ状の先進事例と、⽣活⽀援コーディネーターの役割峙౮なるよ岰なਞ岶
する岞 

・⽣活⽀援コーディネーターに期待される機能と役割について第１層のコーディネーター、第ڮ層のコー
ディネーター、第گ層のコーディネーター、具体的なു成する⽅法等 

・コーディネーターの配置場所や⼈ਯ峙ਖ峹ないとい岰こと峊岶、০の研修で１層〜گ層のコーディネ
ーター岶いるとい岰こと峊ったので、ਈگ⼈峙いるとい岰ことか岞⽣活⽀援プランの成峙峓の層のコ
ーディネーター岶やるイメージか岞رの利⽤者にいگ層岶プランづくりをするのか岞 

 層のコーディネーターへの配分岞گ層のコーディネーターの役割岞گ・

・組織৲について、１・گ・ڮ層のኇえ⽅等 

・理念、必要性峙理ੰできる岶、体にど岰い峍たੌ峩をしていくのかのହ明が峬岰しඟしい岞

・⽣活⽀援コーディネーターのポジションについて 

・コーディネーターとなる⼈岶᥊である岞地域ત差岶⽣まれるので峙ないかء 

・１層ڮ層の活動の違い岶峙っきりしなかった岞 

協議体 ・⽣活⽀援コーディネーターと協議体のイメージ岶ᅞきいです岞ਠষの地域崙アভ৮の্とੈ৮
体の૽સがୀいす岸る岞コーディネーターについても崩ーム対応岶必要で峇のイメージをもっとંして
峥しかった岞 

・ੈ৮体に峎いて峙、地域崙アভ৮のଡ୳と峥と峽ど峹峳峄、峨たୀ岰峬のを峳峅る岽とが৶ੰに
ౙし峪岞様رなக岶ある中で、౦رなものをること岶⼤જؼ的なਵで峙あった岶、参加して
ৣさる⽅峙、組織岶違ってもলてくる⼈峙峥と峽峓峹らない岞 

・ੈ৮体にਝ઼要ඨ峮ਾີ峙ど岰峔るのかڀ必要なけれ峚、૮いなりの理由岞ৰ⾏性のある組織に
するに峙、第ڮ層を⽴上岼てから第１層へのன開でもいいのかな峓、⾏政峙峓岰しても「型」をるた
めにஉು岶められるので岞 

・地域ケア会議と協議体の違い 

・ੈ৮体をਝ઼するਔଝ、嵉嵒ット等を明峳かにした্がଐいとઓいます（例え峚、ৗしい担い⼿を
発൘する岞住⺠の参加を明確にする等）岞いくつかの意⾒をୂいたり、ৗしく協議体をਝ置する
⽅性にいていないよ岰なਞ岶しました岞 

具体例を౷まえ
たイメージり 

・地域ৰ情に合峹峅て考えたに、ま峊体峔ఁげ্が崌嵉ー崠で岷峔か峍た岞୦となく峙௹中嵊デ
嵓をイメージしていこ岰とઓっています岞※事をଁしたૄでਯ崹ターンંで岷ると研修
がষい峮すいと峂ました 

・事をৢして、層の崌嵉ー崠をてるとଐか峍たよ岰にઓいます岞 

・⽣活⽀援コーディネーターに期待できれ峚具体的な役割、活動内容について事例な峓を⽤いて教え
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て峥しい 

・第１〜گ層の具体例岞 

ৰᄷ事例 ・ে活⽀援コーディネーターの峲岰峔⽴場で実に活動されている্のਵをୂ岷たか峍たです岞コー
ディネートする上でপ峔岽と、ਞを峎岻ている岽と、岽峽峔峴岾とがあ峍た、峔ど岞ਠ場のৰ、
活動のৰ岶重要峊とઓいます岞 

・全体的に৲不ଐ状ଙ岞も岰度ୂきたい崓嵒崕嵍ラムでした岞実ᄷ事がたくさ峽必要峊と峂峨
した岞 

・ま峄峙ਠ状の把握岶⼤事である岶、サービスを提供する体制岶整峹ないと、ၴ岶峓のよ岰にコーディネー
トするかイメージ岶ᅞかない岞ใோか峳の事を峬峍とถしくୂいて峩たい岞Ń

・峇れ峈れ岶どの峲岰峔場で、どの峲岰峔௮岷をして、どの峲岰にᇽが峍ていくのかを、୳実ᄷを
ৢ峴峬ંして峬峳えれば峹か峴峮すいとઓ岰岞 

機能整理・役
割分担 

・地域ෆฐ⽀援崣ンター峮ੈのیۈڸの૽સとのঢ়બ岞地域包括ਘ৲をί岰なら地域包括ڰ
⽬の職ரとしてコーディネーターを必置とするか、社協のیۈڸ機能に期待するから必置するか岞
役割分担についてもっとੴりたい 

・ใோの制度（ෆฐ峮地域ૣකコーディネーター峮地યੈ৮ভ峔どكとど岰ਃચତ৶していくのか 

・コーディネーターの役割とい岰એで、ੈとのયશがあ峨峴ীか峳峔か峍たので、ถしく説明して峥しか
った岞 

・ে活⽀援コーディネーターと地域ෆฐ⽀援崣ンターとの૽સী૿がৄえて岽峔いので、コーディネ
ーターとい岰லੌ峩を峹峀峹峀峍た৶をୂ岷たか峍た岞 

・ケア嵆ネ、包括の役割と⽣活⽀援コーディネーターの役割分担、関峹り⽅岞 

 峮地域ૣකコーディネーターと峹れている௧とのୀい（峂もの）役割について岞یۈڸ・

・制度としての位置づけ峙イメージできました岶、ৰ、峓のよ岰な位置づけで活⽤していくのかءෆฐ
৩峮ੈのコーディネーターとの൪峩が崌嵉ー崠で岷てい峔いです岞 

・崙ア嵆ネ崠嵋ー嵣ෆฐ等の嵆ネ崠嵉ントとの住峩ী岻峮৴に峎いて岞（第گ層のコーディネータ
ー）০の研修で峙、⽣活⽀援コーディネーターも、地域資源を活⽤したケア嵆ネジメント的な事を
⾏岰ഀです岶、１⼈の対者に対して嵆ネジメントを⾏岰⼈岶ളਯோ在すると、ケース岶ೊして
しま岰場合岶あるのでڀ峇のನにポジショニン崘を明確にできるよ岰な内容岶ଐいとઓ峹れます岞 

・第ڮ層のコーディネーターの役割岶峹からなくなったڀશ⽀援をする⼈とኇえられ岶ちな説明となっ
た岞また、ケア嵆ネ岶ついている場合もഊってしま岰岞ケア嵆ネと第ڮ層（୦⼈くらい必要ء）コーディ
ネーターとの関係岶峹かりづらかった（説明で峙） 

・理念、この役割のਝ置された意義について峇れ峈れの先⽣のスタンス峙峜し峜し伝峹ったものの、まとま
ったୁでの説明岶不ଌ岞崙ア嵆ネ、全体との崿嵕崣崡での⽴ちਜ਼઼が不明確岞 

・地域包括⽀援センターとの連携のல⽅ 

・⽣活⽀援コーディネーターの全体的な業ਜ、年間の活動スケジ嵍ー嵓のイメージ 

都道府県の役
割 

・都道府県の૽સを峬峍と体にହ明してඟしい岞 

・地੪「市」岶具体的に峓岰進めるか、ま峊不明 

・⾃治体の崸ックアップ⽅法 

・県としてど岰੨にৣ峷していく事業峔のかء੨として峬ম事業のਜ਼઼峏岻があるのかء
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岟బಐ県の情報岶⾒えていない岠 

・⾏政の役割また峙⾏政の専⾨職の役割峙、峓こ岶重要なのか具体的に崺ントになるਵな峓 

⼿法 ・⽣活⽀援コーディネーターになり岰る⼈౫の্১岞 

・ে活⽀援崿ランਛに峎いて体峔੧岶あれ峚コーディネーターさ峽も理ੰしやすいとઓいます岞 

・ア崣崡嵉ントか峳施ੁに峎峔げるのૌஙをもっとୂきたいです岞 

・০の研修に参加し、いかに⾃治体、層層にいかにして伝達するか、し⼿法等もっとੴりた
い岞この度の改正にいかに住⺠の意を上岼るか、ྼ住⺠岶主体に活動を進める様にன開していく
ことに峙ಅされない岞市町村の社協のઓいৢりに進めない様にชశ岾指等をお峗岶いしま
す岞サポートにイン崽崑ー嵆嵓サービス、特にஃけ合い、活動の⽴も⼤事です岶、⼤いに活⽤して峥
しい 

・嵆ッ崩ン崘のৰ岞要⽀援の⽅の嵆ッ崩ン崘、いつ、ၴ岶、峓のサービスでీ৺を⾏岰のか、ケア嵆ネ岶⾏
岰のかء⽣活⽀援コーディネーター岶⾏岰のかء 

・⽣活⽀援ニーズと⽣活⽀援サービス峙崽崑ー嵆嵓サービスਰਗにも⽀えられる⽅法岶あるとい岰ことを学
峽峊岶、伝える意岶しいとઓいました岞 

制度 ・ে活⽀援とஂ૧ଆのঢ়બについてもੴりたい（サービス峙提供する岶、本⼈岶よりよくなるための
関峹りについてもコーディネーター峙ੳする必要岶あると峂るため） 

峇の ・協議体の意、ネットワークのল、コーディネーターの機能役割گڀつ岶⼤જであるとい岰事岶ੰか
りテ崕崡トを峬岰しੰか峴峮すくしてඟしいです岞 

・崔崌崱ラ崌ン峙講義でງ介されたもの峊けでしょ岰か岞峇岰でないなら、峇の全体もંしていた峊けるとあ
り岶たいです岞 

・ে活⽀援コーディネーターの崽崑嵕ー峙ၴがقど岽がكするのかء（組織体制を⾒ઉす必要もあ
りء） 

・ਠৰの地域でのコーディネーターの活動をイメージしな岶らおୂきした岶、岰まく整理岶つかなかった岞 

・⾃分⾃ମ岶⽣活コーディネーターの位置づけの理ੰ岶できていないので、ၴにৌし୦をਵしてい峍た
峳いいか岶、よく分かりま峅峽岞ใோの組織との違いも明確で峙なくっています岞 

 層、協議体の୴にሖഉ峩なく、峇の念岶よく理ੰできなかったگ・ڮ・１・

・１層、ڮ層、گ層の⽣活⽀援コーディネーターの役割岶੶ൗされている岶念（௴念）的な内容
になっているとઓ岰岞 

を峟りନると峹からなくな（گ）で事例を参考に（ڰ）で峙念上峹かったよ岰なਞになる岶（گ）・
る岞ڳڮڽからのため事例岶ないと峙ઓ岰岶、具体的な例を（ڰ）でંし（گ）の理ੰをめた
い岞 

・શ事例のアセスメント峙専⾨的なଳਡで⾏峹なくてよいのか、第گ層のコーディネーター峙団体の嵄
ランティアな峓であり、⽀援プランな峓をるの峙ム嵒とઓ峹れる岞・全体ৢして、ઞえる崟ートのૄ
峔ど峙峆峜して峥しい岞 

・地域住⺠をඕき峪ことを考えると、担い⼿に対する配慮、⽀援岶必要岞また活動のಲਢに対する
様رの⽀援もಲਢしなけれ峚いけない岞 

・「⽅法峙教えられない」とのことである岶、様رなサービスのரథと峇の特徴やポイント峙、コーディネー
ターとしてさえる必要峙ある岞事例峙峇れ峈れの地域の事例岶いきる岞 
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・アセスメントのに、「あるべき地域の姿」を峩峽なで考える（ૠ的ଁ合ٙ理念のુથ）岶あり地
域づくりを進めていくこと岶必要岞様رな⼈のネットワークで進める地域づくりなので、ਈੂにある峣岷
のુથがとて峬要であるとઓ岰岞 

・ଌりないஃけ合い活動を峓岰やってলするか岞 

、とたくさ峽の疑ਖ岶⽣峂、ੰでした岶、全体をୂきીえて峩てءءの講義峙ୂいたઉ峙（گ）・
ဉرにつつ理ੰしていける峩たいです岞テ崕ストを࿃ഭして理ੰをめたいです岞 

 
崓嵒崕嵍ラムⅣ：多様な主体による多様な⽣活⽀援サービス事例について 

様رな事例 ◆各組織・取組み別の事例 

・૿いুઈੌ௶の事をୂきたい 

・ਠ活動しているಹ⺠か峳のਾઔ岶峥しかった岞⽣活⽀援サービスを⾏っている市⺠活動団体
からの、⽇常活動をৢして、⽣活⽀援コーディネーターの必要性を提੧岞 

・地域住⺠が主体と峔る活動の体をもっとୂきたい岞 

・地域崐嵒アのએ峔活動とۄۅۃ等のテー嵆嵣৯の活動の৴事をંすべき岞 

・崐嵒ア型市⺠活動団体とテー嵆型市⺠活動団体の協働の事例（分ෲのଳਡ）、地域協働コーデ
ィネートの⼿法・ྠ（ຩ）所のੰ説岶ඟしい 

・①体௺的ڀ（崸ラ崸ラで峙なく・サ嵕ン事例・宅⽼所事例・⾒ஹりネット事例・配୫（会୫）サービ
ス事例）な内容にป峍た事をૐ峫た峬のがあるとଐか峍た岞②住⺠が主体と峔峍た事ڀ⾒え
る・峂られる事例岶峥しい岞 

・平塚市と伊賀市の事例をいた峊いた岶、もっとۄۅۃさ峽峔どの事についてもおਵ岶ୂきたかっ
た岞 

◆具体例について 

・先進的事例や嵎ニークな事例について峙、できるり多く、情報岶ඟしい岞また、内容について峙、ਠ
にඹる崿嵕崣崡を峬岰しถしくੴれれば峲いと峂る岞 

・先進事例峙、お⼿本になる場合岶あるので、ုった事例（社協にすべてまか峅る）な峓峂峭ない⽅岶
いいかとઓいます岞（もち峷峽社協岶பいとい岰峹けで峙なくて、伊賀市のり組峩峙とてもよいとઓい
ます岞）の事峬、ઇえて峬峳えるといいです岞 

・コーディネーターと地域ෆฐ⽀援崣ンターとਘৡ峔৴が必要峊が、峇の体ੁ峮ਤ事の
ງஂをして峥しい岞（対等的⽴場で協⼒、ਦ関係を峓のよ岰にଡണしていくかء） 

 規模、エリア毎の事例⼝⼈ٷ

・峓ちらかと岰と都市部の事例峊ったので、部峮ૌႧ部の事をもっとୂきたかった岞 

・多様な主体による多様な⽣活⽀援サービス事例について、প都、੨とい峍たૠெ岾との事
峔どをંされた্が峲峴৶ੰで岷るので峙ないでしょ岰か岞 

・⼤きい市町村峊けで峙なく、৵さいর地の事峬峴োれて峥しか峍たŃ

・先進地事例岶ڮ例峊ったので、も岰し౦峽な地域のਵ岶ୂきたかった岞 

 多様な事例ٷ

・多様な主体の事例について、もっとถしくੴりたかった岞 
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・多様な主体〜も岰しᕌ例峥しい、峇してਸ਼گعڭ層にあて峙峫た峬のにして峥しい 

・もっと多様な⽣活⽀援サービス事例やサービス開発⼿法な峓事例を多くງ介してຘき、ଷ峮ਛ
、ઇธ峔ど実ᄷ峔峬の岶ඟしかった 

・০の法改正で想定している⽣活⽀援サービスの具体的な事例をୂきたかった 

・コーディネーターや協議体のৰᄷ峊けでなく、ৗしい合事業にお岻る崝ー崻崡事としてਾઔあれ
ば、كڮقのさえઉしに峬峔るとઓ岰岞 

 層峇れ峈れ岶連携して機能している事例岶必要گ、ڮ、１・

・もっと先ฌ的な事例岶ୂきたかった、いっ峛いある全বからの中から৭峽峊にして峙、ုった事例でし
た岞⾏政のಁ༔峙峹かりました岶ؼ岞 

০の研修開
ಈ 

・০、地੪での研修等のன৫্১ 

・ঽীの事峮活動で峔い峬のをହ明する岽と峙প峊とઓいます岞ถな説明⽤の資મ岶必要か
とઓいます岞（ڰ）の事例ງ介峙中ఙ研修受講講師岶峓こまで講義できるか疑ਖです岞 

平塚 
 

・平塚市町内福祉村のり組峩峙、先進的です岾く参考になるのです岶、岽のੌ峩のટ、ஂ૧
৳૫の要ஂ૧ੳਯ峢のટ峮ஂ૧৳૫મのള等がਫ਼されれば峬峍とହ੭ৡを峎と
ઓいます岞 

・平塚の福祉村峙興い組峩岞このਵをലくと、⽣活⽀援コーディネーター峙地域福祉における
地域の福祉⼒上のৰᄷ例に⾒えた岞 

伊賀市 ・も岰し地域にলいて⾏って住⺠主体の事例をୂきたかった岞 

・協議体のメン崸ーଡ成について 

・住⺠主体峙峓こにءซஉを௭えて⼒をしている地域の⼒を活⽤してඟしい岞 

・⾏政・社協の関係性のਘ⼒な৴体、ீげ্ૄ峙ء峇のよ岰な⽅性峙ৰ的によいのでし
ょ岰か岞 

・伊賀市の「住⺠⾃治協議会」、住⺠⾃ମによるまちづくり等、す峚らしいல組と峂ています岶、ৰ
にニーズに応え、課題ੰৠにあたる、住⺠、ۄۅۃ岶⾒えてこなく、なにかଋ念に峂ています岞 

・伊賀市の事例（事峙峓岰しているのか）保険加োء 

・①કড়ঽੈ৮ভ岶ঽにਝ઼岿島峉峒岬峵岶੪にな峍峉ણ峮組織岶岬峵の岵ء②地域ケ
アネットワーク会議の⽴ち上げ⽀度はどんなものだったか岞③ੈの崐嵒ア૿ਊに峙いく峳লしている
のか岞 

・「⾃治体のಁ༔」について、ୂきたかったのです岶、⾃治体のಁ༔岶社協にீな岼と峙、あきれました岞
しかも、多પのઘসをઞって岞 

・⾏政のଳਡでの⽣活⽀援サービスੑについて、伊賀市の事例、資મ岶たくさ峽あったのに時間岶
ଌり峄ଋ念でした岞 

・ੑ上の必要峙あっても住⺠岶ஃけ合いの活動に関峹ってもら岰に峙いくつも崷ード嵓岶あるので、峇の
あたりの事例な峓をୂきたかったとઓいました岞 

制度との関連性 ・事をંすਔ峮২ਫとのঢ়峹峴をく൘峴ৣげる峣岷で、活動内容峙理ੰできても、関
連づけられない岞 

・০の事例として峙、よく峹かったの峊岶、২に৯す峬のとのତ合ਙがあるとઅえる峔峳い峷
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崓嵒崕嵍ラムⅣ：多様な主体による多様な⽣活⽀援サービス事例について 

峽峔ฑໞ峔峮峴্で峲いので峙峔いかとኇえてしまった岞 

లਟ的ଳਡ ・い層の⼈をඕき峽で、లਟ的に峓岰進めていくのかのଳਡにಳけている社協として峙⾼齢者岶安
⼼してථら峅る地域づくりのல組峩の１つとして組峪ことに活⽤していきたいとઓっている岶、本ਊ
に峇れで進めてよいのか峓岰かء 

・い層の⼈をඕ岷峽で、లਟにど岰ਤ峫ていくのかのଳਡにಳ岻ている 

峇の ・事例について、タイト嵓の岣峔ে活⽀援崝ー崻崡岤事と峙峔峍てい峔い峲岰にઓい峨す岞住⺠活
動を⾼めていくもの峊けでなく、必要とされている多様な⽀援をஅ峽峊ものをোれた⽅岶ଐいよ岰に
峂ました岞 

・০のڮ事と峬বのંす岣ে活⽀援コーディネーター岤岣ੈ৮体岤に崼ッタ嵒あて峙峨る峬ので峙
峔い峲岰にઓい峨した岞 

・「地域⽀援事業」峙地域の中に「ஃけ合いのイン崽ラ」をଡണしていくことで峙ないかと理ੰしている岶、
০੧内でコーディネーターを成していく上で、岽のテ崕崡トで実施してい岻るのであるのか、不
を峂ています岞 

・事例についての組峩峙峹かった岶、ঽの地域のੌ峩を峎峔岺ુৢの୦かを峬峍と৾びたか峍
た岞事例と、⾃分の地域の状況岶ᕇしているので岞 

・各市町村岶⾏っている峇れ峈れの嵊デ嵓事業な峓と峓のよ岰に⽣活⽀援とつな岼れ峚よいか岞法的な関
連（例え峚ো、ো所した時の⾃宅のଵ理、⽣保、在宅でੳੴඪな峓の⽅のਡᅙの間の⾒ஹり
とਡᅙを峖くな峓のୢ⾏ನな峓）ଳਡ岶⾏政から、社協からの⽴場岶多かった岞ਟ年度の法改正
、テ崕崡トで峙地域の嵆ン崹嵗ー峮崐ン崹嵗嵉ントをί峍ているが研修のরでਠ実にび峎岻峳
れる峲岰峔と岽峷がৄਭ岻峳れ峔か峍た岞地域住⺠のଳਡで峓岰地域を考えていくかな峓の崓嵒崕嵍ラ
ム岶ڸۈに峙重要峊とઓ岰岞 

・①地組織な峓地ય住⺠峊けで峙、શのཎ在的ਖ題岶⾒えないこと岶ある岞１ڬ年৭⼿のோ
在峙、ใにਖ題を峙ら峽でいるので峙ないか岞いかにਁ平、中⽴なଳਡで対応できるか岶ਖ峹れるの
で峙ないか岞②ၴに理ੰをめるੑ岶、きれいでก⼤なੑをって件ାの⾏政と社協の
関係岶⾒えなくもないよ岰にઓ岰岞০⑰の住⺠活動のோ在や௬も全く⾒えない、住⺠活動を地域
の特性と結びつけ、ੑの中にాり峪と⽣きたものにならないか、と考える岞 

 
崓嵒崕嵍ラム⋟：⽣活⽀援コーディネーターのஆ⾃のଳਡで⾏岰べき⽣活⽀援ニーズの把握と⽀援 

第１گ؝ڮ؝
層 

・コーディネーターの層に合峹峅たੰହがあると峹か峴峮すいとઓいます岞 

層のコーディネーターに峫峳れる峬のとઅえ峳れ峨す岞峇のため、全てのコーディڮのଳਡ峙كڱق・
ネーターにめられるଳਡと１層のコーディネーターにめられるଳਡについてもถしく੶ൗいた峊き
たいです岞 

・（５）講義の内容として峙よく峹かる岶、୦層の⽣活⽀援コーディネーターのことをっているのか
（எ峙ڮ層と受けૃめた岶）、明確にして峥しい岞 

・コーディネーターق階層શでكの峎峣岷ଳਡをถしく 

・各మ層に分けてୂきたかった 

・ਞづきを⽣峪機会として峓峽なこと岶考えられるかと、峇れを受けૃめるல組峩についても岰しでਵ
し合岰（ੴ౩をলし合岰）こと岶できたらよかった 
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崓嵒崕嵍ラム⋟：⽣活⽀援コーディネーターのஆ⾃のଳਡで⾏岰べき⽣活⽀援ニーズの把握と⽀援 

事例 ・所のことをੴらないので、全বر峔事を峬峍とୂいて峩たか峍たです岞 

・事にৌするୖ峮⽀援内容を峬峍とくୂ岷たか峍た岞⽬からウ嵕コ例岶ੴりたかった岞 

・事例をもっと、本⼈峙峓峽なり岾と岶あるのかؼ課題のྴলに峙⼤事岞サービスありきで峙ない（ਁ
的、イン崽崑ー嵆嵓）とも専⾨的す岸た岞⽣活⽀援を進める場合に峙০୦岶っているのか、峇れ峙
⾃分で⾏えるのか者からの⽀援岶必要なのかを本⼈にୂきとる事から始まるとઓった岞峇の部分を
徹ೲさ峅ること岶コーディネーターに峙められているのか岞 

・事例岶想定できるਊりの事例岞サ嵕ン、居場所、⾃治会⺠⽣員包括等ر、もっとৗしいメニ嵍
ー、峇の⼈らしいメニ嵍ー岶なかったかءこれからも多分メニ嵍ー開発とい岰と、০の事例に๚たりよっ
たりであ峷岰岞ڱڮڬڮফع峬峍とలਟをৄすえたૣකઇ峔どの事岶あってもよかったので峙な
いか 

崶ウ崷ウ ・地ੌ௶峢ੂにア崿嵕ー崩するல্、岽峎な峓 

・⽣活⽀援コーディネーターにƮ体ୡƼƮ体Ƽをৢ峂て、৶ੰを峫るুۈی১な峓もっとੴりたかった 

・地域崳ー崢をੴるた峫にアン崙ートをする場合にどの峲岰峔内容で৹ਪをするのが峲いか岞調ਪアン
ケートをインターネット上でਁ開していた峊けると地域のৰ状に合峹峅てア嵔ンジさ峅ていた峊く、参考
にさ峅ていた峊きたい岞 

についても岰し具体的にく学びたかった岞ニーズの๑きলし⽅、プ嵕セスのあり⽅に（ڲ）（５）・
特৲した研修を岞 

・⽣活⽀援プラン成について、どの峔崿ランに峔るのか体 

コーディネーター ・コーディネーターの⾏岰べきこと岶幅広く、介護保険制度峙もち峷峽、地域のਠ状もよく把握していなけ
れ峚なり੭ない岞ਠ実嵣体にコーディネーターの業ਜ内容を崌嵉ー崠する岽とがしく峂峨
した岞 

・⽣活⽀援コーディネーターに期待される機能と役割について、⾼齢者ਰਗや地域⽀援を峓こまでやっ
てもいいのかを確ੳしたかった岞嵊デ嵓地域をつくって、内容をఢੴして峥しい 

・専⾨職サービスのଓやభশで峙ない岞⽣活⽀援サービスの意義やコーディネーターにਖ峹れるセン
スな峓もっとਘ調されるべき峊と峂た岞（５）の内容岶とてもଐかったのでもっとกらま峅てඟしい岞
分されないよ岰にするための⽅法（組織へのでなくやりたڮ援するડとされるડに地域岶⽀ٵ
い、やれる⼈岶やることの意な峓）ٵ福祉のડから地域を⾒るのでなく地域のථしの中に福祉や
⽀援を位置づける岞な峓な峓 

・⋟内容峙⼤によかったです岶、ڮ、ڭ層のコーディネーターの૽સと岽岰したશのে活⽀援崿
ランをਛする૽સ嵣⼈とのঢ়બをତ৶しておいた্がଐいとઓいます（ଳਡとして峙１、ڮ層の
コーディネーターにとっても重要です岶）岞全体に第ڮ層のコーディネーター岶想定された内容、事例
岶多かったよ岰にઓいます岞ま峄峙第１層のコーディネーターു成をする必要岶あることに対応した内
容岶必要峊とઓいます岞 

・⽣活⽀援コーディネーターとコ嵇嵍ニティー崥ーシ嵋嵓ワー崓ーや地域包括⽀援センターの要⽀援ケアプ
ラン崲ーとのৼ違と役割分担について岞 

連携 ・ෆฐಉのঢ়બਃ峒の৴峕峎岮峐もっ峒ୂ岷たかったです 

層のコーディネーターの役割と地域包括の役割（地域ケア会議）の違い岶し峹かりにくい所ڮ、１・
岶あります 

・⽣活⽀援コーディネーターとののঢ়બਃঢ়との৴のಋমに峎いてୂ岷たか峍た岞০の事例の
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崓嵒崕嵍ラム⋟：⽣活⽀援コーディネーターのஆ⾃のଳਡで⾏岰べき⽣活⽀援ニーズの把握と⽀援 

場合、地域包括⽀援センターと具体的に峓のよ岰なやりり岶あったのかੴりたかった岞 

・地域ケア会議への、⽣活⽀援コーディネーターのোり⽅について岞ځ活⽤と峹れていた岶、ケア会議
の主ಈ者峙包括か⾏政ؼコーディネーターさ峽の⼒、ۇۅ⼒に峗られるのかء包括もコーディ
ネーターさ峽を岰まく活⽤できれ峚いい岶中رし峇岰です岞nฤのもち岺され|になり峇岰でؼ包括へも
コーディネーターさ峽のことを説明しないといけま峅峽峗岞 

峇のط意⾒ ・住⺠岶主体となって地域のために地域の中で活動する岞؝ڮ住⺠岶受け⼿にも担い⼿にもなるため
の学ಆ会を⾏岰岞؝گ住⺠岶もち崐ン崹ワメント、地域岶もつ崹ワーをਬきলすこと岞 

・ニーズ峙地域の৲（開発、⼈ઠੜな峓）に応峂てり峹っていきます岞常に崕嵋ッ崩できるよ岰に
৲にあ峹峅ていけるよ岰に⼒岶必要です峗岞これからも研修もਢけてৣさい 

・課題のりକしの事例として、⼈⼈のશ事例峙⼤参考になった岞ワークショップ⾃体もથ
峊し、具体的な対応੧件岶ງ介されることで、考えた内容岶嵒ア嵒ティーをもってગ考できた岞 

・ஆ⾃のଳਡڀ「⽀援される⼈の⽴場に⽴った⽣活⽀援」岶コーディネーターの活動のਉਡであるとい
岰こと岞（嵆ーケット・イン発想） 

・০の研修でઞ⽤した崹ワーポイントのデータをଛって峥しい（できれ峚ଫく） 

・୦をもって、成としているとえるのかについて岞具体的にイメージ岶てないでીりました岞地域
（ඌ）の⼈達岶、⾃分のਖ題にとりくめるよ岰にコーディネートし、地域（ඌ）の⼈達岶組峽でい
ること௷きに、峓こかから⽀援をってくること峙、ඌづくりにሖഉまないよ岰に峂るものの、具体的に
峙、居場所をつくることで⾃由な⼒動を⽣めるよ岰にলਟたらと考えました岞ਖ題岶ある時に、ၴか岶
ੰৠしてしまえ峚ଫい岶、峇れをしてしま岰と、峇の⼈達峙、⾃分達で組ま峄、社会ਖ題ੰৠのਊ
事者と峙なりえないよ岰にઓ峹れる岞 

 
崓嵒崕嵍ラム⋠：⾼齢者に係る地域アセスメントの⼿法について 

崶ウ崷ウ ুٷ১・具体例 
・組織৲の⽀援⽅法 

・ಆのன開⽅法 

・地域ア崣崡嵉ント崟ートの体のં岶あるとよかったです（調ਪ、ୂきとり項⽬のਝ定例） 

・ア崣崡嵉ントの体峔ু১や都道府県にರってから研修の進め⽅な峓をੴりたかった岞 

・市町村に対しての研修岶県の役割にある岶、峓のよ岰な内容を想定しているのかቯいたい 

・アセスメントのૼ法（具体的例ં） 

・地域ア崣崡嵉ントの体峔্১峮事岶あるとイメージしやすいとઓいました岞 

・地域ア崣崡嵉ント崬ー嵓のৰを⾒たかった岞（୦例か提ંしてඟしい岞） 

・地域のアセスメントの⽅法について、も岰しถしく教えてຘけれ峚とઓいました岞 

・実ᄷ峔事、্১のງஂ岞ケーススタディ等 

・ใோのデータもஅめて、アセスメント結ટを専⾨職や住⺠岶峓岰ુથしていくか峙重要になってくるとઓ
峹れます岞あるものとないものを峓岰ૐ৺して、ુથできるアセスメントにல⽴てていくかとい岰ਡで、
体のੌ峩事を岾ງ介いた峊けるとથい岞 

・ア崣崡嵉ントのં、１層、ڮ層、گ層のアセスメントの違い 
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崓嵒崕嵍ラム⋠：⾼齢者に係る地域アセスメントの⼿法について 

・地域アセスメントの具体的な事例岞（調ਪ、ୂきとり項⽬のਝ定例） 

 ੲਾのਏٷ
・対により、アセスメント⽅ૄをੵしなけれ峚いけないので峙ないかとઓ岰岞広いଳ野で⾏えるよ岰情

報岶必要とઓった岞 

・ア崣崡嵉ントの崡タン崡 HWF も岰しലいて峩たい岞 

・地域アセスメントの⼿法・崹ワーポイントの資મ岶あるとよいڀテ崕スト峊けで峙伝峹りにくい岞 

・地域ア崣崡嵉ントのア崣崡をする主体峙ၴか岞また、多様な主体のアセス（多ଳਡ）と峙୦か岞調
ਪのৰ主体岶住⺠、専⾨職によって、峇のの活動に様رな୶をଖえる岶峇のൊについて岞

・アセスメントの⽅法や全体の中での役割な峓をもっとୂきたいです岞 

・ใோの地域包括⽀援センターのৰしている地域ケア会議、地域アセスメント HWF との関係を峓岰整
理するか岞 

・事例ງ介いた峊いた事でより具体的なイメージ岶ついたので૭能なり多くの事例をいた峊けるとあり
岶たいと峂た岞⋠・⋡の講義峙岾⾃ମの携峹っている活動を例に岼てৣさる場એ岶多く⼤理
ੰしやすかったです岞 

・例題のアンケートを提ંして説明岶あれ峚いい、ア崣崡嵉ントの্১峮地域に峲峍てアン崙ートの内
容のୀい岞また峇こからコーディネーター峙୦をアセスメントするのか具体的にୂきたい岞 

時間 ・都道府県での研修ৰ時のಆの崡ラ崌崱に峎いて、テ崕崡ト等に峙அ峨れてい峔いた峫、峬岰
しৎをか岻てହ明して峥しか峍たです岞 

・ಆ事例をもっとഛႠに説明していた峊きたかった 

・も岰し時間をかけて峥しかった岞 

・具体的にもっとかく説明を受けたかったです岞 

峙⽣活⽀援コーディネーターの活動の基ຊとなる部分であり、峲峴ৎをか岻てହ明（ڳ）（ڲ）・
して峥しか峍た 

০の研修 ・都で研修する場合に峙、ポイントを社会資源開発等ワークにおかないと、協議体事ਜ局でી峹ってし
ま岰よ岰なਞ岶しました岞 

・০、ప૽としてঽীが峮る場合に、୦をどの峲岰にしてえた峳峲いのか峹か峳峔い岞崹ワーポ
イント資મな峓の崬ー嵓岶あって、峇れにปってとい岰のであれ峚、できなくもないです岶、不安です岞 

・都道府県として、市町村⽣活⽀援コーディネーターു成研修を進めて⾏く上での、ટ峔ু
১嵣্১岞 

地域ニーズ ・県内市町村で⽣活⽀援コーディネーターにい機能をથしているとこ峷峙峥と峽峓ない岞ਟ年度ਰఋ
配置すると⾒峽でいる岶、特にਈੂの時期峙、地域アセスメントに時間をさく必要岶あると考える
ので、テ崕スト成にあたって峙、具体的かつ峹かりやすいテ崕ストにしていた峊きたい、またサービス開
発についても様におൢいします岞 

・地域のニーズ峙ਯでなく、もっとかくୂいて⾏く事岶ઃへのステップとなる 

峇の（要
） 

・先⽣のテ崕スト（ၻ⼦分）の੶ൗされている具体的内容の講義を受けた上でಌに事例発岶あれ
峚よかったです岞 

・ၻ⼦や嵔ジ嵍メにないスライドをলされて、説明岶ୂきづらかった岞峅めてৱમ峊岻で峬ၻにൕൗし
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て峥しい岞 

・ಆ例について、テ崕崡トに੶োされて峔い崡ラ崌崱を୯ਸしてもらいたい 

・ഇඖ先⽣岶ৰにアンケート調ਪを⾏ったシートを参考にしたい岞また、શに具体的に、௰৹ਪ
の崟ート峬અにしたい岞シートの提供をชశおൢいしたい岞 

 のৗしいスライドをいた峊きたいです岞（ڳ）（ڲ）・

・本⽇、しলされた崹ワポ資મ岶峥しいです岞（ڲ）（ڳ）について研修のポイントをੴりたい 

峇の ・⽣活⽀援コーディネーターとい岰重要な役割を正確に伝え、ಌにやるਞをਬきলすに峙教える⽅の⼒
岶ਖ峹れてくるとઓった岞伝える⼒等重要峊と峂た岞かなりਘになった研修でした岞様رな௴
ਡから、必要なもの峙୦かを考え、制度とかで峙なく、っていくとい岰様にも崹ワーをもらいました岞
さらに市町村の職員岶୦をしたいのかء峓の様にしていきたいのかၱء上峊けでなく、きち峽と市町村
の中で୦岶କっているのかを把握している事岶いかに必ਘいかઉமで峙なくても、市としてのスタイ嵓
を確⽴していきたい岞 

・全体を崹嵗ー嵅崌ントのৱમでଁし、峇れ峈れの崡ラ崌崱のହ明をશにહ岻ると峹か峴峮すいとઓ
岰岞 

・ニーズ把握の⽅法峙とても⼤જ岞総的なこと峙様رな研修で൩にしている岶ઌのニーズ把握・ੰ
ৠにつな岶るアプ嵕ー崩をମにつけること岶⼤જ岞峇のための崽崑ー嵆ット提供岶必要で峙ないかとઓ
岰岞 

 
崓嵒崕嵍ラム⋡：サービス開発の⽅法について 

崶ウ崷ウ ・具体的なサービスの⽣峩লし⽅ 

・サービス開発の⽅法岞たくさ峽の地域で様رな⽅法岶あるとઓ峹れる岶、峇れ峈れの⽅法をୂきたいと
ઓ岰岞 

・サービスを開発するに峙崐ネ嵓崖ー岶必要岞⾏政とのആ度差もあり、また社協しなので、⺠事業
ਚに峙峔か峔か௪を峍て峬峳え峔いので、ア崌デアを実ਠさ峅るನのコ崬を教えてඟしい 

・峓の様にサービス開発をৰਠしていけ峚ଐいか岞 

・地域課題を様رな⽅法で伝えていく上でのポイントをも岰しおୂきしたかった 

・崝ー崻崡৫の嵉崳嵍ーと体্੧についてใோਰਗのງ介岶あれ峚教ંඟしかった岞 

・サービス開発時、ষとして৺、ିਔਡおຠ峨峴デ崌崝ー崻崡と崟嵏ート崡テ崌とのす峩峹岻 

事例 ・もっと事例をງ介していた峊きたい 

・具体的事例岶峥しかった岞多分、多ഓ的ଳਡ（福祉ૹ業、市場ےۣ۔）岶必要、ې ێۇۉ
 でジ崘崞崘進峪しかないです峗ۡ۞ۡۡں ۓ

・事例をより多く岞（ڳ）ڀಯળ県でもڰ年ਟ、県、県社協、さ峹やかインストラクターで居場所
をしています岞（関⼼のある⽅、⾏政職員対ア崩嵍崩の町でலෳけてੜえています岞ビデ崒成、
ポスターも） 

・峹かりやすく、୦岶必要で、峓岰考えたらいいのか岶考えやすかったので、もっとୂいて峩たかった岞体
峔をୂいて峩たか峍た岞 

 の事例峙崝嵕ンの崸嵒崐ー崟嵏ンばか峴峊峍たので、の崝ー崻崡৫を峬峍とੴ峴たい岞（ڳ）・
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 峊けで峙ない岶、具体的な事例をりোれた⽅岶ଐいとઓ岰岞（ڳ）・

・サービス開発⽅法の具体例岞（もっと多く、単的に峹かりやすいもの岞つくりলしたದ岞成例、ଷ
例） 

・ੈ৮体のਝ઼と、ঢ়બਃঢ়とのੲਾુથの体峔内容（事例な峓） 

ಆ ・ಆのன開⽅法、事例（イメージ岶できる） 

・⽣活⽀援活動の事例・ಆのன開⽅法 

・サービス開発を峓岰教えるかಆ例 

・ア崣崡嵉ントু১を嵁ー崡に体峔崝ー崻崡৫のன৫に峔る嵗ー崗をాり峽でいた峊きたい岞 

要 ・事ૐとしてテ崕崡トৱમౣがあると峲いとઓいます岞 

・全体にテ崕崡トに峬、をোれて峥しい岞先⽣岶講義をઞ峹れた、ۉۅۅのな峓岞県でのৰ
するನに、本研修修വ者岶、県単位でૐまって০の年をਵし合岰場をਝけて、資મ、テ崕スト
ଓਘな峓したい岞 

・ৱમહの峬のを嵃ー嵈嵂ー崠にアッ崿して峬峳えればとઓいます岞（特にサービス開発の⽅法）

・講師岶ઞ峹れた崹ワポ岶⼿੪になく、ఆであったため、⾒えづらかった岞参加者全員に改めて配ഘし
てもらいたい 

・サービス開発の⽅法、事例について峙、様رな組や事例をງ介できるとଐいとઓ岰岶、峓こまででき
るか岞全বでઅと峔る峴ੌ峩に峎いて、ੰହしたৱમを峍ていた峊岻るとあ峴がたいとઓ岰岞 

峇の ・ୂけ峚ୂくங、介護保険制度でንしてきた地域の⼒をગଡണしなけれ峚なら峄、地域ケア会議と協
議体の違い岶全く峹からなくなった岞総合ৼの中で岶ってくるニーズをഛႠにり上岼ることでもよ
かったので峙ء 

・サービスの開発に峙地域、関係者の理ੰ岶必要となり時間岶必要となるケースもある岞担い⼿の
供岶課題となっている 

・サービス開発峙もっと多એ的な社会資源の把握のல⽅岶あるので峙ないか岞理念的に峙理ੰできた
岶ؼ 

・地域による差岶もっとも⼤きいとઓ岰岞都市なのか⽥ༀなのかによる差もある岞都のૠெに峲るઅえ
্峬峂峔のか、峬峍と峍峽でઇえて峬峳いたい 

峙⽣活⽀援コーディネーターの活動の基ຊとなる部分であり、より時間をかけて説明し（ڳ）（ڲ）・
て峥しかった 

・い峷い峷なアイデアをおୂきしたかったこと、制度づくりをਢけてきて、⾃分なりの理峙あった岶、県へ
షって受講⽣に伝えるためにプラス̢のもの岶峥しかった岞 

・地યの中にあるອ割り組織峙たくさ峽થります岶、ৰに住⺠岶っている事に対してのખ応岶に峠
く、議会にかける時間岶শす岸てつな岶っていかない状況岶થります岞峇のซஉを௭えた⽀え合いをつ
く峷岰とથಂ岶ૐまりました岞た峊、ૐまった所からの⽬的のଁや、ਁ的機関をඕき峪ನの広報
のல⽅で中ମ岶ಕまりま峅峽岞০までにない⽀え合いのを峎くる事ばか峴અえるとア崣崡嵉ントの
部ীがお峷峇かに峔峍た峴、ൺఞ峍た⽀援に峔峍てし峨岰ನ、ਤ峫্に୍をฎ峨峅てい峨す岞ۃٱ
 ୰、੫業、⺠ਓ、サ嵕ン団体、中学ૅ、（介護、ଛ）ۄۅ
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㧡 テキストはಽࠅᤃさ 
テキストのಽࠅᤃさでは、ޟまあಽったޠが⚂ 50%であࠅ、よくಽった、まあよくಽったを

合わߖると 70%がಽࠅᤃかったと࿁╵している。 
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㧢 ಽࠅにくかったౝኈ 
ಽࠅにくかった具体的なౝኈはએਅであった。 

�ߡߟߦΣ㧦⼔㒾ᐲのᡷᱜࡓࡘࠠࠞ

㗄⋡� �ࠫࡍ ಽߚߞ߆ߊߦࠅౝኈ�

崓嵒崕嵍ラムⅠの
全ಹについて 

Ⅰの介護保険の改正 ・市町村担ਊਰਗの制度をੴらない⼈に峙分からない部分岶多いとઓ岰岞県で峙ま
た対応を考えます岞 

 介護保険制度の改正 ・制度を理ੰする事峙⼤જな事です岶説明するの峙⼤しいと岞؝１

５ーڴڮ ・崹ワーポイントで峙ない嵂ージଡ成の⽅岶よいとઓ岰岞ੰ説をোれて峥しい岞 

地域包括⽀援
センター 

ে活⽀援コーディネーターと地域ෆฐ⽀援崣ンターの体峔৴について、ੴ・ ڰڮスライドڴ１؝ۅ
りたい岞地域ケア会議岶中⼼ء 

Ⅰ、Ⅲ ・ଆケアプランを成するෆฐ崣ンターとコーディネーターとの૽સのୀい峙ءঢ়
બਙ峙ء 

峇の （ڲ１ۅ）１５ۅ⽣活⽀
援の担い⼿としての社会参
加 

・全体的にၱの上でのਘであれ峚テ崕ストでもよいかもしれない岶、ৰ、地域で
活動していると、⽀え合いの考え⽅や住⺠主体についてのポイント岶ڸۈにめら
れる岞 

・ポイント岶ないと地域での⽀援者と⽀援されるડのདྷ岶⼤きくなること岶され
る岞また、崔崌崱ラ崌ンのরでলている要峔嵅崌ントのৈೡの૽સ、ে岷が
いが৾峣峔か峍た岞 

 （コメントなし） ５ڮ؝ۅ〜ڰڮ؝ۅ

 
 

�ߡߟߦࠬࡆࠨᵴᡰេ↢ߣ࠭࠾Τ㧦㜞㦂⠪の↢ᵴᡰេࡓࡘࠠࠞ

㗄⋡� �ࠫࡍ ಽߚߞ߆ߊߦࠅౝኈ�

崓嵒崕嵍ラムⅡの
全ಹについて 

Ⅱ、⋟、⋠、⋡ ・念的なੰ説峊けで峙峹かりにくい岞事をোれて、事をੰହするでହ明した
্がଐい 

まで ・内容で峙なく、峄っと⽂ฆ岶ਢき、配付の崹ワポ資મとも峓こ岶峂なのかをർすの岶ڳਰఋ５ڵڮۅ
⼤でした岞 

峇の １ڰۅ〜ڵڮۅ ・⾼齢者の⽣活ৰଙをഫづけるฆとઓ岰岶、શে活のভਙ峢のડએをলし、
ৗ地域⽀援事業峢とび峎岻る内容にして峥しい岞 
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�ߡߟߦᓎഀߣᯏ⢻ࠆࠇߐᦼᓙߦផㅴຬ㧕ว߃㧔ၞᡰ࠲ࡀࠖ࠺Υ㧦↢ᵴᡰេࠦࡓࡘࠠࠞ

㗄⋡� �ࠫࡍ ಽߚߞ߆ߊߦࠅౝኈ�

協議体について 

 〜ڴڰۅ

・ਸ਼ڭಽ峒ਸ਼ڮಽのੈ৮体峑峓の峲岰な৮岶અ岲峳島峵岵例事岶ඟ峁い岞 

・ੈ৮体峒ୠ崙アভ৮のঢ়બ峙峓岰なのか分かりにくい岞 

・ਸ਼ڭಽのଢ଼ఊ峒ਸ਼ڮಽのଢ଼ఊ峙౮な峵の峑峙ない岵と考えます岞ৰᄷ報ઔで峙
第گ・ڮ層の活動岶在しているよ岰に峂分りにくかった岞峙ਸ਼ڭಽのଢ଼ఊ峊
岻峼峃峵の岵ਸ਼ڮಽ峬அ峫峵の岵ী岵峴に岹い岞⽅するなら、શプ嵕崘ラム岶い
る 

 層のコーディネーターの役割گ〜協議体のイメージを峹かりやすく岞第１・ گڰۅ、ڳ５〜گ５ۅ

 ڳ５〜گڰۅ
・「コーディネーター、協議体の機能と役割」⽂ฆをഭ峪と、よく峹かる岶、峬岰しල
ၷにછいていた峊岷たい岞説明岶多ૌ岸ると峂る岞 

の要 
 ڰ５ۅ〜گڰۅ

・ਸ਼ڭಽعਸ਼گಽの崛嵤崯崋崵嵤崧嵤峒ਸ਼ڭಽ岵峳ਸ਼گಽのੈ৮体岶、༮にな
峍峉ಉ岶岬峵্岶峲い岞Ń

嵂嵤崠峙ಉ峼峬峍峒多৷峁、崮崕崡崰峒峁てଳಁにੵ峃峣岷岞ڳڱعگڰ・ ５嵂ージڳ〜گڰ

 ڵڰ3 ①
・コーディネーターଦ઼のਸ਼ڭ層گع層、峬岰し峹か峴峮すいになれ峚ؼまた峬
岰しに峬をোれて峥しい 

機能、役割の
れ岶不明 （گ）機能と役割 

・崹ー崬、崹ー崬峙理ੰ岶進峽峊岶、োઠ〜লઠの৴のれが峹か峴にくいŃ

・要介護ੳ定の場合、包括や保健者に⾏け峚よい岶ま峄峓こにいって峓岰い岰れに
振り分けられ、サービスにた峓りつくのか、ਹ৷ଳਡのڶڸڹۅが峹か峳峔い 

 、ڳڰ、５ڰ、ڰڰ3
 ڬ５、ڵڰ、ڴڰ

・ষとしての૽સの部ীと、活動団体（コーディネート機能のৰౚのある）に
対するものと、具体的なイメージをુથして、୦をどの峲岰にਛしていくのか、峇
岽峢岻ての৶ુથの部ীを峬峍とாにંで岷る峲岰にして峥しいآآ
峩峽なで⽀えあ岰ನの、峹岶町ビジョン的なもの業して協働する⽅で考えるべ
きであるآآ 

各層のコーディネ
ーターの役割 

 ڲڰ〜ڰڰۅ

つに分けていگ層のে活⽀援コーディネーターの૽સ岞૮理にگ、層ڮ、層ڭ・
るよ岰に峂る岞１層、گ層、特にگ層についても⽣活⽀援コーディネーターとูさ
なけれ峚ならないのか岞எ峙ڮ層峊けでよい（ڮ層にこ峇配置されるべき）とઓ
岰岞分かりやすくするに峙、「ਖڰ」にછいたよ岰に、୳実ᄷを୦ৢ峴峬ંして、
崌嵉ー崠さ峅峮すくす峣岷とઓ岰岞 

・ਸ਼ڭ層گع層のコーディネーターの૽સのੀが不明岞峨たのૠெに峲
峍てଦ઼のல্が౮峔るた峫、প都部、র都部、部で場合ী岻をす峣
岷岞 

崓嵒崕嵍ラムⅢの
全ಹについて 

 までڳਰఋ５ڵڮۅ
・内容で峙なく、峄っと⽂ฆ岶ਢき、配付の崹ワポ資મとも峓こ岶峂なのかをർすの岶

⼤でした岞 

Ⅰ、Ⅲ 
・ଆケアプランを成する包括センターとコーディネーターとの役割の違い峙ء関係

性峙ء 
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伊賀市の事例 
 ڲڴۅ 

・地域ෆฐ崙ア崟崡テ嵈と内容が峔峳峔か峍た岞多分時間岶ଌりなかったの
かもੴれない岶、ৰのニーズ、০っている、不安をっている住⺠の様⼦、ੰ
ৠをੴりたかった岞 

 ڴڬ１〜ڳڳۅ

・地域ૣකੑのরにে活⽀援ق峔崝ー崻崡كを峴ੌ峽峊嵉嵒ット、デ嵉嵒
ットがୁ峳れてい峔い岞 

・地域福祉活動ੑ峙コンサ嵓タント岶ったよ岰な峂で住⺠岶主体となっていな
い岞 

・また地域アセスメントにも住⺠岶参加していない岞住⺠にけて⾒える৲岶られて
いない岞 

要ਡの整理 

  ؝ڴڬ１〜ڳڳۅ
（伊賀市のᕌ例） 

・説明⽂岶多く、えたい岽とが峹か峴にくい岞市の事例も峥しい岞 

・組峩峙ಞอしい岶、内容がق嵂ー崠ਯكでীか峴にくい岞峬岰しコン崹崗
トにして要ਡがীか峴峮すいにତ৶して峥しい岞 

・嵂ー崠ਯがいસに内容が峲くীか峳峔い岞ৰᄷ性にಳけているので参考に峙な
らない岞શの事例を੶ൗすべき岞（⽴川市社協村岶ୁられた地域福祉コー
ディネーターのよ岰な） 

峇の 
 嵂ージڳڳ 

・分かりಔい資મでよい事例です岶、都道府県で実施するコーディネーターの研
修に峙、か峔いとઓいます岞峓ちらかと岰と⾏政職員けの事例で峙ないでしょ
岰か岞 

体に峲峍てୀ岰とઓ峹れるのであ峨峴અに峔峳峔いŃ・ ڴڬ１〜ڳڳ

 ５嵂ージڳ〜گڰ
（平塚市の事例） 

 ５嵂ージ峙事例と峙峂られ峄岞ڳ〜１ڲ・

 
�ᡰេߣのᛠី࠭࠾ᵴᡰេ↢߈ߴ߁ⴕߢの⁛⥄のⷞὐ࠲ࡀࠖ࠺Χ㧦↢ᵴᡰេࠦࡓࡘࠠࠞ

㗄⋡� �ࠫࡍ ಽߚߞ߆ߊߦࠅౝኈ�

事例の要 
Ⅱ、⋟、⋠、⋡ 

・念的なੰ説峊けで峙峹かりにくい岞事をোれて、事をੰହするでହ明した
্がଐい 

 〜ۅڵڬ１
・⾃分岶ৰ⾏っていない事を理ੰし、ହ明するに峙峬峍と事、嵗ー崗峔どが峔い
とହ明লਟ峔いڀ事例ワークを⾃ら岶崩ョイスできるங度までඟしい 

峇の 

 ڴڮ１〜ڵڬ１
・⽂ஊ岶多いので、崹嵗ー嵅崌ントのをくする্が、峹峴、৶ੰし峮すい岞峇れ

と、スライドにંしたもの岶テ崕ストにൗっていないとછきすの岶⼤岞もってো
れておいてඟしい岞 
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事例の要 
Ⅱ、⋟、⋠、⋡ 

・念的なੰ説峊けで峙峹かりにくい岞事をোれて、事をੰହするでହ明した
্がଐい 

様ૄ・具体例の要
 

 ୠア崣崡嵉嵛崰崟嵤崰の様ૄ峮具体例峼ં峁て峥峁い岞・ گ１１ۅ

峇の 

 ڴڮ１〜ڵڬ１
・⽂ஊ岶多いので、崹嵗ー嵅崌ントのをくする্が、峹峴、৶ੰし峮すい岞峇れ

と、スライドにંしたもの岶テ崕ストにൗっていないとછきすの岶⼤岞もってো
れておいてඟしい岞 

⋠と⋡（１１ۅگ〜） ・峓岰教えるのかのಆ例の内容をきち峽と説明すべき岞 

 〜ۅڵڬ１
・⾃分岶ৰ⾏っていない事を理ੰし、説明するに峙もっと事例、ワークな峓岶ないと

説明লਟないڀ事例ワークを⾃ら岶崩ョイスできるங度までඟしい 

⋠⾼齢者のアセスメント
の⼿法について 

・⋠⼿法をもっとถしくੴりたいとઓいます岞 

 地域アセスメントの⽅法峙学ਖとしてで、も岰しੰかりやすく、具体的に岞・ ڮڮ１〜گ１１

 
ోࠍㅢߡߒ�

㗄⋡� ಽߚߞ߆ߊߦࠅౝኈ�

情報岶多い ・全体にを峳す（スライドਉံங度）ੵをしないと、要ਡ岶峦けてしま岰岞 

・テ崕崡トのੲਾがす岸、崹ワーポイント峙n⾒やすく、ੰりやすく|なのに૮ଳした資મづくりとなっている岞 

アクセントをつける ・⾏ਯ岶多くഭ峩づらい岞ڭڀᅚਊ峴のધஊষਯを峔くし、ৄলしのધஊに峬岰しア崗崣ントをહ岻て峥し
い岞Ń

・嵅崌ントに峔ると岽峷をਘ৹したଡ成にした⽅岶⾒やすいとઓいました岞 

・⽂ฆの説明岶ਢく嵂ージ岶多く、また嵂ージ内でのアクセント（ৣ部、ਘ調⼦体等）もなかったため、ポイント
となる部分岶分かりにくいよ岰に峂ました岞 

ਠ岶しい ・ਠ岶しいとઓいます岞எたち岶理ੰできないと伝達できないです岞具体的にしてৣさい岞例題をいれな岶ら
 岞（講師のਵの内容と資મ岶ಱしない）ؼ

ੰ説岶あるとଐい ・崡ラ崌崱とਵされている内容が嵆ッ崩してい峔いਚがあ峍たとઓ岰岞介護ଆケア嵆ネジメント研修岶包括におり
てきた時のテ崕ストのよ岰に、崡ラ崌崱のৣにହ明がછいてある峩たい峔が峲い岞Ń

・ંされている事例のセ嵔クトされたポイント岶分かりづらいのでテ崕崡トのরにੰହがあるとଐい岞Ń

・事例峙嵅崌ントのੰହ等が峔いと⁀がしい岞 

具体的な内容 ・コーディネーターの活動の崿嵕崣崡がৄえ峏峳い（開発部分と調整部分等） 

・ෆฐ⽀援崣ンターقෆฐの崙ア嵆ネ崠嵉ントとのঢ়બكとの৴、地域崙アভ৮の活৷峔ど峙峬峍と明確に
ਜ਼઼峏岻た্が峲い岞 

体ଇ・⾒やすさにつ
いて 

・ૄ岝崌嵉ー崠৲岶な岮岞 
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・崔崌崱ラ崌ンをස合す峣岷嵂ー崠を੶ൗしてあると峲い岞（○嵂ージ参සのよ岰に） 

・⽂ฆによるੰ説岶多い岞制度改正の嵂ージのよ岰に峮峨と峫た峬さ峅るとଳಁに崌嵉ー崠がᅞ岷、
峹か峴峮すいŃ

・テ崕スト৲されている（⽂ฆとなっている）もの峙分かりやすい岞ۉۅۅ峙要峔嵅崌ントがど岽か峔どীか峴に
くい峬の峬ある岞Ń

・全ての嵔崠嵍嵉があれば峇の内容をၻにൗ峅ていた峊岷たいとઓいました岞⽣活⽀援体制整備事業でଓஃ
対とならないよ岰な事例 

・崹ワーポイントਉံ峙付ഀླྀの⽅岶よいとઓ岰岞（崹ワポのりにもよる岶） 

事例の੶ൗ ・০峙事例発やیڼ岶あったので、具体的に考えやすかった岶、テ崕スト峊とྴ的なਞ岶する岞テ崕崡トに
峬事をా峴峽で峬峳えると峲峴峹か峴峮すく峔る 

峇の ・ୖ৯峮ৎ岞ু১等に峎いて、嵊デ嵓崿嵕崘ラ嵈があ峍た্が峲い岞ଳಁ的なものをੜやす必要岶あるとઓ岰岞

・崣ッ崟嵏ンの৯があるとଐい岞（୦のためにこの項⽬岶あるのか）（項⽬の関係性の体௺৲）岞 

・崹嵗ー嵅崌ントとテ崕崡トが崣ットであるといいとઓ岰岞 

・⽂ฆよりۉۅۅの⽅岶峹かりやすい岞もしく峙、ધฆٔۉۅۅのଡਛで峬峲いŃ

嵣ਠがધฆに峔峍ているとীか峴峏峳い岞崹嵗ー嵅崌ントとのੌ峩合峅をତ৶していた峊きたい岞 

・⽂൴（教科છ）としてより要୩峔テ崕崡トを峪 

・テ崕ストを中⼼とした説明でなく、講師の成した資મ（崹ワーポイント）による説明峊ったので、テ崕崡トを活
৷してହ明する崌嵉ー崠がᅞか峔か峍た岞 

・体があると峹か峴峮すい 

・テ崕ストとするのであれ峚、峬岰しౣૐが必要で峙ないでしょ岰か岞（ト崼ックス（要ਡ）লしな峓）講師に
峗るとい岰ことなら峚、のুਬ岷峔どをলされて峙ど岰か岞社協な峓コ嵇嵍ニティワークを学峽峊ものにとって峙、
プ嵕崘ラム岶ઓいか峠岶、多様な講師を想定すると定のఏ৲岶必要とઓ岰 

・ಆやシート峙各県で౮なるのかءテ崕スト付ྖする資મ岶峓岰なるのか岶⾒えない岞 
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㧤 研修のḩ⿷度 
研修のḩ⿷度としては、ޟまあḩ⿷ޠが 52%となっておࠅ、非常にḩ⿷とまあḩ⿷を合わߖ

ると 64%のᣇがḩ⿷度が高い⚿ᨐであった。 
また、㧡 研修カリキュラムの理解度と૬ߖてみると、ḩ⿷度が高いᣇは理解度߽高い

⚿ᨐとなっている。 
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（䋷）䉝䊮䉬䊷䊃⚿ᨐの⠨ኤ 

中央研修ᓟのアンケートにおいて、テキスト᭴成やౝኈでಽかࠅにくいὐのߏᜰ៰や修

正要望があった߽のに対して、ワーキンググループの検討を踏まえて、テキスト修正に

ᤋしている。 
 
①ᦨ߽ᗧが多くがったޟテキスト中にෳ考となる事が᰼しいޠというᗧに対して、 
 ޟΦ㧚生活支援コーディネーターの⁛⥄のⷞὐで行うべき生活支援ニーズの把握と

支援ޠ中に事を㧟ὐᝌした。 
 ⥄治体の事を 1 ㅊ加した（ਠ㑆市）。 
 コーディネーター的な活動事を全国から 9 事ㅊ加 

 
 、というᜰ៰に対してはޠやすくࠅ図表等を߽っと多↪して、ಽかޟ②
 ポンチ⛗や表を多↪するようにした。 

 
Ԛ1 ጀ、2 ጀ、3 ጀのᓎഀの㆑いなどがಽかࠅにいというᜰ៰にߟいては、 
 ޟΣ㧚生活支援コーディネーターと協議体にᦼᓙされるᯏ⢻とᓎഀޠの中で、 

 。いて⺑を充したߟれのጀのᓎഀやᯏ⢻にߙれߘ
 

ԛ協議体と地域ケア会議の関係がಽかࠅにくいとのᜰ៰に対しては、 
 ޟΣ㧚生活支援コーディネーターと協議体にᦼᓙされるᯏ⢻とᓎഀޠの中で、 
  ࠟイ࠼ラインの㧽㧒Ａを↪して⺑を加えた。 
 同じΣ┨の中で、協議体⥄体にߟいての⺑を充さߖた。 

 
Ԝޟ研修中で↪したスライ࠼をテキストにㅊ加して᰼しいޠという要望にߟいては、 
 講師が↪した PPT をテキストのᦨᓟにឝタした。 

 
ԝޟ地域アセスࡔントのࠪートや様ᑼが᰼しいޟޠṶ⠌でえるࠪートが᰼しいޠという要

望に対しては、 
 Ṷ⠌で↪できるようなޟ社会資源把握Ṷ⠌ࠪートޠをޟΤ㧚高齢者に係る地域ア  

セスࡔントのᚻ法にߟいてޠのᦨᓟにㅊ加ឝタした。 
 同様にޟΥ㧚サービス㐿⊒のᣇ法にߟいてޠのᦨᓟにޟサービス㐿⊒Ṷ⠌ࠪートޠ 

をឝタした。 
 

Ԟカリキュラムの順⇟にߟいてᄌᦝを求める要望にߟいては、 
 ᵹれがよࠅಽかるようにౣ考し、┨（カリキュラム）の順⇟をれᦧえた。また、

 。たߖはෳ考資料に移動さޠいてߟ護保険制度の改正にޟ
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